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【改訂履歴】 

改訂履歴 内容 

令和４年３月 初版発行  道路設計 

令和６年１２月 
第２版発行 BIM/CIM 原則適用、事例集様式、 

橋梁設計、トンネル設計 
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1．総則 

1.1 位置づけ・目的 

 

 
 

【解 説】 

各種基準の整備が進み、ある程度統一されてきた令和 3 年度に受発注者に対してアンケ

ートやヒアリングを行った結果、例えば、図 1.1-1 に示すように調査～設計の各段階での

データ連携にはまだ課題が残ることを確認した。 

さらに、活用目的の設定、課題解決に向けた活用場面の整理、詳細度や属性情報の設定

における目安の必要性などの指摘もあり、中国地方整備局における統一的な BIM/CIM 活用

に向けた手引きの策定が望まれている状況にある。 

令和 5 年度の BIM/CIM 原則適用にともない、令和元年度～令和 4 年度にかけて実施され

た事例をもとに、原則適用における 3 次元モデルの活用と効果を整理するとともに、課題

の整理や BIM/CIM がどのような場面で活用できるかを示した「BIM/CIM 原則適用における活

用」、「BIM/CIM活用プロセスマップ」及び「中国地方整備局での運用」として、共通仕様書

にならったモデルの詳細度と属性情報について整理し、とりまとめている。 

今後、本省や国総研の動向や中国地方整備局管内の各事務所での取組み事例や内容をも

とに、必要な改訂を行うこととする。 

 

 
図 1.1-1 調査～設計段階での情報連携に向けた課題（R3 年度アンケート結果） 

  

 0 2 4 6 8 10 12 14

モデルの詳細度の違い

測量の追加による地形データ

（モデル）の更新による不整合

データ引継ぎの際に課題と

なっていることはない

点群データのみの納品が多く、

3次元モデルの引継ぎはない。

調査(測量)-設計間での３次元データ

（モデル）の引継ぎの機会がない。

14%(5/35) 

29%(10/35) 

6%(2/35) 

37%(13/35) 

34%(12/35) 

「BIM/CIM 活用の手引き（案）」（以下、本手引きという）は、中国地方整備局において、

発注者や受注者が事業推進に向けてBIM/CIMを活用していくことを目的として、調査設計・

施工の各段階でのBIM/CIMの運用方法について、職員の手引きとしてとりまとめたものであ

る。 
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1.2 適用範囲 

 

 
 

【解 説】 

本手引きでは、中国地方整備局管内において、令和元年度～令和 4年度にかけて BIM/CIM

活用業務・工事として実施された事例をもとに整理したものであり、そのほとんどが道路

事業※（133 件/186 件中）である。 

しかしながら、詳細度の設定や属性情報の付与等に関しては、道路以外の事業でも活用

可能と考えられるため、参照をすることを妨げるものではない。なお、活用事例集等も別

途作成しており、より具体的な取組を確認したい場合は、BIM/CIM 活用事例集 2021、2022、

2023 を適宜参照するとよい。 

※道路事業は、道路土工、橋梁、トンネルを示す。 

 

  

本手引きは、中国地方整備局が発注する業務・工事において、BIM/CIM 活用を行う業務・

工事に適用する。 

また、本手引きが対象としている構造物は以下のとおりである。 

・道路構造物（道路土工、一般構造物） 

・橋梁 

・トンネル 
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1.3 用語の定義 

本手引きで使用する用語の定義は、次に定めるものとする。 

 

表 1.3-1(1) 用語の定義（1/2） 

No 項 目 定 義 出典 

1 

BIM/CIM モデル BIM/CIM モデルとは、対象とする構造物等の形

状を 3 次元で表現した「3 次元モデル」と「属

性情報」「参照資料」を組合せたものを指す。 

BIM/CIM 活用ガイドラ

イン(案)第 1 編 共通

編（R4.3，p.11） 

2 

義務項目 視覚化による効果を中心に未経験者でも取り組

み可能なものとして内容を設定している。 

直轄土木業務・工事に

おける BIM/CIM 適用に

関する実施方針 同解

説（R6.3，p.2） 

3 

推奨項目 視覚化による効果の他、３次元モデルによる解

析など高度な内容を含む。 

直轄土木業務・工事に

おける BIM/CIM 適用に

関する実施方針 同解

説（R6.3，p.2） 

4 

3 次元モデル 対象とする構造物等の形状を 3 次元で立体的に

表現した情報を指す。各種の形状を 3 次元で表

現するためのモデリング手法には、ワイヤーフ

レーム、サーフェス、ソリッド等がある。一般

的に、構造物には体積が求められるソリッド、

地形にはサーフェスが利用されている。 

BIM/CIM 活用ガイドラ

イン(案)第 1 編 共通

編（R4.3，p.11） 

5 

BIM/CIM 活用プ

ロセスマップ 

事業を実施する際の一連のプロセスにおいて、

事業推進上の課題と課題解決に向けて BIM/CIM

が活用できる場面を利用者視点別に整理した中

国地方整備局独自の資料。 

 

6 

詳細度 BIM/CIM モデルをどこまで詳細に作成するかを

示したもの。活用ガイドラインでは、100、

200…500 と 5 段階のレベルを定義している。 

BIM/CIM原則適用においては、3次元モデル作成

の目安として、詳細度を200～300程度（構造形

式がわかるモデル～主構造の形状がわかるモデ

ル）としている。 

BIM/CIM 活用ガイドラ

イン(案)第 1 編 共通

編（R4.3，p.13） 

別紙３ BIM/CIM 適用

業務実施要領（R6.3，

p.4） 

別紙４ BIM/CIM 適用

工事実施要領（R6.3，

p.4） 
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表 1.3-1(2) 用語の定義（2/2） 

No 項 目 定 義 出典 

7 

属性情報 3 次元モデルに付与する部材（部品）の情報

（部材等の名称、形状、寸法、物性及び物性値

（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情

報）を指す。 

BIM/CIM原則適用においては、3次元モデル作成

の目安として属性情報（部材等の名称、規格、

仕様等の情報）をオブジェクト分類名（道路土

構造物、橋梁等の分類の名称）のみ入力し、そ

の他は任意としている。 

BIM/CIM 活用ガイドラ

イン(案)第 1 編 共通

編（R4.3，p.13） 

別紙３ BIM/CIM 適用

業務実施要領（R6.3，

p.4） 

別紙４ BIM/CIM 適用

工事実施要領（R6.3，

p.4） 

8 

参照資料 BIM/CIMモデルを補足する（又は、3次元モデル

を作成しない構造物等）従来の 2 次元図面等の

「機械判読できない資料」を指す。 

BIM/CIM 活用ガイドラ

イン(案)第 1 編 共通

編（R4.3，p.13） 
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1.4 参考図書 

 

No 図 書 出典 

1 
直 轄 土 木 業 務 ・ 工 事 に お け る

BIM/CIM 適用に関する実施方針 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733473.pdf 

2 

直 轄 土 木 業 務 ・ 工 事 に お け る

BIM/CIM 適用に関する実施方針 同

解説 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733477.pdf 

3 別紙１ 義務項目、推奨項目の一覧 
本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733480.pdf 

4 
別紙２ 設計図書の作成の基となっ

た情報の説明（例） 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733482.pdf 

5 別紙３ BIM/CIM 適用業務実施要領 
本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733486.pdf 

6 別紙４ BIM/CIM 適用工事実施要領 
本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733487.pdf 

7 
別紙５ BIM/CIM（統合モデル）管

理支援業務実施要領 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733489.pdf 

8 
BIM/CIM 適用業務・工事実施計画書 

様式・記載例 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000140.html 

9 
BIM/CIM 適用業務・工事実施報告書 

様式・記載例 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000140.html 

10 
BIM/CIM 活用効果定量的評価整理様

式 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000140.html 

11 
BIM/CIM 適用業務における新たな見

積り様式 説明書 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733496.pdf 

12 
BIM/CIM 適用業務における新たな見

積り様式 様式 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000140.html 

13 
BIM/CIM 適用業務における新たな見

積り様式 記載例（橋梁） 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733498.pdf 

14 
BIM/CIM 適用業務における新たな見

積り様式 記載例（河川構造物） 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733499.pdf 

15 
BIM/CIM 適用業務における新たな見

積り様式 記載例（道路） 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733500.pdf 

16 
BIM/CIM 適用工事における新たな見

積り様式 概要 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733501.pdf 

17 
BIM/CIM 適用工事における新たな見

積り様式 説明書 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733503.pdf 

18 
BIM/CIM 適用工事における新たな見

積り様式 様式・記載例 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000140.html 

19 ３次元モデル作成引継書シート 
本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000140.html 

20 ３次元モデル照査時チェックシート 
本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000140.html 
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No 図 書 出典 

21 
BIM/CIM 適用業務・工事における受

注者が提出すべき資料の段階フロー 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733508.pdf 

22 

LandXML1.2 に準じた 3 次元設計デー

タ交換標準（案）Ver1.6（略称：J-

LandXML） 

一般社団法人 OCF HP 
https://ocf.or.jp/pdf/j-landxml/J-LandXML_schema_v16.pdf 

23 
BIM/CIM 活用ガイドライン（案） 

第 1 編共通編 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf 

24 
BIM/CIM 活用ガイドライン（案） 

第 5 編道路編 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472854.pdf 

25 3 次元モデル成果物作成要領（案） 
本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001473006.pdf 

26 

土木工事数量算出要領（案）に対応

する BIM/CIM モデル作成の手引き

（案） 

本省 HP 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472864.pdf 
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2．BIM/CIM 原則適用 

2.1 BIM/CIM 原則適用における活用 

2.1.1 BIM/CIM 適用の目的 
 

 
 

【解 説】 

令和 5年度からの原則化以前の BIM/CIM の推進は、3次元モデルを精巧に作ることを中心

に検討を進めてきており、その成果により効果的な活用方法が明らかになってきたところ

である。これからは、3次元モデルの効果的な活用に加え、事業に必要な情報を整理・管理

し、必要な情報を容易に加工できる形状で取得できるデータベースとしての活用も目指す。 

なお、BIM/CIMの原点はデータの活用・共有による受発注者の生産性向上を目的とするも

のであり、活用するデータは 3次元モデルに限るものではない。2次元図面や報告書等を含

め、用途に応じたデータの使い分けが重要である。 

また、各業務・工事において 3 次元モデルの活用内容や受注者からの提案の採否などの

判断に困る場合は、受発注者の生産性向上に資するかどうかという原点に立ち返り、費用

と効果を比較衡量し、考えるべきである。 

「出典：直轄土木業務・工事における BIM/CIM 適用に関する実施方針 同解説，R6.3，p.1」 

 

  

BIM/CIM（Building/Construction Information Modeling,Management）とは、建設事業で

取扱う情報をデジタル化することにより、調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事

業の各段階に携わる受発注者のデータ活用・共有を容易にし、建設事業全体における一連

の建設生産・管理システムの効率化を図ることである。受発注者の生産性向上を目的に、

直轄土木業務・工事に BIM/CIM を適用し、取り組むものとする。 
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2.1.2 BIM/CIM 適用の対象範囲 
 

 
 

【解 説】 

原則として直轄土木業務・工事の全てを対象としているが、小規模なものとして維持工

事を除いている。また、単独の機械設備工事・電気通信設備工事は土木工事共通仕様書に

基づき実施する土木工事に含まれておらず、BIM/CIM適用の対象外としている。ただし、機

械設備工事・電気通信設備工事の全てにおいて BIM/CIM を適用しないとの趣旨ではなく、

土木工事との取り合い箇所など土木工事と関連する箇所については、BIM/CIM適用の対象に

含み、3 次元モデルの活用等を適切に実施することに留意する。 

「出典：直轄土木業務・工事における BIM/CIM 適用に関する実施方針 同解説，R6.3，p.1」 

 

  

以下に示す業務・工事に該当するものを対象とする。 

・測量業務共通仕様書に基づき実施する測量業務 

・地質・土質調査業務共通仕様書に基づき実施する地質・土質調査業務 

・土木設計業務等共通仕様書に基づき実施する設計及び計画業務 

・土木工事共通仕様書に基づき実施する土木工事 

ただし、小規模なもの及び災害復旧工事等の緊急性を要する業務・工事を除く。 

なお、これによらず対象以外の業務・工事においても積極的な導入を推進する。 
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2.1.3 3 次元モデルの活用項目 
 

 
 

【解 説】 

義務項目は、視覚化による効果を中心に未経験者でも取り組み可能なものとして内容が

設定されており、原則として、全ての詳細設計及び工事で活用することとしている。ただ

し、以下の場合においては、義務項目活用の対象外となる。 

１）詳細設計業務 

・軽微な修正設計をはじめ、業務の内容により３次元モデルを活用しても費用対効果

が見込めないと発注者が判断した場合 

・過年度の詳細設計業務において３次元モデルを作成していない場合 

２）工事 

・設計等の前段階で３次元モデルを作成していない場合 

推奨項目は、視覚化による効果の他に、省力化・省人化、精度の向上、情報収集等の容

易化といった、３次元モデルをより高度に活用する内容を含んでおり、『別紙１ 義務項目、

推奨項目の一覧』に記載の内容に限らず、生産性向上に資すると考えられるその他の活用

方法についても積極的に検討、実施する。 

なお、活用項目は発注者からの指定または受注者からの提案をもとに、受発注者協議に

より決定する。特に推奨項目については、詳細設計及び工事に加え、義務項目活用の対象

外である測量、地質・土質調査、概略設計、予備設計等についても、積極的に推奨項目の

実施及び受注者からの提案を採用する。 

また、工事での実施にあたっては、発注者が現場条件により適用不可と判断した場合や

費用対効果が見込めないと判断した場合には、受発注者協議において活用を取りやめ、ま

たは変更しても良い。 

義務項目、推奨項目の活用事例を次頁以降に示す。なお、各事例の詳細及びその他の活

用事例については「巻末資料 1 原則適用における実施項目毎の事例紹介」にとりまとめて

いる。 

「出典：直轄土木業務・工事における BIM/CIM 適用に関する実施方針 同解説，R6.3，p.2」 

 
 

 

 

  

3 次元モデルの活用項目は『別紙１ 義務項目、推奨項目の一覧』を参考に選定する。 

義務項目は、原則として全ての詳細設計（実施設計含む）及び工事において活用する

が、過年度の詳細設計業務で３次元モデルを作成していない場合は活用対象外となる。 

推奨項目は、業務・工事の特性に応じて活用する。特に、大規模な業務・工事及び条件

が複雑な業務・工事等、推奨項目の活用が有効となる場合には、積極的に活用する。 
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表 2.1.3-1 設計段階における義務項目の活用事例 

視覚化による効果【出来上がり全体イメージの確認（地元説明会）】 

項目 業務諸元 

活用状況 

■地元説明会 

本業務では、3 次元モデル(統合モデル)を作成し、地元説明会で活用した。統合

モデルを活用することで、2 次元では把握しづらい位置関係及び高さ関係を確認す

ることができ、地権者との共通認識・地元合意をはかるのに有益なツールとなる。 

本業務での地元説明会では、作成した統合モデルを使用した道路計画の動画説明

や地元住民の方への個別対応を行った。従来の 2 次元図面のみでの説明に比べ、全

体計画が把握しやすいと好評を得た。 

 

 
地元説明用統合モデル 

 

 

表 2.1.3-2 施工段階における義務項目の活用事例 

視覚化による効果【現場作業員等への説明（VR 活用）】 

項目 業務諸元 

活用状況 

■BIM/CIM モデルを活用した安全訓練 

本工事は、仮設足場にける高所作業を伴い、作業員及び関係者の安全意識を徹底

する必要があったため、3 次元モデルを活用した VR（バーチャルリアリティー）の

安全訓練を行った。 

没入型のゴーグルによりリアルな高所作業を体験する事で、安全に対する理解が

深まり、安全に作業を行うことができた。 

 

  
VR 機材 
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表 2.1.3-3 施工段階における義務項目の活用事例 

省力化・省人化【施工管理での活用（点群活用）】 

項目 業務諸元 

活用状況 

■BIM/CIM モデルを活用した出来形・出来栄え評価 

本工事では、地上型レーザースキャナー（以下 TLS）を用いて出来形管理を実施

した。出来形結果を３次元ビューア上で確認できることから立会確認時間を削減す

ることが可能になり検査の効率化が行える。 

また、橋脚 1 基当たりの出来形計測の人数と時間の比較を行ったところ人数は約

30%削減、時間は 25%削減できた。 

 

   
出来形評価            出来栄え評価 

 

 

表 2.1.3-4 設計段階における推奨項目の活用事例 

精度の向上【騒音のシミュレーション】 

項目 業務諸元 

活用状況 

■環境保全の精度向上 

坑口や施工ヤード付近は複雑な地形で隣接民家、三津小学校と隣接する。工事騒

音は BIM/CIM 地形モデルを用いて対象物との高低差や地形の反響音を再現し、精度

よく影響を予測した。 

 

 
騒音シミュレーション図 
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表 2.1.3-5 設計段階における推奨項目の活用事例 

情報収集等の容易化【維持管理へのデータ引継】 

項目 業務諸元 

活用状況 

■地区リストモデルと属性情報リストを用いたデータ一元管理 

本道路事業では、維持管理の効率化に向けて、BIM/CIM の統合モデルをデータ一

元管理のプラットフォームとして活用するために、地区リストモデルと属性情報リ

ストデータ（Excel）を用いた事業全体でのデータ管理を進めている。このリスト

データには、事業に関係する業務や工事についてのフォルダ情報を整理しており、

Excel のリンク機能を活用し、記載されている業務・工事の名称をクリックする

と、該当する業務・工事のフォルダにアクセスできるようにしており、すべての情

報を事業単位で管理している。 

 

 
地区リストモデルと情報管理リストマスターを用いたデータの一元管理 
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2.1.4 BIM/CIM 適用業務・工事の実施方法 
 

 
 

【解 説】 

BIM/CIM 原則適用においては、『別紙３ BIM/CIM 適用業務実施要領』及び『別紙４ 

BIM/CIM 適用工事実施要領』に記載の下記内容を示した「BIM/CIM 実施計画書」および

「BIM/CIM 実施報告書」をそれぞれ作成する。 

 

〇BIM/CIM 実施計画書 

１）業務概要 

２）３次元モデルの活用内容（実施内容、期待する効果等） 

３）３次元モデルの作成仕様（作成範囲、詳細度、属性情報、別業務等で作成された３

次元モデルの仕様等） 

４）３次元モデルの作成に用いるソフトウェア、オリジナルデータの種類 

５）３次元モデルの作成担当者 

６）３次元モデルの作成・活用に要する費用 

 

〇BIM/CIM 実施報告書 

１）業務概要及び３次元モデルの活用概要（実施概要、活用効果と課題等、期待した効

果が十分に得られなかった場合の考察を含む） 

２）作成・活用した３次元モデル（作成範囲、詳細度、属性情報、基準点の情報等） 

３）後段階への引継事項（２次元図面との整合に関する情報、活用時の注意点等） 

４）成果物 

５）その他（創意工夫内容、基準要領に関する改善提案・意見・要望、ソフトウェアへ

の技術開発提案事項等） 

 

なお、それぞれ『BIM/CIM 適用業務・工事実施計画書様式・記載例』及び『BIM/CIM 適用

業務・工事実施報告書様式・記載例』にならって作成する。 

「出典：別紙３ BIM/CIM 適用業務実施要領，R6.3，p.1」 

「出典：別紙４ BIM/CIM 適用工事実施要領，R6.3，p.1」 

 

  

3 次元モデルの活用について、BIM/CIM 原則適用で指定の各様式にならって「BIM/CIM 実

施計画書」および「BIM/CIM 実施報告書」を作成する。 
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2.1.5 3 次元モデル成果品の納品 
 

 
 

【解 説】 

BIM/CIM 原則適用においては、『別紙３ BIM/CIM 適用業務実施要領』及び『別紙４ 

BIM/CIM 適用工事実施要領』に記載の下記内容を成果品として納品することとしている。 

１）BIM/CIM 実施計画書・見積書（変更含む） 

２）BIM/CIM 実施報告書（引継書シート、照査時チェックシート含む） 

３）作成した３次元モデル（オリジナルデータ、標準的なデータ形式（J-LandXML形式、

IFC 形式）、統合モデル、動画等） 

作成した３次元モデルについては、納品する土工形状モデルには、横断形状の変化する

箇所の横断形状データを加えるものとし、J-LandXML で出力したものを納品する。 

なお、J-LandXML への交換については、『LandXML1.2 に準じた３次元設計データ交換標準

（案）Ver.1.6 略称：J-LandXML』を参考にすること。 

また、横断形状データについては、以下の「横断設計の考え方」を参照するものとする。 

「出典：別紙３ BIM/CIM 適用業務実施要領，R6.3，p.5」 

「出典：別紙４ BIM/CIM 適用工事実施要領，R6.3，p.5」 

 

  

BIM/CIM 原則適用では、『別紙３ BIM/CIM 適用業務実施要領』及び『別紙４ BIM/CIM 適

用工事実施要領』に記載の以下の内容を納品する。 

１）BIM/CIM 実施計画書・見積書（変更含む） 

２）BIM/CIM 実施報告書（引継書シート、照査時チェックシート含む） 

３）作成した３次元モデル（オリジナルデータ、標準的なデータ形式（J-LandXML 形式、

IFC 形式）、統合モデル、動画等） 
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「出典：別紙３ BIM/CIM 適用業務実施要領，R6.3，p.6」 

図 2.1.5-1 横断設計の考え方 
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2.2 BIM/CIM 活用効果の定量的評価整理 

 

 

 

【解 説】 

BIM/CIM 適用業務、工事の実施にあたり『BIM/CIM 適用業務・工事実施計画書様式・記載

例』及び『BIM/CIM 適用業務・工事実施報告書様式・記載例』より、3 次元モデル活用によ

る効果を記載する必要がある。ただし、効果の記載は、推奨項目を実施する場合に必須で

あり、発注者が指定する義務項目については、記載しなくてもよい。 

実施計画書には「期待する効果」として、実施報告書には「活用効果と課題」として、

実施する推奨項目毎に「定量的評価」または「定性的評価」を選択し、記載する。この時、

「定量的評価」による記載を基本とし『BIM/CIM活用効果定量的評価整理様式』をもとに、

BIM/CIM の活用にあたって、従来手法との人数・日数の比較による効果を整理する。 

なお、「定量的評価」ができない場合には「定性的評価」を選択する。 

また、3次元モデルの活用内容について、受注者だけでなく発注者のメリット(例:受発注

者協議の効率化等)がある場合についても、効果として記載する。 

中国地方整備局管内で実施された詳細設計業務での 3 次元モデル活用事例をもとに、実

施報告書における「定量的評価」による記載例を次頁に示す。 

「出典：BIM/CIM 適用業務・工事実施計画書様式・記載例，R6.3，p.10」 

「出典：BIM/CIM 適用業務・工事実施報告書様式・記載例，R6.3，p.11」 

 

  

BIM/CIM 適用業務、工事において推奨項目を実施する場合は、実施計画書及び、実施報告

書に 3 次元モデル活用による効果を必ず記載する。 

なお、効果に関する記載は「定量的評価」を基本とし、『BIM/CIM 活用効果定量的評価整

理様式』をもとに整理するが、「定量的評価」ができない場合には「定性的評価」を選択し

てもよい。 
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実施報告書における「定量的評価」の記載例 

 

  

3)活用効果と課題 

（定量的評価） 

従来の 2 次元設計では、床掘計画の妥当性の検証は、確認したい断面位置において平面

図から断面図を作成し、完成計画と床掘計画を比較して確認していた。このため、断面数

が多い場合や、まだ経験の浅い若手技術者が断面作成の作業を行う場合に時間を有してい

た。 

しかし、今回のように、3 次元の CIM モデルを活用することで、抽出したい位置の高さ

をモデル上で測定することができ、必要に応じて任意断面の切り出しも可能となるため、

従来と比べて確認が容易となり、断面作成等の作業時間も短縮した。 

次に、床掘計画の妥当性確認であれば、完成土工計画までを3次元化する必要はなく、2

次元の計画図面と 3 次元の床掘モデルを組合せて目視等で、床掘による影響検討が可能と

なる。さらに、後工程に引き継ぐべき事項（橋梁施工を行う上での施工上の制約条件や、

幅杭影響に伴う床掘計画等の修正など）を可視化することが可能となった。 

なお、これらの検討結果について、確実に後工程に引継ぐことを目的として、統合モデ

ル内でビューポイントとして保存した。 

 

 

図-1 重ね合わせによる確認結果(一例) 
 

表-1 従来手法と３次元モデルを活用した場合の計画可否の検討に関する日数と人数 

 

 

1.0 日：従来手法での1箇所当たりの日数

従来方法 1.0
人：完成計画と床掘計画の比較検討の日当たり所要人
数

15.0 箇所：完成計画と床掘計画の比較検討対象箇所数

15.0 人・日・箇所：従来手法でののべ作業工数（自動入力）

0.1 日：本工事での1箇所当たりの実日数を手入力

BIM/CIM 1.0 人：本検討での日当たり所要人数

15.0 箇所：本検討の対象箇所数

1.50 人・日・箇所：本検討での日当たり所要人数（自動入力）

13.5 人・日・箇所：のべ縮減効果（自動入力）

推奨項目：重ね合わせによる確認

２次元図面を用いた床掘計画の妥当性検証
（15箇所）

３次元モデルを用いた床掘計画の妥当性検証
（15箇所）

BIM/CIM縮減効果

1.5

15.0 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0

BIM/CIM

従来⽅法

推奨項⽬：重ね合わせによる確認
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2.3 BIM/CIM 活用による課題の記載 

 

 

 

【解 説】 

BIM/CIM 適用業務、工事の実施にあたり『BIM/CIM 適用業務・工事実施報告書様式・記載

例』より、3次元モデル活用による課題を記載する必要がある。ただし、課題の記載は、推

奨項目を実施する場合に必須であり、発注者が指定する義務項目については、記載しなく

てもよい。 

実施報告書に「活用効果と課題」として、実施する推奨項目毎に、従来手法との比較に

よる課題について整理する。この時、実施計画書に記載する「期待する効果」が十分に得

られなかった場合は、その理由を考察し、記載する。 

「出典：別紙３ BIM/CIM 適用業務実施要領，R6.3，p.1」 

「出典：別紙４ BIM/CIM 適用工事実施要領，R6.3，p.1」 

「出典：BIM/CIM 適用業務・工事実施報告書様式・記載例，R6.3，p.11」 

 

2.4 BIM/CIM 活用事例集の様式 

 

 

 

【解 説】 

中国地方整備局では、2021 年度から毎年、中国地方整備局管内における完了の BIM/CIM

活用業務、工事成果を各事務所から収集し「BIM/CIM活用事例集」を作成、公開している。

既完了業務、工事の事例をとりまとめているため、BIM/CIM活用における参考として適宜参

照するとよい。 

なお、「BIM/CIM 活用事例集」の作成は次頁に示す様式を用いて、各業務、工事成果品か

ら該当部分を抽出しており、その内容は『BIMCIM 適用業務・工事実施計画書 様式・記載例』

および『BIM/CIM 適用業務・工事実施報告書 様式・記載例』と基本的には一致する。その

ため、受注者は各様式にならった成果品を確実に作成、納品すること。 

また、使用ソフトウェアや解決策など、記載が曖昧になっている内容についても成果品

に明記することが望ましい。 

 

  

BIM/CIM 適用業務、工事において推奨項目を実施する場合は、実施報告書に 3 次元モデル

活用による課題を記載する。 

中国地方整備局では、中国地方整備局管内において実施されたBIM/CIM活用業務、工事の

成果をもとに作成した「BIM/CIM 活用事例集」を公開しており、受注者は本手引きに添付の

様式を用いて BIM/CIM 活用実施内容についてとりまとめることとする。 
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3.0 日：従来手法での日数

従来方法 2.0 人：出来形計測の日当たり所要人数

6.0 人・日：従来手法でののべ作業工数（自動入力）

1.0 日：本工事での実日数を手入力

BIM/CIM 1.0 人：本工事での日当たり所要人数

1.0 人・日：本工事での日当たり所要人数（自動入力）

5.0 人・日：のべ縮減効果（自動入力）

推奨項目：施工ステップの確認

BIM/CIM活用内容を従来
（２次元図面）で実施した
場合の数量・条件を記載。

BIM/CIMを活用し効率化
が図れると想定した内容
を記載。

BIM/CIM縮減効果
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3．BIM/CIM 活用プロセスマップ 

3.1 BIM/CIM 活用プロセスマップの概要 

 

 
 

【解 説】 

BIM/CIM活用プロセスマップは、事業実施上の各フェーズにおけるプロセスと作業項目を

細分化し、実施プロセスにおける課題を発注者や受注者といった利用者の視点で整理する

とともに、整理した課題について『非効率』（事業推進上で非効率となる事柄）、『手戻り』

（事業推進中に手戻りが発生し、事業推進に影響を及ぼす事柄）、『完成後やその後の管理

で課題』（完成後の外部からのクレームや管理段階で容易に維持管理できない構造が発覚し

対応が必要となる事柄）などの内容で分類している。 

そして、これらの課題解決に向け、BIM/CIMがどのような場面で活用できるかを作業時間

の短縮など生産性向上が期待される効果とともに視覚的に表現している。 

 

 

図 3.1-1 BIM/CIM 活用プロセスマップの見方  

BIM/CIM 活用プロセスマップとは、事業の実施プロセスにおける課題を発注者及び受注者

の視点から整理し、その課題解決のツールとしてBIM/CIMがどのような場面で活用できるか

を整理したものである。 

プロセスマップの後編には、BIM/CIM 活用場面資料として活用場面ごとの詳細説明や活用

上の課題等を記載した。 
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さらに、後半には「BIM/CIM活用場面資料」として、プロセスマップに記載している活用

場面に対して、BIM/CIM活用の具体的な内容や効果を記載するとともに、活用上の現状の課

題を整理した。さらに、中国地方整備局等において対応すべき事柄を示した。 

 

 

図 3.1-2 BIM/CIM 活用場面資料の例 
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3.2 BIM/CIM 活用プロセスマップ 

本手引きで示す BIM/CIM 活用プロセスマップの一覧を表 3.2-1 に示す。BIM/CIM 活用プロ

セスマップは、巻末資料として掲載する。 

 

表 3.2-1 BIM/CIM 活用プロセスマップ一覧表 

事業 フェーズ 事業段階 

道路 
設計 

道路詳細設計 

一般構造物詳細設計 

施工 道路改良工事 

橋梁 

設計 橋梁詳細設計 

施工 
橋梁下部工工事 

橋梁上部工工事 

トンネル 
設計 トンネル本体詳細設計 

施工 トンネル本体工事 

※令和 6 年○月版の本手引きでは、道路事業の内上記段階を掲載してい

る。 
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4．中国地方整備局での運用 

4.1 詳細度 

4.1.1 詳細度の概要 

 

 

 

【解 説】 

『別紙３ BIM／CIM 適用業務実施要領』及び『別紙４ BIM/CIM 適用工事実施要領』で

は、3 次元モデル作成の目安として、詳細度を 200～300 程度の構造形式がわかるモデル～

主構造の形状がわかるモデルとしている。しかし、推奨項目に記載されている鉄筋の干渉

チェックなど、詳細度 200～300 では実施できない活用項目もある。 

そのため、中国地方整備局では、『BIM/CIM 活用ガイドライン（案）』の各編および『3 次

元モデル成果物作成要領（案）』を参考とし、BIM/CIM 活用項目に合わせた詳細度を発注者

が設定することを運用ルールとする。 

概略設計や予備設計においても準用可能であるが、その場合の詳細度は、200程度とする。 

なお、図 4.1.1-1 に道路土構造物を対象とした詳細度を示すが、詳細度 200 では標準横

断で土工を表現するため、例えば事業概要説明などで詳細度 200 をそのまま適用すると幅

員変化等が無いモデルとなり、計画と異なるモデルとなる可能性がある。このため、事業

の特性や状況、活用目的に応じて適切に設定する必要がある。 

  

詳細度とは、BIM/CIM モデルをどこまで詳細に作成するか示したものであり、BIM/CIM 原

則適用では、『別紙３ BIM/CIM適用業務実施要領』及び『別紙４ BIM/CIM適用工事実施要

領』において、3 次元モデル作成の目安（参考）として、詳細度を 200～300 程度としてい

る。 

しかし、活用目的によっては、詳細度300以上となる場合も想定されるため、中国地方整

備局の運用として、活用目的に合わせて『BIM/CIM 活用ガイドライン（案）』の各編および

『3 次元モデル成果物作成要領（案）』を参考に、発注者が適切に設定する。 



 

4 - 2 

 

 

 

「出典：3 次元モデル成果物作成要領（案），R4.3，p.14」 

図 4.1.1-1 詳細度について（道路土構造物）  



 

4 - 3 

 

4.1.2 詳細度の設定目安 

 

 
 

表 4.1.2-1 詳細度の設定目安（道路詳細設計）（中国地方整備局版）（1/3） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案) 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

1 現地踏査 

受注者は、設計に必要な現地状況を把

握するために現地踏査を行う。現地踏

査では、予備設計で計画されている構

造物等の位置、交差または付替道路、

用排水系統等について確認するととも

に、当該設計箇所における地形、地

質、地物、植生、土地利用状況等につ

いても確認を行うものとする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.80〜81) 

※協議活用を基本。 

【中国地方整備局運用】 

最終成果にて、地物等を正確に

モデル化する場合は 400 

(3 次元成果物 p.14)  

2 平面・縦断設計 

受注者は、平面設計について、実測平

面図を用い道路予備設計（Ｂ）、或いは

同修正設計により決定された線形の再

確認及び必要に応じた細部検討を行う

ものとする。縦断設計は、実測縦断図

を用い橋梁、トンネル等の主要構造物

の位置、型式、基本寸法を考慮のうえ

縦断線形を決定し、20ｍ毎の測点及び

主要点を標準とする測点について計画

高計算を行うものとする。 

・標準モデル：300 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.83) 

・附帯工の形状、配置を含め正

確にモデル化する場合：400 

(3 次元成果物 p.14) 

【中国地方整備局運用】 

・従来手法（２次元図面）で道

路詳細設計等が完了している

事業で、事業概要説明等で活

用するために視覚的に関連構

造物をモデル化する場合： 

基本 200 相当、以降、250 相

当、300 相当 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 p.80〜81) 

3 横断設計 

受注者は、実測横断図を用い、地質調

査結果に基づき土層線を想定し、法面

勾配と構造を決定し、道路横断の詳細

構造を設計するものとする。 

・標準モデル：300 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.83) 

・附帯工の形状、配置を含め正

確にモデル化する場合：400 

(3 次元成果物 p.14) 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 

  

発注者は、『BIM/CIM活用ガイドライン（案）』、『3次元モデル成果物作成要領（案）』の各

分野編を参考に詳細度を設定する。 

活用目的に応じて必要とされる詳細度は異なることから、本手引きについては、共通仕

様書に規定される仕様に応じて詳細度の設定の目安を示した。 

なお、モデル作成に係る作業量・費用は、詳細度設定とは別に、モデル作成の内容や範

囲等に応じて増減することから、本手引きにて示した詳細度以外でのモデル作成も可能と

する。 
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表 4.1.2-1 詳細度の設定目安（道路詳細設計）（中国地方整備局版）（2/3） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案) 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

4 
道路付帯構造物

設計 

受注者は、一般構造物［擁壁（小構造

物を除く）、函渠、特殊法面保護工、落

石防止工等をいう。］及び、管渠（応力

計算が必要なもの）、溝橋、大型用排水

路（幅 2ｍ超かつ延長 100ｍ超）､地下

道、取付道路（幅 3ｍ超かつ延長 30ｍ

超）側道、階段工（高さ 3ｍ以上）等に

ついては、設計図書に基づき現場条

件、設計条件に合致するよう設計する

ものとする。なお、一般構造物は、設

計図書に基づき第 6424 条一般構造物詳

細設計に準ずるものとする 

・標準モデル：300 

(3 次元成果物 附 3-1) 

・附帯工の形状、配置を含め正

確にモデル化する場合：400 

(3 次元成果物 p.14) 

【中国地方整備局運用】 

・従来手法（２次元図面）で道

路詳細設計等が完了している

事業で、事業概要説明等で活

用するために視覚的にモデル

化する場合： 

基本 200 相当、以降、250 相

当、300 相当 

5 小構造物設計 

受注者は、前項に定める以外で原則と

して応力計算を必要とせず標準設計図

集等から設計できるもので、石積また

はブロック積擁壁、コンクリート擁壁

（高さ 2ｍ未満）、管渠、側溝、街渠、

法面保護工、小型用排水路（幅 2ｍ以下

または延長 100m 以下）、集水桝、防護

柵工、取付道路（幅 3ｍ以下または延長

30ｍ未満）、階段工（高さ 3ｍ未満）等

を設計するものとする（照明施設は除

く）。なお、必要に応じ展開図を作成す

るものとする。 

・標準モデル：300 

(3 次元成果物 附 3-1) 

・附帯工の形状、配置を含め正

確にモデル化する場合：400 

(3 次元成果物 p.14) 

【中国地方整備局運用】 

・従来手法（２次元図面）で道

路詳細設計等が完了している

事業で、事業概要説明等で活

用するために視覚的にモデル

化する場合： 

基本 200 相当、以降、250 相

当、300 相当 

6 仮設構造物設計 

受注者は、構造計算、断面計算または

流量計算等を必要とする仮設構造物に

ついて、設計図書に基づき現場条件、

設計条件に合致するよう設計し、施工

計画書、図面及び数量計算書を作成す

るものとする。 

・基本作成しない。 

・指定仮設の場合は作成： 

200～300 

 (3 次元成果物 附 3-1) 

【中国地方整備局運用】 

・事業概要説明等で活用するた

めに、仮設構造物を視覚的に

モデル化する場合：200～300

相当 

◆200：矢板本体のみﾓﾃﾞﾙ化 

◆300：矢板本体に加えて切梁

等をモデル化（ただ

し、ｽﾍﾟｰｻｰ等の特殊部

や細部構造は対象外と

する） 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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表 4.1.2-1 詳細度の設定目安（道路詳細設計）（中国地方整備局版）（3/3） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案)、数量 1＝土木工事数量算出要領（案）、 

数量 2＝土木工事数量算出要領（案）に対応する BIM/CIM モデル作成の手引き（案） 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

7 用排水設計 

受注者は、既存資料及び現地踏査の結

果に基づいて用排水系統の計画、流量

計算、用排水構造物の形状等について

設計を行い排水系統図を作成する。特

に現地における既設の関連用排水現

況、将来計画との整合を考慮して設計

を行う｡使用する用排水構造物は｢標準

設計図集｣を参照する。用排水系統図に

は、自然流下の用排水路については流

水方向と施工高さを記入するものとす

る。 

・基本：2 次元図面のみ 

(3 次元成果物 附 3-1) 

・附帯工の形状、配置を含め正

確にモデル化する場合：400 

(3 次元成果物 p.14) 

【中国地方整備局運用】 

・従来手法（２次元図面）で道

路詳細設計等が完了している

事業で、事業概要説明等で活

用するために視覚的にモデル

化する場合： 

基本 200 相当、以降、250 相

当、300 相当 

8 舗装工設計 

受注者は、設計図書に示される交通条

件をもとに、基盤条件、環境条件、走

行性、維持管理、経済性（ライフサイ

クルコスト）等を考慮し、舗装（アス

ファルト舗装／コンクリート舗装等）

の比較検討のうえ、舗装の種類・構成

を決定し、設計するものとする。 

・基本：2 次元図面のみ 

(3 次元成果物 附 3-1) 

【中国地方整備局運用】 

・事業概要説明等で活用する場

合は「舗装色のテクスチャを

レンダリングする」 

9 施工計画 

受注者は、設計図書に基づき経済的か

つ合理的に工事の費用を予定するため

に必要な施工計画を行うものとする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(主たる BIM/CIM モデルとは別

に作成しても良い。) 

・暫定施工検討:300 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.90～91) 

10 設計図 

1）路線図、2）平面図、3）縦断図、

4）表縦横断図、5）横断図、6）土積

図、7）詳細図 

・標準モデル：300 

(3 次元成果物 附 3-1) 

・附帯工の形状、配置を含め正

確にモデル化する場合：400 

(3 次元成果物 p.14) 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.86～88) 

11 数量計算 

受注者は、第 1211 条設計業務の成果

（４）に従い数量計算を実施し、数量

計算書を作成するものとする。 

・土工･ｺﾝｸﾘｰﾄ数量：300 

・鉄筋数量ﾓﾃﾞﾙ算出：400 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.93～94) 

(数量 1 pp.1-1-47～1-1-55) 

(数量 2 pp.3～37) 

12 照査 

1）基本条件照査 

2）細部条件照査 

3）成果品照査  

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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ここで、事業概要説明で視覚的にモデル化する場合：200相当（基本）、250相当、300相

当について補足する。 

既に 2 次元設計で詳細設計等が完了しており、事業概要説明資料としてモデル作成を行

う場合は、外形形状全てをモデル化する必要はなく、表面形状が確認できる程度のモデル

であれば、ソフトウェアの機能を用いたテクスチャ等のレンダリングにより、対象とする

構造物の認識ができ活用可能と考えられる。 

ただし、受注者の環境において、簡易モデルの作成が難しい場合は、別途協議によりモ

デル作成内容を定める必要がある。また、後工程で活用する場合は、別途、各種要領・基

準を確認の上、設定する必要がある。 

 

詳細度 200 相当：ソフトウェア等の機能を活用し、断面変化等なく簡易的なモデルで

構造物表面のみで作成する場合（設置範囲が認識可能） 

詳細度 250 相当：一般構造物等は詳細度 200 相当を基本し、道路の幅を正しく表現す

る（拡幅部や非常駐車帯等の幅が確認できる）必要がある場合 

詳細度 300 相当：道路の幅は詳細度 250 相当を基本とし、一般構造物等は、断面変化

等なく簡易的なモデルで構造物の外形形状を認識可能な表面モデル

を作成する場合（水路、境界ブロック等の認識が可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.2-1 事業概要等説明用の視覚的モデルのイメージ図  

 

 

  

詳細度 200 相当 

詳細度 300 相当 

水路 

境界ブロック 中央分離帯等 
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表 4.1.2-2 詳細度の設定目安（橋梁詳細設計）（中国地方整備局版）（1/3） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案) 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

1 現地踏査 

受注者は、架橋地点の現地踏査を行

い、設計図書に基づいた設計範囲及び

貸与資料と現地との整合性を目視によ

り確認するものとする。また、地形・

地質等の自然状況、沿道・交差・用地

条件等の周辺状況を把握し、合わせて

工事用道路・施工ヤード等の施工性の

判断に必要な基礎的な現地状況を把握

するものとする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.123〜124) 

※協議活用を基本。 

【中国地方整備局運用】 

最終成果にて、地物等を正確に

モデル化する場合は 400 

(3 次元成果物 p.14)  

2 設計条件の確認 

受注者は、設計図書に示された道路の

幾何構造、荷重条件等設計施工上の基

本条件を確認し、当該設計用に整理す

るものとする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.71) 

※協議活用を基本。 

3 
設計細部事項の

検討 

受注者は、使用材料、地盤定数、支承

条件、構造細目、付属物の形式など詳

細設計に当たり必要な設計の細部条件

について技術的検討を加えたうえ、こ

れを当該設計用に整理するとともに適

用基準との整合を図り確認を行うもの

とする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.71) 

※協議活用を基本。 

4 設計計算 

受注者は、詳細設計計算に当たり、橋

梁予備設計で決定された橋梁形式の主

要構造寸法に基づき、現地への搬入条

件及び架設条件を考慮し、下記に示す

事項について詳細設計を行うものとす

る。なお、鋼橋の設計を行う場合は、

疲労の検討を行うものとする。 

１）上部工については、橋体、床版、

支承、高欄、伸縮装置、橋面排水装

置、落橋防止、その他付属物等 

２）下部工及び基礎工については、

梁、柱、フーチング、躯体及び基礎本

体等 

 

5 設計図 

1）橋梁位置図、2）一般図、3）線形

図、4）構造詳細図、5）構造一般図、

6）支承、高欄、伸縮装置、排水装置等

の詳細設計図 

・標準モデル：300 

(3 次元成果物 附 3-23) 

・設計照査を行う場合や細部構

造を含めて正確にモデル化す

る場合：400 

(3 次元成果物 pp.13､16～18) 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.141～145) 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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表 4.1.2-2 詳細度の設定目安（橋梁詳細設計）（中国地方整備局版）（2/3） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案)、数量 1＝土木工事数量算出要領（案）、 

数量 2＝土木工事数量算出要領（案）に対応する BIM/CIM モデル作成の手引き（案） 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

6 数量計算 

受注者は、第 1211 条設計業務の成果

（４）に従い数量計算を実施し、数量

計算書を作成するものとする。 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ数量：300 

・鉄筋数量ﾓﾃﾞﾙ算出：400 

・鋼材数量ﾓﾃﾞﾙ算出：300〜400 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.152～154) 

(数量 1 pp.1-1-47～1-1-55) 

(数量 2 pp.3～37) 

7 景観検討 

受注者は、特記仕様書又は数量総括表

に定めのある場合には、橋梁細部構造

の決定に必要な景観検討を行うものと

する。 

・構造物モデル：200〜300 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 p.129) 

【中国地方整備局運用】 

・従来手法（２次元図面）で橋

梁詳細設計が完了している事

業で、事業概要説明等で活用

するために視覚的にモデル化

する場合：基本 200 

8 動的照査 
受注者は、設計図書に基づき、動的照

査を行うものとする。 

 

9 座標計算 

受注者は、発注者から貸与された道路

線形計算書、平面及び縦断線形図等に

基づき、当該構造物の必要箇所（橋

台、橋座、支承面、下部工、基礎工

等）について、線形計算を行い、平面

座標及び縦断計画高を求めるものとす

る。 

 

10 架設計画 

受注者は、上部工の架設計画につい

て、現地の立地条件及び輸送・搬入条

件等を基に、詳細な架設計画を行うも

のとする。 

・構造物モデル：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 p.150) 

11 仮設構造物設計 

受注者は、設計図書に基づき、上部工

施工時及び下部工施工時の仮設構造物

の設計を行うものとする。 

・基本作成しない。 

・指定仮設の場合は作成： 

200～300 

 (3 次元成果物 附 3-23) 

【中国地方整備局運用】 

・事業概要説明等で活用するた

めに、仮設構造物を視覚的に

モデル化する場合：200～300

相当 

◆200：矢板本体のみﾓﾃﾞﾙ化 

◆300：矢板本体に加えて切梁

等をモデル化（ただし、ｽﾍﾟｰｻｰ

等の特殊部や細部構造は対象外

とする） 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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表 4.1.2-2 詳細度の設定目安（橋梁詳細設計）（中国地方整備局版）（3/3） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案) 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

12 仮橋設計 

受注者は、設計図書に基づき、仮橋の

設計を行うものとする。なお仮橋、仮

桟橋の詳細設計は、設計計画、設計計

算、設計図、数量計算、照査、報告書

作成の業務内容を行うものである。 

 

13 
橋梁附属物等の

設計 

受注者は、設計図書に基づき、道路標

識、照明、添架物、遮音壁等の橋梁附

属物の設計を行うものとする。 

・構造物モデル：200〜300 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.136～138) 

14 施工計画 

受注者は、構造物の規模、道路・鉄道

の交差条件、河川の渡河条件及び、計

画工程表、施工順序、施工方法、資

材・部材の搬入計画、仮設備計画等、

工事費積算に当たって必要な計画を記

載した施工計画書を作成するものとす

る。なお、施工計画書には設計と不可

分な施工上の留意点について取りまと

め、記載するものとする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(主たる BIM/CIM モデルとは別

に作成しても良い。) 

・架設計画でクレーン解体ヤー

ドの確認を行う場合:300 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.147～148) 

15 
関係機関との協

議資料作成 

受注者は、設計図書に基づき、関係機

関との協議用資料・説明用資料を作成

するものとする。 

・簡易モデル：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 p.126) 

16 照査 

1）基本条件照査 

2）細部条件照査 

3）成果品照査 

 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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表 4.1.2-3 詳細度の設定目安（山岳トンネル詳細設計）（中国地方整備局版）（1/4） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案) 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

1 現地踏査 

受注者は、設計に先立って現地踏査を

行い、設計図書に示された設計範囲及

び貸与資料と現地との整合性を目視に

より確認するものとする。また、地

形、地質等の自然条件、地物、環境条

件等の周辺状況等、現地の状況を把握

し、併せて工事用道路・施工ヤード等

の施工性の判断及び施工設備計画の立

案に必要な現地状況を把握するものと

する。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.99〜100) 

※協議活用を基本。 

【中国地方整備局運用】 

最終成果にて、地物等を正確に

モデル化する場合は 400 

(3 次元成果物 p.14)  

2 設計条件の確認 

受注者は、設計図書に示された道路の

幾何構造、建築限界、交通量等検討・

設計上の基本的条件について確認を行

うものとする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.64) 

※協議活用を基本。 

3 本体工設計 

１）地山分類 

受注者は、予備設計において決定され

た地山分類を基に、その後の調査及び

検討結果を加味し、地山分類を行うも

のとする。 

２）トンネル断面及び支保工の設計 

受注者は、予備設計において選定され

た適用断面について、その後の調査及

び検討結果を考慮して、適用断面の妥

当性の確認を行うとともに支保工の構

造及び規模を選定するものとする。特

に、坑口付近、断層、破砕帯等土圧の

変化が予想される箇所、地表または近

接して構造物がある場合、かぶりの薄

い場合等は安全性、施工性を考慮し

て、補助工法の併用も考慮した断面及

び支保工の検討を行うものとする。た

だし、断面、支保工及び補助工法の検

討は、類似トンネルの施工例等の既往

資料を基に行うことを基本とする。な

お、受注者は、設計図書に基づき、構

造計算（ＦＥＭ解析等）及び補助工法

の設計を行うものとする。 

３）掘削方式及び掘削工法の確認 

受注者は、予備設計成果に、その後の

調査及び検討結果を加味して、掘削方

式及び掘削工法の妥当性を確認するも

のとする。 

・標準モデル：300 

(3 次元成果物 附 3-17) 

【詳細度 300 でモデル化】 

・地質平面・縦断図： 

 適用支保パターンの範囲を記

号等でモデル化する。 

・トンネル標準断面図： 

 断面形状より、3 次元モデル

を作成する。 

(3 次元成果物 附 3-18) 

 

【2 次元図面のみとする】 

・本体工補強鉄筋図 

・支保工詳細図 

なお、支保パターンに適用さ

れる詳細図は参照情報として

取り扱う。 

(3 次元成果物 附 3-18) 

 

 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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表 4.1.2-3 詳細度の設定目安（山岳トンネル詳細設計）（中国地方整備局版）（2/4） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案) 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

4 坑門工設計 

受注者は、決定された坑門工につい

て、坑門躯体の構造計算を行うととも

に、坑門工背部前部の土工、法面工、

抱き擁壁工、排水工の設計を行うもの

とする。なお、受注者は、設計図書に

基づき、坑門工前部・背部の落石・雪

崩防止工、地すべり対策工及び坑門工

の杭基礎等の設計を行うものとする。 

・標準モデル：300 

(3 次元成果物 附 3-17) 

・配筋図は、参照情報として扱

うことを基本とする。 

ただし、必要に応じてモデル

化する場合は 400 とする。 

(3 次元成果物 附 3-18) 

5 坑門工比較設計 

受注者は、設計図書に基づき、実測平

面図を用い、１坑口あたり３案程度の

比較案を抽出し、総合的な観点から技

術的特徴、課題を整理し、評価を加え

るとともに簡易な透視図及び比較検討

書を作成のうえ、坑門工の位置・型式

を選定するものとする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 第 5 編 p.66) 

※協議活用を基本。 

6 防水工等設計 

受注者は、トンネル内への漏水を防ぐ

ための防水工の設計を行うものとす

る。 

適用範囲を記号等でモデル化

し、詳細図は参照情報として扱

う。(3 次元成果物 附 3-18) 

7 排水工設計 

受注者は、トンネルの湧水及び路面水

を適切に処理するため、覆工背面排

水、路面排水、路盤排水を考慮し、排

水溝、排水管、集水桝等の排水構図物

の設計を行うとともに、トンネル内の

排水系統の計画を行うものとする。な

お、受注者は、設計図書に基づき、坑

門工前部の排水工の設計を行うものと

する。 

裏面排水、横断排水管詳細図な 

どは参照情報として扱う。 

(3 次元成果物 附 3-18) 

8 舗装工設計 

受注者は、設計図書に示される交通量

をもとに、排水性、照明効果、走行

性、維持管理、経済性（ライフサイク

ルコスト）等を考慮し、トンネル内舗

装（アスファルト舗装／コンクリート

舗装等）の比較検討のうえ、舗装の種

類・構成を決定し、設計するものとす

る。 

目地部詳細図は外部参照情報と

して扱う。 

(3 次元成果物 附 3-18) 

 

9 非常用施設設計 

１）トンネル等級の検討 

受注者は、トンネル延長及び設計図書

に示される交通量を基に、トンネル等

級を決定するものとする。 

２）非常用施設の箱抜き設計 

受注者は、決定したトンネル等級に基

づき、非常用施設を選定し、配置計画

を行うとともに施設収容のための箱抜

きの設計を行うものとする。 

【2 次元図面のみとする】 

非常用施設箱抜詳細図は、参照

情報として扱う。 

(3 次元成果物 附 3-18) 

 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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表 4.1.2-3 詳細度の設定目安（山岳トンネル詳細設計）（中国地方整備局版）（3/4） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案) 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

10 内装設備設計 

受注者は、設計図書に基づき、トンネ

ルの内装について、トンネル延長交通

量等を基に、照明効果、吸音効果、視

線誘導効果等を考慮のうえ耐火性、安

全性、経済性、維持・保守の難易度及

び耐久性の比較を行い、調査職員に報

告し、その指示に基づき、使用材料を

決定し、設計するものとする。 

2 次元図面のみとする。 

(3 次元成果物 附 3-18) 

 

11 仮設構造物設計 

受注者は、設計図書に基づき仮設桟橋

及び防音壁等について、設計計算を行

い断面形状･寸法を決定し、調査職員と

協議のうえ、細部構造の設計を行うも

のとする。 

・基本作成しない。 

・指定仮設の場合は作成： 

200～300 

 (3 次元成果物 附 3-18) 

【中国地方整備局運用】 

・事業概要説明等で活用するた

めに、仮設構造物を視覚的に

モデル化する場合：200～300

相当 

◆200：矢板本体のみﾓﾃﾞﾙ化 

◆300：矢板本体に加えて切梁

等をモデル化（ただし、ｽﾍﾟｰｻｰ

等の特殊部や細部構造は対象外

とする） 

12 設計図 

１）トンネル位置図、２）平面図、縦

断図、３）地質平面・縦断図、４）ト

ンネル標準断面図及び支保工詳細図、

５）本体工補強鉄筋図、６）坑門工一

般図及び坑門工構造詳細図、７）排水

系統図及び排水工詳細図、８）防水工

等詳細図９）舗装工詳細図、10）非常

用施設配置図及び箱抜詳細図 

・標準モデル：300 

(3 次元成果物 附 3-17) 

・平面図に関しては： 

200～300 

(3 次元成果物 附 3-18) 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.141～145) 

13 施工計画 

受注者は、下記に示す事項に関する検

討を、取りまとめて記載した施工計画

書を作成するとともに、必要に応じて

参考図を作成するものとする。 

１）トンネルの施工法、施工順序及び

施工機械、２）工事工程計画、３）施

工ヤード計画、４）施工中の計測計

画、５）施工にあたっての留意事項な

お、受注者は、施工方法、施工ヤード

計画・立案は設計図書に規定する条件

で行うものとする。 

・線形モデル：100 

・簡易モデル：200 

・面的サーフェス：200 

(主たる BIM/CIM モデルとは別

に作成しても良い。) 

・架設計画でクレーン解体ヤー

ドの確認を行う場合:300 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.147～148) 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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表 4.1.2-3 詳細度の設定目安（山岳トンネル詳細設計）（中国地方整備局版）（4/4） 

※ ガイドライン＝活用ガイドライン(案)、3 次元成果物＝3 次元成果物作成要領(案)、数量 1＝土木工事数量算出要領（案）、 

数量 2＝土木工事数量算出要領（案）に対応する BIM/CIM モデル作成の手引き（案） 

No 項 目 共通仕様書記載事項 詳細度設定 

14 仮設備計画 

受注者は、トンネル施工に伴う仮設備

について、必要に応じて下記に示す項

目の検討を行うとともに、参考図を作

成するものとする。 

１）工事中の換気設備（換気容量の算

定及び設備計画）、２）工事中の仮排水

計画（計画立案）、３）工事用電力設備

（容量算定及び設備計画）、４）給水設

備（使用量、水槽容量の算定） 

５）給気設備（容量の算定）、６）汚濁

水処理設備（計画立案）、７）ストック

ヤード（計画立案）、８）工事用道路計

画（1/2、500 程度の地形図による概略

検討）、９）環境対策（工事中の騒音、

振動対策の計画立案）、10）施工中の計

測計画（計測工配置図、計測工計器配

置図） 

11）安全対策（計画立案） 

・構造物モデル：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 p.150) 

15 景観検討 

受注者は、特記仕様書又は数量総括表

に定めのある場合には、坑門工等の景

観検討を行うものとする。 

・構造物モデル：200〜300 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 p.104) 

【中国地方整備局運用】 

・従来手法（２次元図面）で橋

梁詳細設計が完了している事業

で、事業概要説明等で活用する

ために視覚的にモデル化する場

合：基本 200 

16 
関係機関との協

議資料作成 

受注者は、協議資料作成について、第

6403 条道路概略設計第２項の（６）に

準ずるものとする。 

・簡易モデル：200 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 p.102) 

17 ずり捨場の検討 

受注者は、指定された位置を対象に、

ずり捨場の概略検討を行い、その結果

を調査職員に報告し、指示を受けるも

のとする。なお、受注者は、設計図書

の指示に基づき、ずり捨場の設計を行

うものとする。 

 

18 数量計算 

受注者は、第 1211 条設計業務の成果

（４）に従い数量計算を実施し、数量

計算書を作成するものとする。 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ数量：300 

・鉄筋数量ﾓﾃﾞﾙ算出：400 

・鋼材数量ﾓﾃﾞﾙ算出：300〜400 

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ第 5 編 pp.117～118) 

(数量 1 pp.1-1-47～1-1-55) 

(数量 2 pp.3～37) 

19 照査 

1）基本条件照査 

2）細部条件照査 

3）成果品照査 

 

【中国地方整備局運用】中国地方整備局での運用ルールとして定める詳細度の設定の目安 
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地元説明：詳細度 300 

個別箇所の地元説明のため、本

線道路形状を正確にモデル化 

4.1.3 活用目的に応じた詳細度の設定事例紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

詳細度は、活用目的に応じて設定する必要がある。中国地方整備局管内のBIM/CIM活用業

務・工事における、活用目的に応じた詳細度の設定の事例を示す。 

干渉確認：詳細度 400 

幅杭との干渉確認のため、水

路・集水桝等の付帯構造物の

形状を正確にモデル化 

事業説明：詳細度 200 

事業説明のため、本線道路形状が

分かる程度にモデル化 

支障物件の確認：詳細度 300 

既設の支障物件との干渉チェックのため、

工事用道路形状を正確にモデル化 
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施工計画資料作成：詳細度 300 

施工による影響範囲が確認できるよう、

各構造物の外形形状を正確にモデル化 

土量算出：詳細度 300 

施工段階の土量算出を行うため、土

工形状を正確にモデル化 
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橋梁下部工：詳細度 400 

部材の干渉チェックのため、橋梁

付属物の取付状況をモデル化 

施工ステップごとの重機・仮設工等の

配置計画を確認できるようモデル化 

配筋モデル（橋梁下部工）：詳細度 400 

鉄筋の干渉チェックの

ため、配筋をモデル化 



 

4 - 17 

 

トンネル：詳細度 400 

施工時の計測に活用するため、

支保工等を正確にモデル化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重機配置計画の立案、安全管理に疑似

体験（VR）を行うため正確にモデル化 

施工計画：詳細度 400 

施工計画：詳細度 300 

作業打合せ、安全訓練を行うため、重

機・仮設構造物等をモデル化 
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箱型函渠工：詳細度 200 

事業説明のため、対象の構造

形式がわかる程度にモデル化 

箱型函渠工：詳細度 300 

道路計画における位置関係等を確認

できるように外形形状をモデル化 

配筋モデル（箱型函渠工）：詳細度 400 

鉄筋の干渉チェックのた

め、配筋をモデル化 

構造物モデル（地下埋設物、電線共同溝）：詳細度 300 

電線共同溝設計において、既設の地下埋

設物と設計対象の電線共同溝をモデル化 
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4.2 属性情報 

4.2.1 属性情報の概要 

 

 

 

【解 説】 

『別紙３ BIM／CIM 適用業務実施要領』及び『別紙４ BIM/CIM 適用工事実施要領』で

は、3次元モデル作成の目安として、属性情報はオブジェクト分類名（道路土構造物、橋梁

等の分類の名称）のみ入力し、その他は任意としている。 

しかし、図面や協議書などモデルに直接付与できない情報もあることから、引継ぎ目的

に応じて外部参照するなどの対応が必要となる。 

そのため、中国地方整備局では、『BIM/CIM活用ガイドライン（案）』の各編を参考とし、

BIM/CIM活用段階や目的に合わせて付与する属性情報および不要方法を選定することを運用

ルールとする。 

BIM/CIM モデルに付与する属性情報に関して、『3 次元成果物作成要領(案)』にも記載が

あるが、同要領で規定する属性情報は、階層型となっており、構造物全体のオブジェクト

を指し、構成モデル、モデル構成要素、材料といった分類をされ、モデルへの直接付与を

基本とした情報となっている。直接付与が難しい 2 次元図面などは参照資料として付与す

ることとしている。 

  

BIM/CIM 原則適用では、『別紙３ BIM／CIM 適用業務実施要領』及び『別紙４ BIM/CIM

適用工事実施要領』において、3 次元モデル作成の目安（参考）として、属性情報はオブジ

ェクト分類名のみ入力し、その他は任意としている。 

しかし、後工程への引継ぎ等を考えると、図面や協議書など参考資料として、引継ぎを

行った方が良いデータもあるため、情報によって、統合モデルに付与する形式を、直接付

与と外部参照の２種類から適切に選択し、使い分けを行うことが重要である。 

中国地方整備局の運用として、令和 4 年度の『BIM/CIM 活用ガイドライン（案）』の各分

野編を参考に、各段階におけるBIM/CIMの活用目的や内容に応じて、必要な属性情報等（属

性情報及び参照資料）を 3 次元モデルに付与することとする。 

ここで、属性情報とは、3 次元モデルに付与する部材等の名称、規格、仕様等の情報を指

し、参照資料とは、BIM/CIM モデルを補足する（又は、3 次元モデルを作成しない構造物

等）従来の 2 次元図面等の「機械判読できない資料」を指す。 
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「出典：3 次元モデル成果物作成要領(案)，R4.3，p.22」 

図 4.2.1-1 オブジェクト分類・属性情報の付与例（道路詳細設計） 
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4.2.2 属性情報の付与方法 
 

 
 

【解 説】 

BIM/CIM 原則適用では、3 次元モデル作成の目安として、属性情報は直接付与を基本とし

ている。しかし、図面や協議書などの参考資料として引継ぎを行った方が良い情報につい

ては、外部参照による付与とする。そのため、中国地方整備局では、『BIM/CIM 活用ガイド

ライン（案）』の各分野編を参考とした運用を行う。 

『BIM/CIM 活用ガイドライン（案）,第 5 編 道路編,R4.3,p.21』において、「設計」では、

事業の進捗に伴って取得される各種属性情報について、施工段階や維持管理段階等で活用

できるよう、BIM/CIMモデルを作成した段階ごとに付与することとされている。また、道路

土工に関していえば、施工段階での属性情報は「外部参照」とされている。 

次に、『3 次元成果物作成要領(案)』において、作成するモデルの詳細度が 300 であり、

注記情報や寸法情報を持っていない 3 次元モデルを基本としており、また、構造物の細部

構造や配筋などの内部構造をモデル化しないため、これらの詳細な情報について引き継ぐ

ためにも 2次元図面や設計条件表などを参照することが求められている。 

これらの情報は、非常に膨大、かつ、データ形式も複数あり、モデルに直接付与するこ

とが煩雑・困難な一面もあるため、中国地方整備局での運用として、設計報告書などの属

性情報は外部参照を基本とした。 

 

 
「出典：BIM/CIM 活用ガイドライン(案)，第 1 編，共通編，R4.3，p.15」 

図 4.2.2-1 BIM/CIM モデルの構成 

  

BIM/CIM 原則適用では、直接付与を基本としているが、後工程への引継ぎ等を考慮する

と、図面や協議書など参考資料として、引継ぎを行った方が良いデータもあり、これらの

情報については外部参照を基本とし、中国地方整備局においては、『BIM/CIM 活用ガイドラ

イン（案）』の各分野編を参考に、属性情報の付与方法を、以下のとおりとする。 

・今後の積算システムの効率化の観点から、数量や部材の仕様等に関する情報などで 3D

モデルに直接付与できる情報は、直接付与を基本とする。 

・後工程での情報連携の観点から、設計報告書や 2 次元図面などは、3 次元モデルから外

部参照する方法を基本とする。 

但し、『3 次元成果物作成要領(案)』に基づき、契約図書となる 2 次元図面は、原則参照

資料として 3 次元モデルに紐づけを行うことを基本とする。 

直接付与/外部参照 外部参照 
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効率的な維持管理に向けたモデルとデータの活用に向けたデータとデータ形式、付与方

法の素案を以下に示す。 

 

表 4.2.2-1 統合モデルに付与するべきデータとデータ形式 

必要な情報 活用場面 
付与する 

データ 

データ 

形式 

位置情報、 

カルテ等情報 

グーグルマップのように、現在の位置情報がわ

かり、かつ、防災カルテ箇所やカルテ情報、橋

梁点検や補修履歴が画面上で分かれば、状況把

握する時間を縮減する 

敷地調査図 dwg 

防災カルテ pdf 

点検調書 xlsx 

議事録、設計成果、 

整備工事等での対応状

況情報 

当該地区を画面上でクリックすることで、左記

資料にリンクし、状況把握する 

時間を縮減する 

議事録 pdf 

申送り事項 pdf 

設計成果、業務成果、 

工事関係資料 

該当箇所を画面上でクリックすることで、左記

資料にリンクし、状況把握する 

時間を縮減する 

設計概要版 pdf 

各種成果品 

(過年度対応済) 
一式 

管理区間の画像情報 

(写真、動画) 

グーグルのストリートビューや３Dにて管理区間

の地図の該当箇所をクリックし現状が確認出来

れば、一般者との対応や維持業者の指示等、い

ろいろな場面で活用でき、把握時間の短縮に繋

がる 

動画 mp4 

関係者の連絡先 

設計や施工、関係者の問い合わせ先情報がわか

ることで、緊急時に直ぐに連絡でき、状況把握

の短縮につながる 

会社名・ 

電話番号等 

ﾃｷｽﾄ 

(直接) 

 

 

各データの活用目的と付与方法【】は以下の通りとする。 

1）敷地調査図：位置情報として、敷地調査図を活用し、現道部の測点を示す【直接付与】 

2）防災カルテ：重要なカルテ記録を確認する【外部参照】 

3）点検調書 ：点検記録や補修記録を確認する【外部参照】 

4）議事録  ：過去の打合せ経緯等を確認する【外部参照】 

5）申送り事項：過去の問い合わせや関係機関協議などの情報を確認する【外部参照】 

6）設計概要版：設計基準や設計条件、留意事項を確認する【外部参照】 

7）動画   ：現場からの画像情報を確認する【外部参照】 

8）会社名等 ：テキスト情報としてモデルに直接付与する【直接付与】 

 

なお、使用するソフトウェアが異なる場合は、これらの情報連携ができなくなる場合も

あるため、各段階で確実に情報連携可能となるような手法を都度整理する必要がある。 
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4.2.3 属性情報の付与事例（参考） 
 

 
 

 

図 4.2.3-1 事業段階毎での属性情報の一元管理モデルの事例 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.3-2 事業統合管理モデルによるデータマネジメントの事例  

属性情報を外部参照とする場合、例えば施工中の被災情報や、事業完了後の維持管理情

報などをモデルで管理することが可能となる。 

ここでは、実際の事例をもとに活用イメージを整理する。 

属性情報ラベルをクリック 

路線別、内容別の「属性情報」フォルダが起動 
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図 4.2.3-3 属性情報をモデルに直接付与した事例 

 

 

図 4.2.3-4 構造物名称版モデルを用いて重要情報を直接付与した事例 
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図 4.2.3-5 アノテーションモデルを用いたファイル参照の事例 
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図 4.2.3-6 重要構造物で必要となる情報を Excel で一元管理した事例 

 

 

図 4.2.3-7 敷地調査図(2 次元 CAD データ)の重ね合わせにより距離標を表示した事例 
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図 4.2.3-8 画像データを付与した事例 

 

 

図 4.2.3-9 名称版モデルによる外部データベースの URL を参照した事例 
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4.2.4 参考資料 OCF 協会認定ソフトの一覧 

以下に、「LandXML に準じた 3 次元設計データ対応検定」に合格し、現在、認証を取得し

ているソフトウェアの一覧(2024/9/30 時点)を示す。 

 

会社名 ソフトウェア名称 Ver. 
利用用途 

（事業段階） 

検定 

Ver. 

福井コンピュータ株式会社 
TREND-ONE 8 測量成果作成（測量） 1.6 

Mercury-ONE 8 測量成果作成（測量） 1.6 

株式会社エムティシー 

道路・鉄道線形計画システ

ム APS-MarkⅣ 

13 
道路設計 

（概略、予備設計） 
1.5 

道路横断図システム APS-

ODAN 

4 
道路設計 

（予備、詳細設計） 
1.5 

オートデスク株式会社 
Autodesk Civil3D
『Autodesk CALS Tools』 

2024 
道路設計 

（概略、予備、詳細設計） 
1.5 

川田テクノシステム株式会社 

建設系 3D 汎用 CAD V-

nasClair『i-ConCIM_Kit』 

2024 道路設計（概略設計） 1.6 

KTS 道路設計シリーズ 24 
道路設計 

（概略、予備、詳細設計） 
1.5 

株式会社三英技研 

STRAXcube 6 
道路設計 

（概略、予備、詳細設計） 
1.5 

LANDCube 3 
道路設計 

（概略、予備、詳細設計） 
1.5 

株式会社ビーガル DynaCAD CUBE 3 道路設計（詳細設計） 1.5 

株式会社建設システム SiTECH 3D 12 3 次元設計データ作成（施工） 1.5 

福井コンピュータ株式会社 

TREND-CORE『3D設計データ

作成オプション』 

9 3 次元設計データ作成（施工） 1.5 

EX-TREND 武蔵 建設 CAD『3

次元設計データ作成オプシ

ョン』 

24 3 次元設計データ作成（施工） 1.5 

株式会社ニコン・トリンブル Trimble Business Center 2023 3 次元設計データ作成（施工） 1.5 

株式会社エムティシー 
現況高さ編集ソフト APS-

ZE 

6 

2 次元地形図の 3次元化、各種地形

データ変換 

（概略、予備、詳細設計） 

1.5 

株式会社ビーガル BIGAL 3DViewer 5 ビューワ（全般） 1.6 

株式会社ビッグバン 

Bigvan LandXML Viewer 1 ビューワ（全般） 1.5 

Bigvan LandXML Editor 1 横断データ編集（全般） 1.5 

Bigvan LandXML Checker 1 
LandXML データの整合性チェック

（全般） 
1.5 

株式会社フォーラムエイト UC-win/Road 17 

3D/4D/nD による設計検討、環境、

交通、運転等各種シミュレーション

（全般） 

1.5 

福井コンピュータ株式会社 
TREND-POINT 11 地形データ作成（全般） 1.6 

TREND ROAD Designer 2023 道路設計 1.6 

※各ソフトのデータ作成手順書は下記サイトを参照 

一般社団法人 OCF 検定協会 HP「https://ocf.or.jp/kentei/land_soft」 
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原則適用における実施項目毎の事例紹介 
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1．原則適用における実施項目毎の事例紹介 

令和 5 年度に収集した完了業務・工事（令和 5 年度 8 月末時点）の成果をもとに、中国地

方整備局の各事務所において実施している BIM/CIM 活用業務・工事について、調査・設計、

施工の各段階における BIM/CIM 活用事例を原則適用における実施項目毎にとりまとめる。 

なお、収集した完了業務・工事の BIM/CIM 活用項目については、全て令和 4 年度までのリ

クワイヤメント項目であった。そのため、本資料作成にあたり、収集資料をもとに BIM/CIM

活用項目を BIM/CIM 原則適用における義務項目・推奨項目（『別紙１ 義務項目、推奨項目

の一覧』参考）の内容に置き換えて再整理している。各事例の詳細な内容やその他の活用に

ついては、「BIM/CIM 活用事例集 2023」を適宜参照するとよい。 

 

1.1 調査・設計段階における事例紹介 

調査・設計段階における、代表事例を次頁以降に示す。 
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義務項目 視覚化による効果【出来上がり全体イメージの確認（地元説明会、合同現地踏査）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度益田西道路喜阿弥地区外道路予備設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所 

工種 道路土工 

使用ソフトウエア 
Autodesk AutoCAD Civil3D、Autodesk Navisworks、Autodesk Revit、

GEORAMA、Autodesk InfraWorks、Autodesk CALS TOOLS、Navisworks Freedom 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：200 

活用状況 

■地元説明会 

本業務では、3 次元モデル(統合モデル)を作成し、地元説明会で活用し

た。統合モデルを活用することで、2 次元では把握しづらい位置関係及び

高さ関係を確認することができ、地権者との共通認識・地元合意をはかる

のに有益なツールとなる。 

本業務での地元説明会では、作成した統合モデルを使用した道路計画の

動画説明や地元住民の方への個別対応を行った。従来の 2次元図面のみで

の説明に比べ、全体計画が把握しやすいと好評を得た。 

 

 
地元説明用統合モデル 

 

■合同現地踏査 

作成した統合モデルは発注者との合同現地踏査時にも使用し、現地にて

将来道路計画を確認できることによって、相互で円滑な道路構造理解につ

ながったと考えられる。 

 

 
合同現地踏査状況 
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義務項目 視覚化による効果【出来上がり全体イメージの確認（景観検討）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度福光・浅利道路道路高度化検討業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所 

工種 道路土工 

使用ソフトウエア CIVIL3D、UC-win/Road、Navisworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200～300、構造物：300 

活用状況 

■橋梁塗装色景観検討資料の作成 

１号橋、２号橋の橋梁塗装色について決定するための景観検討資料を作

成した。なお、橋梁モデルは、他業務で作成されていたモデルを使用して

おり、本業務では、そのモデルを活用し、統合モデル上で部材の色彩のみ

を変更し資料作成を行った。 

このため、塗装色変更のみであれば特にモデル作成を行う必要もなく作

業時間も半日以下であり、従来のようなパース等の資料を作成する必要が

ないため、業務コストの縮減に繋がった。 

 

１号橋 橋梁塗装色検討資料（一部抜粋） 
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義務項目 視覚化による効果【特定部の確認（立体交差）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度大井・萩道路 7 号橋外橋梁予備設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局山陰西部国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア Civil3D、AutoCAD、Revit、Navisworks、Infraworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：200～300 

活用状況 

■JR 山陰線との桁下余裕の確認 

1 号橋は JR 山陰線と交差している。道路縦断計画に対して、桁下高の

確認を行う必要がある。上部工の形式形状と JR の建築限界を示すことに

より、3 次元的にクリアランスを確認することが可能となる。クリアラン

スの確認は新設橋梁の横断勾配を考慮した高さの確認を行った。 

 

 
1 号橋と JR 山陰線の桁下余裕確認 

 

■交差物件との離隔確認 

3 号橋の現計画における下部工配置は、交差物件に河川がある。河川と

の離隔を把握した上で下部工位置の設定が必要となる。河川は自然堤防と

なっており、現在の形状を反映することにより下部工配置の適否が把握可

能となる。河川との関係を 3 次元的に確認する。 

 

 

交差物件（橋梁と河川）の離隔確認 

 

 

 

 

 

  



 

巻末資料 1 - 5 

 

義務項目 視覚化による効果【特定部の確認(障害物)】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度松江国道事務所管内修繕測量設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局松江国道事務所 

工種 地すべり対策 

使用ソフトウエア V-nasClair、AEC コレクション、TREND-POINT、TREND-CORE・VR、Make jiban 

モデル形式 構造物：ソリッド、サーフェス 

詳細度 構造物：200 

活用状況 

■NTT 埋設物(光通信線)や JR との離隔確認について 

1 号横ボーリングが通過する国道直下に NTT 埋設物計画があり、横ボー

リングの計画高さを検討する必要が生じた。 

 
離隔確認のために作成した 3D モデル 

 

モデル化した結果横ボーリングと想定した NTT 埋設物の離隔は約 0.68m

となり，最小離隔距離に設定した 0.3m を確保できる結果となった。 

 
埋設物との最小離隔俯瞰図 

 

埋設物との離隔を確保した場合の JR 建築限界との離隔は以下のように

モデル化し，足場の端部と建築限界との距離が 2.5m 程度確保できること

を確認した。 

 

建築限界と横ボーリング足場との離隔説明図 
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義務項目 視覚化による効果【特定部の確認（既設との接続）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度高梁川水系樋門無動力化設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所 

工種 河川(樋門) 

使用ソフトウエア Civil 3D、Infraworks、Revit、Navisworks 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：300 

活用状況 

■現況と計画の取り合い 

河川現況台帳及び現地状況より、現況の構造物モデル、本設計計画から、

構造物モデル（計画）を作成した。 

 

 
構造物モデル（現況）       構造物モデル（計画） 

 

ゲート工と本体工の設計図（詳細図）を構成する要素を BIM/CIM モデル

として作成し、継ぎ足し部躯体とゲート設備や箱抜き翼壁との取り合い・

干渉の確認・照査に活用する。作成した現況モデルと計画モデルの取り合

いを確認した。 

 

 
現況モデルと計画モデルの取り合い状況 
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義務項目 視覚化による効果【特定部の確認（橋梁支点周辺）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度倉吉管内橋梁耐震補強補修設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア Autodesk AutoCAD Civil3D、Autodesk Navisworks、Navisworks Freedom 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：200～400 

活用状況 

■３次元モデルを活用した耐震補強システムの干渉検討 

各橋梁において、本業務で設置が必要と判断した耐震補強システムを３

次元モデルで再現し、設置の際の部材同士の干渉チェックを実施した。本

業務で実施した干渉チェックは以下の通りである。ただし、橋梁毎に実施

項目は異なる。 

 

【干渉チェック実施項目】 

・排水管との干渉     ・既設ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ支点上補剛材との干渉 

・溝形鋼との干渉確認   ・既設移動制限装置との干渉確認 

・既設護岸との干渉確認  ・既設検査路との干渉確認 

・橋脚との干渉確認    ・通信管(NTT 管)との干渉確認 

・部材同士の干渉確認   ・既設耐震補強構造との干渉確認 

 

【例：羽合大橋 A1 橋台における排水管との干渉】 

支承部周辺の支障物件として、既設の配水管が挙げ有られる。３次元モ

デルによる検証の結果、全ての下部工において補強部材（緩衝チェーン）

と既設排水管は干渉していないことを確認した。 

 

 
羽合大橋 A1 橋台の３次元モデル 

 

 
３次元モデルによる排水管との干渉検討 
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推奨項目 視覚化による効果【視認性の確認】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度岡山西バイパス北長瀬橋梁修正設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア TREND-POINT、Recap、Civil3D、Infraworks、V-nas clair 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：300 

活用状況 

■信号機の視認性の確認 

鋼桁架設後の交差点における信号機の見え方を確認した。 

以下に上り線側（東側）と下り線側（西側）それぞれの交差道路（停止

線）からの信号機の視認性を確認した。 

 

 
BIM/CIM モデル 

 

 
現地状況 
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推奨項目 視覚化による効果【点検スペース等の確認】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度志戸坂峠防災坂根第 1橋詳細設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局鳥取河川国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア REVIT、Civil3D、Navisworks Manage 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200、構造物：300 

活用状況 

■維持管理計画の可視化 

福原ランプ橋は、交差する志戸坂峠防災本線に対し桁下余裕が少なく、

維持管理方法が重要であることから、維持管理（点検）方法を可視化し、

発注者との協議にて示した。また、建築限界 5.0ｍ（志戸坂峠防災本線は

重要物流道路指定の想定がされている）についてもモデル化し、点検時も

建築限界を侵さないことを「見える化」し、発注者との協議にて示した。 

日常点検および定期点検時における維持管理のためのアクセス方法を

可視化した。 

 

 

 
日常点検における支承へのアクセス 

 

 
定期点検時における全部材への近接方法 
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推奨項目 視覚化による効果【重ね合わせによる確認（構造物等と官民境界の位置の確認）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度安芸津 BP 三津第二トンネル詳細設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局広島国道事務所 

工種 トンネル 

使用ソフトウエア 
Autodesk Civil 3D、Autodesk Navisworks Manage、Autodesk Navisworks 

Freedom、3D PDF for Navisworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：300 

活用状況 

■起点側坑口部全面擁壁の検討 

起点側坑口部前面擁壁について、用地境界と構造物との干渉を３次元モ

デルで検証した。検証の結果擁壁上部の排水工が用地を超過するため排水

計画の見直しを行った。 

 

 
擁壁と用地境界の干渉確認 
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推奨項目 視覚化による効果【重ね合わせによる確認（岩級区分の確認）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度俵山・豊田道路地すべり詳細設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局山陰西部国道事務所 

工種 道路土工、地すべり対策 

使用ソフトウエア 
Autodesk AutoCAD Civil3D、Autodesk Navisworks、Autodesk Infraworks、

SketchUp Pro 

モデル形式 構造物：サーフェス（過年度成果を使用）、地質：機構解析モデル 

詳細度 構造物：300、地質：300 

活用状況 

■地質土質モデルによる崩壊危険箇所の抽出 

道路切土のり面を対象に地質土質モデルを作成し、崩壊の危険性が高い

地質土質箇所を特定する検討を行った。 

道路切土のり面には下位より砂岩シルト岩互層（青色）と礫岩（緑色）

が分布することが確認された。砂岩シルト岩互層は一部地下水が湧出しや

すいため、崩壊等が生じやすいと想定される。検討結果を工事への申し送

り事項とし、工事や維持管理の基礎資料として活用されたい。 

 

 
崩壊危険箇所の抽出状況 

 

    
崩壊危険箇所の抽出状況（断面図合成） 
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推奨項目  視覚化による効果【重ね合わせによる確認(建築限界の確認,支持層と基礎杭の確認)】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度可部バイパス下ノ谷川橋詳細設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア V-nas Clair、V-nas Clair『Basic Suite』、V-nas Clair『STR_Kit』 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200、構造物：300 

活用状況 

■建築限界との干渉確認 

本橋が、交差道路である林道の建築限界に対して干渉していないことを

確認 

 

 
建築限界との干渉照査 

 

■基礎の支持層への根入れ照査 

杭基礎の必要根入れ長を支持層が最も深い位置で確保できていること

を確認 

 

 
支持層の根入れ照査 
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推奨項目 視覚化による効果【重ね合わせによる確認（地質と構造物の位置確認）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度志戸坂峠防災第 1 トンネル外詳細設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局鳥取河川国道事務所 

工種 トンネル 

使用ソフトウエア AutoCAD CIVIL3D、InfraWorks、Navisworks 

モデル形式 
土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド、サーフェス、地質：パネルダ

イヤグラム 

詳細度 土工形状：記載無し、構造物：300、地質：- 

活用状況 

■トンネルと地質の重ね合わせ 

詳細設計で実施する地山分類の結果としての地質縦断図をパネルダイ

ヤグラムにてトンネル中心の縦断面に併せて貼り付ける。 

 

 
3 次元地質モデル（第 2トンネル） 

 

なお、第 2トンネル終点側坑口部には、土石流を起源とする谷底堆積物

が厚く分布しているため、過年度の地質調査業務において、5ｍ毎の地質

横断図を作成している。これらをトンネル構造物モデルと重ね合わせ、か

つ地形モデルを透過させることで視覚的に把握しやすいモデルとした。 

 

 
3 次元地質モデル（第 2トンネル終点側坑口部） 
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推奨項目 視覚化による効果【重ね合わせによる確認（崩壊地等の影響範囲の確認）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度志戸坂峠防災坂根第 1橋詳細設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局鳥取河川国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア REVIT、Civil3D、Navisworks Manage 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200、構造物：300 

活用状況 

■コンクリート剥落防止範囲検討 

BIM/CIM モデルを用いて、第三者被害予防措置のためのコンクリート剥

落防止対策設置範囲（俯角 75°）を可視化し、発注者との協議にて対策範

囲を示した。また、コンクリート剥落防止対策設置範囲を 3Ｄモデルから

2Ｄ図面に変換し、対策範囲を 2Ｄ図面に反映させることで、設計図書のミ

スの防止・精度向上を図った。 

 

：俯角 75°のライン 
 

 
本線との交差区間 鳥取市側から 

 

 
県道との近接 岡山県側から 
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推奨項目 視覚化による効果【鉄筋の干渉チェック（橋梁）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度福光・浅利道路浅利ランプ橋詳細設計他業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア 
V-nas Clair、V-nas Clair『Basic Suite』、V-nas Clair『GEO_Kit』、V-

nas Clair『STR_Kit』 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 
土工形状：200、構造物：300（橋座面付近は詳細度 400 で鉄筋配置モデル

を作成） 

活用状況 

■鉄筋干渉チェック 

施工が困難とされる過密配筋部を 3D モデル化し、鉄筋干渉の有無を確

認した。鉄筋干渉チェックの確認箇所は、橋台の橋座面付近を対象とした。 

 

 
鉄筋干渉チェックによる BIM/CIM モデル（A1 橋台） 

 

 
配筋図修正前後（A1 橋台） 
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推奨項目 視覚化による効果【現場条件の確認（作業範囲等の確認）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度西広島バイパス構造検討業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局広島国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア V-nasClair、AEC コレクション、Navisworks Freedom 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：200 

活用状況 

■上部工架設時における地下埋設物と重機の干渉検討と対策 

「断面②（舟入高架橋その１区間）」における BIM/CIM モデルによる支

障物の取合等の確認結果を下記に示す。本区間では地下埋設物が網目状に

存在しているため、クレーン等の重機と地下埋設物の干渉は避けられな

い。 

 
俯瞰イメージ 

 

前述の通り、上部工架設時における支承物の取合を確認した結果、地下

埋設物との干渉は避けられない。よって、上部工架設時にはアウトリガー

反力を分散させるため、敷鉄板等による十分な養生を行い、地耐力の確保

及び地下埋設物に影響しない施工を実施する必要がある。 

 

 
【未対策】 

 

 
【対策例】敷鉄板による養生 
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推奨項目 視覚化による効果【現場条件の確認（AR 活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度東広島バイパス海田地区外測量設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局広島国道事務所 

工種 道路土工、橋梁 

使用ソフトウエア AEC Collection、V-nasClair 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200、構造物：300 

活用状況 

■複数業務・工事を統合した工程把握及び情報共有 

既往成果を活用することで、余計な作業（現況モデルの作成、橋梁計画

の 3 次元モデル化）の発生を抑制した。 

既往成果の大まかなモデルの位置や形状の確認を実施した。（下図参照） 

＊アプリ「TerraceAR」を用いた現地確認を行った。 

 

 
AR による設計計画の位置確認（起点から終点を望む） 

 

 
AR による設計計画の位置確認 

（左：U 型擁壁終点部、右：U 型・L型擁壁の堺目） 
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推奨項目 視覚化による効果【後工程での 3次元地質モデルの活用】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度益田田万川道路トンネル地質解析その 1 業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局山陰西部国道事務所 

工種 地質・土質 

使用ソフトウエア Make Jiban、GODAI 3D Reader 

モデル形式 構造物：メッシュ（過年度成果を利用）、地質：ボーリングモデル 

詳細度 構造物：記載無し、地質：- 

活用状況 

■地質分布と構造物の位置関係の可視化 

地層分布とトンネル構造物の位置関係を可視化し、より把握しやすくす

るため、BIM/CIM モデルを活用した。施工高さに該当する岩種・岩級の把

握が容易になった。 

 

 
地質分布とトンネル構造物の確認 
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推奨項目 視覚化による効果【施工ステップの確認】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度三篠川樽原地区樋門詳細設計他業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所 

工種 河川(土工、護岸、付帯工、樋門) 

使用ソフトウエア AutoCAD Civil 3D、Revit、Navisworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200、構造物：300 

活用状況 

■施工 4D モデルの活用 

施工 4D モデルの作成に当たって、令和 5 年度工事の範囲について施工

計画及び仮設計画の見直し検討を行った。 

 

 
 

 
 

 
4D 施工モデル作成（一部抜粋） 
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推奨項目 視覚化による効果【事業計画の検討】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度益田田万川道路 4 号橋外橋梁予備設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局山陰西部国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア Autodesk 社 AEC Collection、Navisworks Freedom 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200、構造物：200 

活用状況 

■設計選択肢の調査（配置計画案の比較等） 

7 号橋（仮称）宇生橋を対象に、BIM/CIM モデルを活用して、橋梁構造

と盛土構造の影響範囲を可視化して確認するとともに、走行シミュレーシ

ョン動画を作成して、道路利用者の視点で走行性や視認性を対比して確認

検証を行った。 

認識共有のもとで盛土構造と橋梁構造の違いを視点を変えながら確認

でき、情報共有の円滑化が図れた。 

走行シミュレーション動画により、対比して走行性や視認性の相違を視

覚的に把握できた。 

 

 
BIM/CIM モデルの活用による可視化 

 

 
走行シミュレーション動画の対比 
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推奨項目 視覚化による効果【広報での活用（VR 活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度俵山・豊田道路測量設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局山陰西部国道事務所 

工種 ICT 土工 

使用ソフトウエア 
Civil3D、InfraWorks、3dsMax、NavisWorks、Fuzor、V-nasClair、TREND-

POINT、EX-TREND 武蔵 

モデル形式 土工形状：ワイヤーフレーム、サーフェス 

詳細度 土工形状：300 

活用状況 

■地元公民館主催の VR イベント 

地元公民館主催の VR イベントにおいて、金道地区第４改良工事の完成

形の疑似体験を地元住民にしてもらうために、BIM/CIM モデルを作成した

のちに、VR（ヴァーチャルリアリティ）の制作を行った。 

「普段見れない道路の構造が見れて良かった」と、VR イベントを通して

子どもたちへ土木について興味・関心を持ってもらうことができた。 

 

 
 

 
VR イベント用に作成した視聴型 VR 画面 
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推奨項目 省力化・省人化【概算数量算出】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度天神川和谷砂防堰堤詳細設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 

工種 砂防(土工、堰堤) 

使用ソフトウエア 

Autodesk AutoCAD、Zwsoft ZWCAD、Autodesk AutoCAD Civil3D、Autodesk 

Revit、BricsCAD、三英技研 STRAX、メガソフト 3D 工事イラストワーク

ス、Make Jiban、Autodesk Navisworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：300 

活用状況 

■従来方式との数量算出対比 

3D モデルから概算工事費の算出に必要な各数量を算出し、従来の 2D 図

面により算出した数量と比較して検証を行った。本業務では、各数量項目

に対して、3D モデルによる数量算出の作業性を下記の 3 段階で評価した。 

 

≪作業性評価段階≫ 

◎…作業性:高→完成モデルのみで算出が可能であるため、従来方法よりも作

業性が高い。 

○…作業性:中→完成モデルのほか、別途モデル作成等を行うことで算出が可

能である。従来方法による算出よりも数量算出が容易である。 

△…作業性:低→完成モデルのほか、別途モデル作成等を行うことで算出が可

能である。従来方法による算出よりも数量算出が困難である。 

 

このうち、当該業務では、作業性が「◎」及び「〇」に該当する数量項

目のみ従来方法(2D 数量)との比較を行い、作業性及び算出した数量の精

度から適合性に関して下記の評価を行った。 

 

≪適合性評価段階≫ 

◎…作業性:高→従来方法よりも作業性及び算出した数量の精度に優れる。 

○…作業性:中→従来方法よりも作業性に優れるが、算出した数量の精度は、

従来方法と同等である。 

 

 
3D モデルによる数量算出例（本堤-コンクリート体積） 

  



 

巻末資料 1 - 23 

 

推奨項目 省力化・省人化【ICT 施工での活用】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度俵山・豊田道路測量設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局山陰西部国道事務所 

工種 ICT 土工 

使用ソフトウエア TREND-POINT、TREND-CORE、V-nas Clair 

モデル形式 土工形状：サーフェス 

詳細度 土工形状：300 

活用状況 

■土工用３次元（ICT 土工）データの作成と検証 

土工用３次元（ICT 土工）データを作成し、ICT 建機に実装出来なかっ

た土工用３次元（ICT 土工）データを対象に、原因を検証するため、この

データの問題点の抽出と解決策について検討を行った。 

 

  
土工用 3 次元        検討結果(一部抜粋) 

(ICT 土工)データ 

 

■土工用３次元（ICT 土工）データの作成難易度の整理 

土工用３次元（ICT 土工）データの作成難易度について整理を行った。

整理を行うことで、土工用３次元（ICT 土工）データを作成する際の工程

の目安とした。今後は、データを蓄積し、難易度を定量的に判断できる資

料にしていきたいと考えている。 

 

 

 
土工用３次元（ICT 土工）データの難易度の整理 
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推奨項目 精度の向上【日照のシミュレーション】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度大井・萩道路 7 号橋外橋梁予備設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局山陰西部国道事務所 

工種 橋梁 

使用ソフトウエア Civil3D、AutoCAD、Revit、Navisworks、Infraworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：200～300 

活用状況 

■日照影響確認 

架橋位置近傍の田畑への日照影響などに留意が必要であることから、猪

ノ熊跨線橋（仮称）架設における日照影響の確認を行った。 

 

 
 

 
 

 
 

 
日照影響の確認 
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推奨項目 精度の向上【騒音のシミュレーション】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度安芸津 BP 三津第二トンネル詳細設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局広島国道事務所 

工種 トンネル 

使用ソフトウエア 
Autodesk Civil 3D、Autodesk Navisworks Manage、Autodesk Navisworks 

Freedom、3D PDF for Navisworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：300 

活用状況 

■環境保全の精度向上 

坑口や施工ヤード付近は複雑な地形で隣接民家、三津小学校と隣接す

る。工事騒音は BIM/CIM 地形モデルを用いて対象物との高低差や地形の反

響音を再現し、精度よく影響を予測した。 

 

 
騒音シミュレーション図 
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推奨項目 情報収集等の容易化【維持管理へのデータ引継】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 5 年度福光・浅利道路道路高度化検討業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所 

工種 道路土工 

使用ソフトウエア CIVIL3D、UC-win/Road、Navisworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200～300、構造物：300 

活用状況 

■地区リストモデルと属性情報リストを用いたデータ一元管理 

福光・浅利道路では、「令和 3 年度福光・浅利道路道路高度化検討業務」

において維持管理の効率化に向けて、BIM/CIM の統合モデルをデータ一元

管理のプラットフォームとして活用するために、地区リストモデルと属性

情報リストデータ（Excel）を用いた事業全体でのデータ管理を進めてい

る。このリストデータには、事業に関係する業務や工事についてのフォル

ダ情報を整理しており、Excel のリンク機能を活用し、記載されている業

務・工事の名称をクリックすると、該当する業務・工事のフォルダにアク

セスできるようにしており、すべての情報を事業単位で管理している。 

 

 
地区リストモデルと情報管理リストマスターを用いたデータの一元管理 
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推奨項目 情報収集等の容易化【不可視部の 3 次元モデル化（属性情報付与）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度国道 9 号浜田地区外電線共同溝設計業務 

事務所 国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所 

工種 電線共同溝 

使用ソフトウエア V-nasClair、V-nasClair「DENKYO_Kit」 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド、サーフェス 

詳細度 土工形状：300、構造物：300 

活用状況 

■構造物モデル（地下埋設物、電線共同溝） 

レーダ探査等より構造物モデルとして、地下埋設物をモデル化した。 

電線共同溝の設計図面から、電線共同溝をモデル化した。 

 

  
地下埋設モデル        電線共同溝モデル 

 

■属性付与 

属性情報は統合モデルに内部参照として、以下の階層で付与した。 

 

 
属性情報 
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1.2 施工段階における事例紹介 

施工段階における、代表事例を次頁以降に示す。 
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義務項目 視覚化による効果【出来上がり全体イメージの確認（住民説明会資料）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度岡山環状南道路東畦地区第 12 改良工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 

工種 道路土工 

使用ソフトウエア TREND-POINT、TREND-CORE 

モデル形式 構造物：ソリッド、サーフェス 

詳細度 構造物：300 

活用状況 

■近隣住民への施工完了時イメージの説明 

近隣の民家に関するリスクとその対策について、住民説明を行う上で

BIM/CIM モデルの活用を行う。 

施工の影響がある住民の方々への説明資料を BIM/CIM モデルを活用す

ることで誰でもわかりやすい資料が作成することが出来、イメージの共有

を容易に行うことが可能になった。 

 

 
工事完了後イメージ 
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義務項目 視覚化による効果【出来上がり全体イメージの確認（若手技術者教育）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度安芸南部山系背戸川支川渓流保全工外工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局広島西部山系砂防事務所 

工種 砂防(床固工、堰堤) 

使用ソフトウエア VnasClair2021.03、Vnas3DViewer、TRENDPOINT 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200、構造物：300 

活用状況 

■3 次元モデルを用いた若手技術者教育 

3 次元モデルを（土工・構造物）使用し若手技術者の教育を行った。 

2 次元のみでは知識不足で完成イメージが掴めないが、3 次元で説明す

る事で理解力の向上が見られた。 

 

 
 

 
若手技術者の教育状況 
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義務項目 視覚化による効果【特定部の確認(障害物)】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度小田川付替柳井原地区築堤護岸他工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所 

工種 河川(樋門・樋管) 

使用ソフトウエア TREND-CORE 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：300 

活用状況 

■CIMモデルを用いた架空線近接作業時の形態確認による安全管理の向上 

建設機械と架空線の離隔を CIM モデルにて明示することで、危険性の共

有が図れ安全に作業を行うことができた。 

 

 
建設機械と架空線の離隔確認 
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義務項目 視覚化による効果【特定部の確認(排水勾配)】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度大田静間道路鳥井地区改良工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局松江国道事務所 

工種 道路土工 

使用ソフトウエア TREND-CORE、TREND-POINT 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：300 

活用状況 

■BIM/CIM モデルの設計照査結果の見える化による協議 

本線と緊急進入路の合成データによる 1 号小段排水の施工範囲確認 

 

 
 

 
1 号小段排水の施工範囲の見える化 
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義務項目 視覚化による効果【特定部の確認(既設との接続)】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度静間仁摩道路大国地区改良工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局松江国道事務所 

工種 道路土工 

使用ソフトウエア Revit、SiTECH-3D、Navisworks Manage 

モデル形式 土工形状：ソリッド、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：200、構造物：200 

活用状況 

■現況との取り合い部の確認 

現況モデルと B ランプ側の補強土壁との取り合い部の確認を行った。 

結果、補強土壁の床掘ラインが供用中の道路に干渉していることが明ら

かとなった。 

 

 
現況モデルと補強土壁との取り合い部の確認 
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義務項目 視覚化による効果【施工計画の検討補助】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度小田川付替柳井原地区第 2 築堤他工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所 

工種 河川(樋門) 

使用ソフトウエア AUTOCAD CIVIL3D 

モデル形式 土工形状：ソリッド、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：記載無し、構造物：300 

活用状況 

■３次元モデルを用いた施工手順確認 

複雑な構造を 3D モデルにすることで、作業員や若手社員にも構造の詳

細の理解・把握が可能となり、施工管理の向上となった。（従来であれば、

2 次元図面から出来上がるものをイメージしていたが、3D モデルである

と、作るものがどんな感じに出来上がるかが一目瞭然。） 

また、狭隘な箇所での施工であるため、山との離隔、施工ヤードや資材

仮置きヤード、工事用道路設置箇所の選定、施工手順や施工方法を決定す

る上での判断材料となった。（現況の点群＋3D モデルにより 3D モデル上

で計測が可能に） 

取合いなどの複雑な形状も、2 次元ではわかりにくいが、3D モデルであ

ればわかりやすく、形状合意等に効果的であった。 

 

 
3 次元モデルを用いた施工手順確認 
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義務項目 視覚化による効果【現場作業員等への説明（VR 活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度北条 JCT ランプ橋第 7下部工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 

工種 橋梁(下部) 

使用ソフトウエア Revit、Civil3D、TrendCore、TwinMotion 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 
構造物：200～300 

（詳細度 300 の構造物モデルは、貸与モデルを更新して活用） 

活用状況 

■BIM/CIM モデルを活用した安全訓練 

本工事は、仮設足場にける高所作業を伴い、作業員及び関係者の安全意

識を徹底する必要があったため、3次元モデルを活用した VR（バーチャル

リアリティー）の安全訓練を行った。 

没入型のゴーグルによりリアルな高所作業を体験する事で、安全に対す

る理解が深まり、安全に作業を行うことができた。 

 

 

 
VR 機材 
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義務項目 視覚化による効果【現場作業員等への説明（3D 模型活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度笠岡バイパスカブト南地区第 15 改良他工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 

工種 橋梁(下部) 

使用ソフトウエア 
ReCap Pro、Civil3D、Revit、Navisworks Manage、TREND-POINT、TREND-

CORE、武蔵 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：300 

活用状況 

■3D 模型の作成 

作成した BIMCIM モデルを、現場作業員の安全管理や教育、受発注者相

互の情報共有を目的として 3D 模型を出力した。3D 模型を活用した説明会

の様子を以下に示す。 

 

 
 

 
3D 模型の活用 
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推奨項目 視覚化による効果【視認性の確認、点検スペース等の確認】 

項目 業務諸元 

事業名 国道 2 号大樋橋西高架橋工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 

工種 橋梁(上下部工・擁壁部) 

使用ソフトウエア AutoCAD、Click3D、Navisworks、Navis+、Infraworks、VIVE 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：400 

活用状況 

■走行シミュレーション動画の作成 

走行シミュレーションを作成し、運転者目線での構造物・仮設物の見え

方を確した。 

信号機の可視性に関する警察協議により、既設信号機の位置が高く、新

設橋梁に隠れてしまうことが確認され、位置を下げるという決定がなされ

た。 

 

 
走行シミュレーション動画 

 

■ウォークスルー動画の作成 

関係機関協議や受発注者間協議において、橋梁完成後の維持管理動線を

ウォークスルーにてシミュレーションすることで、将来の点検作業時の安

全性、容易性を確認した。 

点検路のウォークスルーによる動線確認において、標準体型の人型アバ

ターを配置したことで狭隘部の確認等がリアルに再現され、現実に近い状

況の確認を行うことが出来た。 

 

 
ウォークスルー動画 

  



 

巻末資料 1 - 38 

 

推奨項目 視覚化による効果【重ね合わせによる確認(航路との離隔確認)】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 2 年度笠岡バイパス新神島大橋第 1 下部工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 

工種 橋梁(下部) 

使用ソフトウエア 

Autodesk Autocad Civil3D、Autodesk Navisworks Simulate、Navis+、

Autodesk Navisworks Freedom、Autodesk 3dsMAX、Autodesk Infraworks、

BIM/CIM -PDF for dwg、BIM/CIM -PDF for、Navisworks 

モデル形式 土工形状：ソリッド、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：記載無し、構造物：300～400 

活用状況 

■3 次元モデルによる航路との離隔チェック 

高さ方向の離隔確認が 2 次元図面では困難であった。 

3 次元モデルにより、航路幅と高さを示すことにより施工おいての重機

配置計画の策定等や付近を航行する船との離隔確認に使用することがで

きた。 

 

 
航路との離隔チェック 
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推奨項目 視覚化による効果【重ね合わせによる確認（支持層と基礎杭の確認）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度北条道路北条高架橋第 12 下部工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 

工種 橋梁(下部) 

使用ソフトウエア TREND-POINT、TREND-CORE 

モデル形式 構造物：ソリッド、地質：ボーリングモデル 

詳細度 構造物：200、300、地質：- 

活用状況 

■地下水位の表示によるボイリング対策シミュレーション 

掘削前の推定地下水位を BIM/CIM モデル上に再現し、仮締切鋼矢板モデ

ルと重ね合わせることでボイリング等の対策が必要かの検討材料とした。 

しかし、これらの検討については 2次元図面上での確認でも十分対応は

可能であった。 

施工前の現況を把握することは可能だが、ボイリング等の検討には現地

の土質も加味する必要がある。地質断面図も合わせて BIM/CIM モデル上に

表示し、構造計算を外部に委託する場合はビューア等のデータを貸与する

などの対応が必要である。 

 

 
  モデル上での地下水位確認      立工法設計計算書 抜粋図面 

 

■ボーリングモデルを活用した場所打杭施工時の支持層到達深度シミュ

レーション 

ボーリング柱状図モデルと地質断面図を BIM/CIM モデル上に表示し、場

所打杭のモデルと重ね合わせて照査を実施し、設計上問題がないことを確

認した。 

 

 
杭出来形確認用モデル 

 

 
 

(次頁に続く) 
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推奨項目 視覚化による効果【重ね合わせによる確認（支持層と基礎杭の確認）】 

項目 業務諸元 

活用状況 

さらに、掘削長・指示層長等の実測値を再現した杭出来形確認用モデル

を作成し、下請業者と杭の現況を適宜把握・共有し施工を行った。 

適宜情報を共有することで、大きな問題なく施工を完了した。 

また、出来形管理用モデルにコンクリート打設記録等の品質管理に係わ

る情報も付与することで、場所打杭工全体の情報を網羅したモデルを作成

し、情報確認の効率化を図った。 

 

 
実測値を形状に反映・管理資料を付与 
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推奨項目 視覚化による効果【鉄筋の干渉チェック（橋梁）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度笠岡バイパスカブト南橋梁下部他工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 

工種 橋梁(下部) 

使用ソフトウエア TREND-CORE、TREND-POINT 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：300、400 

活用状況 

■橋台鉄筋の照査 

鉄筋形状を図面から 3次元化し、「杭鉄筋と底版鉄筋」「底版鉄筋同士」

「躯体鉄筋同士」「スパイラル管と躯体鉄筋」について干渉チェックを行

った。 

結果としては最大でも 6mm 程度の接触であり、現場での位置調整で済む

ことが確認された。 

 

 
配筋形状確認 

 

 
鉄筋干渉確認 
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推奨項目 視覚化による効果【現場条件の確認（AR 活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度北条 JCT ランプ橋第 6下部工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 

工種 橋梁(下部) 

使用ソフトウエア Revit、Civil3D、TrendCore、TwinMotion 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：200～300 

活用状況 

■埋設物位置の確認 

PB2 の鋼矢板建込位置近傍に下水管（φ100）が埋設されており、影響の

無いよう施工する必要があったため、AR（拡張現現実）を使った現地確認

「Trimble SiteVision」を活用し、地下埋設物の位置を現地に投影し影響

のないよう鋼矢板の施工を行った。 

鋼矢板施工着手前に地下埋設物モデルを投影する事で事前に下水管と

鋼矢板の位置を確認する事ができ、安全に作業が行えた。 

 

 
 

 
AR システム 
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推奨項目 視覚化による効果【施工ステップの確認】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度芦田川下流部河道掘削外工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所 

工種 河川(土工、仮設工) 

使用ソフトウエア 
V-nasClair2021.4、TRENDPOINT、TREND-CORE、V-nas3DViewer、TRENDPOINT 

ビューワ、TREND-CORE ビューワ 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド、サーフェス 

詳細度 土工形状：200、構造物：200 

活用状況 

■計画モデルの作成 

浚渫工事における施工計画について、施工ステップモデルの作成を行っ

た。 

 
1)仮桟橋設置              4)フロート台船組立 

  
2)矢板仮設               5)浚渫（浚渫土仮置き約 1000m3） 

  
3)覆工板等配置             6)浚渫（浚渫土仮置き約 4000m3） 

  
施工ステップモデル 
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推奨項目 視覚化による効果【広報での活用（AR・VR 活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度出雲湖陵道路常楽寺外改良工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局松江国道事務所 

工種 橋梁(鋼橋上部) 

使用ソフトウエア Revit、Civil3D、TREND CORE、TREND POINT、TwinMotion 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：400 

活用状況 

■地元回覧への活用 

毎月１回の地元回覧では、３次元モデルを活用して施工説明資料を添付

したり、完成イメージを載せて誰でも工事内容について理解していただけ

るように工夫できた。 
 

 
地元回覧 

 

■現場見学会等への活用 

現場見学会では VR や AR によるイメージ体験を計４回実施し、どの回で

もとても好評で『わかりやすい』や『すごい』といった感想が聞けた。中

には『VR を活用することで、現地に出向かなくてもイメージできるので、

発注者や関係機関との協議を円滑に進めることが出来そうですね』という

意見があり今後の活用法について視野が広がった。 
 

 
AR スクリーンショット 

  



 

巻末資料 1 - 45 

 

推奨項目 省力化・省人化【施工数量算出】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度江の川川越地区掘削外工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所 

工種 河川(土工) 

使用ソフトウエア TREND-POINT、TREND-CORE 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：記載無し、構造物：300 

活用状況 

■BIM/CIM モデルを活用した数量算出 

盛土工の細部(路床盛土、路体盛土等)までモデル化を行い、従来通りの

平均断面法と数量算出の差を確認すると、施工土量に 200m3 以上の開きが

あった為、土配計画の精度が高まり細部までモデル化した効果が確認でき

た。 

 

 
モデルを活用した数量算出 
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推奨項目 省力化・省人化【施工管理での活用（点群活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度岩国・大竹道路小方高架橋外第 2下部工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局広島国道事務所 

工種 橋梁(下部) 

使用ソフトウエア TREND-CORE、TREND-POINT 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：300 

活用状況 

■BIM/CIM モデルを活用した出来形・出来栄え評価 

本工事では、地上型レーザースキャナー（以下 TLS）を用いて出来形管

理を実施した。出来形結果を３次元ビューア上で確認できることから立会

確認時間を削減することが可能になり検査の効率化が行える。 

また、橋脚 1基当たりの出来形計測の人数と時間の比較を行ったところ

人数は約 30%削減、時間は 25%削減できた。 

 

  
出来形評価           出来栄え評価 

 

橋脚１基あたりの出来形の人数と時間の比較 
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推奨項目 省力化・省人化【施工管理での活用（MR・デジタルツイン活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度大田静間道路鳥井地区改良工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局松江国道事務所 

工種 道路土工 

使用ソフトウエア TREND-CORE、TREND-POINT 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：300、構造物：300 

活用状況 

■中間技術検査 

施工段階で作成した BIM/CIM モデルを活用し施工完成時に形状、位置を

ホロレンズ(複合現実技術)を活用し、可視化による確認を行いました。 

 

 
中間技術検査で MR（HoloLenz）によるカルバート、土工 3D モデル確認 

 

■道路土工（盛土工）出来形管理 

道路土工（盛土工）出来形管理においては、地形データと BIM/CIM モデ

ルをクラウド共有サーバーに登録し、そのデータを利用しデジタルツイン

方式による遠隔確認を行いました。 

 

 
デジタルツイン方式による遠隔確認 

 

■道路土工（路床盛土）出来形管理 

線形データと BIM/CIM モデルをクラウド共有サーバー『CimphonyPlus』

に登録。出来形計測に利用する自動追尾型トータルステーションと電子野

帳『FIELD-TERRACE』で取得した出来形 3 次元座標を『CimphonyPlus』へ

連携し、設計座標と比較することで、デジタルツイン方式による出来形遠

隔立会を実現しました。 

 

 
デジタルツイン方式による出来形遠隔立会 
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推奨項目 省力化・省人化【施工管理での活用（遠隔臨場活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度佐波川佐野地区築堤護岸外工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局山口河川国道事務所 

工種 河川(樋門) 

使用ソフトウエア TREND-CORE、TREND-POINT、Twinmotion、Revit、Civil3D、Navisworks 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：記載無し、構造物：400 

活用状況 

■遠隔臨場による段階確認 

打合せおよび検査等において、積極的に遠隔臨場を導入し映像情報によ

る確認（動画、ライブストリーミング）を行い生産性の向上と効率化を図

る。 

現場における段階確認において、遠隔臨場で映像情報による確認を行う

ことで、生産性の向上や効率化を図ることができた。 

 

 
 

 
遠隔臨場による段階確認 
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推奨項目 省力化・省人化【ICT 施工での活用（ワンマン測量）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度広島西部山系矢口川支川渓流遊砂地外工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局広島西部山系砂防事務所 

工種 砂防(堰堤他) 

使用ソフトウエア SiTECH 3D 

モデル形式 構造物：サーフェス 

詳細度 構造物：300 

活用状況 

■現地測量 

作成した BIM/CIM モデルを、適応する測量機器（快速ナビ）に取り込み、

ワンマン測量を実現した。 

当現場は若手職員が業務に携わっていますので、若手職員にとって、馴

染易いシステムとなっているので、働きがいのある職場環境の構築に繋が

った。また、設計データの把握を容易に行う事が出来、若手職員が積極的

に業務に携わる職場環境となった。また、測量計算の時間短縮及び測量に

関する労務人数の低減に大いに貢献した。（生産性の向上、働き方改革、

人材育成に大いに貢献した。） 
 

  
現地測量状況(快速ナビ使用)  3 次元設計データの活用(サイテック) 
 

■施工中における出来形確認 

３次元データを利用し、快速ナビを併用する事で、型枠組立作業時にお

ける型枠組立出来形確認及び、コンクリート打設時における変位の確認を

ワンマン測量で行った。 

型枠組立確認について、往来であれば水糸を設置し、離れをスケールに

て確認する目視確認を行っていたが、CIM データを測量機器（快速ナビ）

に取り入れる事で、全ての位置を確認出来るようになり出来形・品質精度

の向上に大いに役立ったとともに、生産性の向上に貢献した。 

また、ワンマン測量で行った為、若手職員の活躍の場を設ける事が出来、

若手職員が積極的に実施する姿は、働き方改革に繋がったと共に、人材育

成に繋がった。 
 

 
型枠組立中における型枠位置確認（ワンマン測量） 
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推奨項目 情報収集等の容易化【維持管理へのデータ引継】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度北条 JCT ランプ橋第 2下部工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 

工種 橋梁(下部) 

使用ソフトウエア TREND-CORE、TREND-CORE VR、TREND-POINT、Twinmotion、Revit 

モデル形式 構造物：ソリッド 

詳細度 構造物：400 

活用状況 

■品質管理・施工管理（属性情報付与） 

モデルでの施工記録管理（属性データ化）による品質管理、施工管理の

効率化を目的に、モデルに属性情報を付与した。 

属性情報は、モデルへの直接入力および外部参照にて付与した。モデル

には以下（赤枠内）の情報を直接付与し、その他は外部参照にてリンク付

けを行っている。なお、属性情報は打設ロッド毎に付与するものとした。 

 

 
モデルへの直接付与情報 

 

 
外部参照による属性情報付与(一部抜粋) 
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推奨項目 情報収集等の容易化【不可視部の 3 次元モデル化】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 3 年度大橋川左岸下流部護岸整備外工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所 

工種 河川(護岸、地盤改良) 

使用ソフトウエア TREND-CORE、TREND-POINT 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：記載無し、構造物：300 

活用状況 

■地盤改良モデル（格子状地盤改良杭） 

BIM/CIM モデルを作成するにあたり、ボーリングデータに基づく地盤改

良施工範囲の設定や、護岸の 3 次元化におけるコンクリートブロックやプ

レキャスト基礎の反映、テクスチャの取り扱いといった事項が課題となっ

た。今回は施工プロセスから始まる BIM/CIM 活用であり、発注者からモデ

ルや詳細度の指定がなかったため、後工程での利活用を考慮した結果、以

下の 4 モデルを作成することとした。 

①護岸基礎モデル（現場打ち基礎およびプレキャスト基礎） 

②法覆護岸モデル（コンクリートブロック積） 

③地盤改良モデル（格子状地盤改良杭） 

④護岸 3 次元設計データ（ICT 建機や測量、出来形管理に活用） 

 

 
地盤改良モデル（スラリー撹拌＋中層混合処理） 
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その他【不可視部の 3次元モデル化（LiDAR 活用）】 

項目 業務諸元 

事業名 令和 4 年度国道 9 号浜田地区電線共同溝工事 

事務所 国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所 

工種 電線共同溝 

使用ソフトウエア Revit、Civil3D、TREND CORE、REND POINT、TwinMotion 

モデル形式 土工形状：サーフェス、構造物：ソリッド 

詳細度 土工形状：記載無し、構造物：300 

活用状況 

■維持管理工程に活用できる 3 次元データ納品 

今回のような電線共同溝工事においては詳細設計、施工時に既設埋設物

等の見えない支障物の位置を調査予測することが特に重要となる。しか

し、従来の２次元図面等に基づく資料ではそれらの立体的な位置を把握し

検証することは困難であった。そこで今回工事では iPhone を活用した３

D スキャン技術を用いて後の維持管理工程に利用できる３D データの取得

を想定した。 

モバイル端末（iPhone）を用いた３次元計測技術を用いて地下埋設物（管

路）の 3 次元点群データの取得を行った。施工時(埋戻し前)に都度、3 次

元計測を実施し結合した点群データを作成した。 

埋設物を見える化して維持管理工程へ引き継ぐことは有用と考えられ

たが、今回工事のように毎日、埋戻しを行う工事では通常、３次元計測に

利用される TLS 等を都度設置して計測することはコスト的に困難であっ

た。しかし、iPhone という誰でもいつでも利用できる端末により計測が可

能になったことで以上のような課題をクリアし、全工区の管路を位置情報

を持った３Dデータとして取得することができた。 

 

 
「OPTiM Geo Scan」（NETIS 登録：QS-210050-A） 

 

 
位置情報を持った点群データ 
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BIM/CIM 活用プロセスマップ【道路事業】 

※道路改良工事の受注者視点資料は、日本建設業連合会にて作成 

 

 

  



道路詳細設計

事業プロセス上の課題に対するBIM/CIM活用の効果が期待できる場面の検討整理

 事業の実施プロセスにおける課題を発注者及び受注者の視点から整理し、その課題解決のツールとして計画から調査、設計、
施工、維持管理の各段階においてBIM/CIMがどのような場面で活用できるか、また、後工程でのトラブル防止にどのように活用
できるかを検討整理した。（令和３年度 道路設計の詳細設計～施工、令和４年度 橋梁設計の詳細設計～施工、トンネル設計(山岳)の詳細設計～施工を整理）

POINT1︓利⽤者の視点別にプロセスマップを作成

POINT３︓
各プロセスにおける事業推
進上の課題を⽰した。課題
の内容によって、「⾮効
率」「⼿戻り発⽣」「完了
後の課題対応」に分類

POINT２︓
各プロセスと作業項⽬を細
分化。なお、BIM/CIMを活
⽤することで、⽣産性向上
が期待される項⽬について
は、効果があることを視覚
的に表現
また、後⼯程で⽣じうるト
ラブル防⽌効果も表現

BIM/CIM活用プロセスマップ

桁間隔が狭いため維持管理が困難ではないかとの懸念から、３
Dモデルにより維持管理スペースが確保できていることを確認。

BIM/CIMの活用例②

平面計画

・平面線形計画
・中心線座標計算

土層線の反映

法面勾配の設定

付帯構造物設計

・擁壁計画
・函渠計画
・特殊法面保護

計画
・地下道計画
・側道計画
・取付道路計画

平面・縦断設計 横断設計
道路付帯
構造物設計

D)容易に維持
管理できる構
造でない

D)容易に維持
管理できる構
造でない

② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

業務種目

業務項目

フェーズ

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

事業推進上の
課題

非効率

手戻り発生

完成後やそ
の後の管理
で課題発生

分類

作業項目

（LEVEL 2）

発注者において行っ
ている事柄や意識

道路設計

・・・

地元関係者との交渉、他機関との協議・・・ ・・・

・・・

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その１）（道路事業︓道路詳細設計）

POINT4︓
事業を⾏う上で通常実施し
ている事柄や意識について
整理 POINT5︓

効果の凡例

POINT6︓
事業推進上の課題解決ツールとして
BIM/CIMを活⽤する場⾯を提⽰

電柱などの既設物件や構造物に対し
て３Ｄモデルにより干渉チェック。移設
が必要な物件を把握できた。

BIM/CIMの活用例①

D)容易に維持
管理できる構
造でない

：後工程でのトラブル
防止効果

・・・
・・・

・・・
・・・

H)地元・他機関協議に時間を要する

・・・ ・・・

既往調査や現地踏査から軟弱地盤の状態を３
Dで捕捉し、それに応じた設計を実施
（地質リスクに伴い生じうる事象）
地質の推定・想定との乖離等によるトラブル
例；供用後に不等沈下、段差や角欠

POINT７︓
プロセスマップの後
編には、活⽤場⾯ご
との詳細説明や活⽤
上の課題を整理
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はじめに
本書は、事業の実施プロセスにおける課題を発注者及び受注者の視点から整理し、その課題解決のツールとして計画から調査、設計、

施⼯、維持管理の各段階においてBIM/CIMがどのような場⾯で活⽤できるか、また、後⼯程でのトラブル防⽌にどのように活⽤できる
かを検討整理した。さらに、プロセスマップの後編には、活⽤場⾯ごとの詳細説明や活⽤上の課題を記載した。
（令和３年度 道路設計の詳細設計〜施⼯、令和４年度 橋梁設計の詳細設計〜施⼯、トンネル設計(⼭岳)の詳細設計〜施⼯を整理）

BIM/CIM活⽤プロセスマップ

POINT1︓利⽤者の視点別にプロセスマップを作成

POINT３︓
各プロセスにおける事業
推進上の課題を⽰した。
課題の内容によって、
「⾮効率」「⼿戻り発
⽣」「完了後の課題対
応」に分類

POINT２︓
各プロセスと作業項⽬を
細分化。なお、BIM/CIM
を活⽤することで、⽣産
性向上が期待される項⽬
については、効果がある
ことを視覚的に表現
また、後⼯程で⽣じうる
トラブル防⽌効果も表現

POINT4︓
事業を⾏う上で通常実施
している事柄や意識につ
いて整理

POINT5︓
効果の凡例

POINT6︓
事業推進上の課題解決
ツールとしてBIM/CIM
を活⽤する場⾯を提⽰
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C)現地状況相
違による設計
見直し

資料収集

基本条件の整理

・予備設計の把握
・留意事項
・予備設計

設計範囲確認

・延長
・交差点ヵ所
・構造物ヵ所

設計条件確認

・計画交通量
・道路区分
・設計速度
・幅員構成
・幾何構造基準値
・交差条件
・地質条件
・施工条件

現地踏査

現地踏査

・地形・地物
・現道状況
・河川・水路
・土地利用

資料収集

・各種法規制
・埋蔵文化財
・開発計画

の整理
舗装計画

・舗装種別検討
・舗装構成検討
・舗装構造比較

検討

施工計画

進入路計画

施工手順検討

仮設計画

工程計画

図面作成

・路線図
・平面図
・縦断図
・標準横断図
・横断図
・仮設工詳細図
・用排水系統図
・詳細図
・舗装工詳細図

舗装工数量計算

仮設工数量計算

数量総括表

基本条件照査

整合性照査

周辺条件

反映照査

設計手法照査

基準適合性照査

土留、締切構造

の検討

・基礎地盤評価
・土留め形式検討

平面計画

・平面線形計画
・中心線座標計算

縦断計画

・縦断線形計画
・縦断コントロール

精査

土層線の反映

法面勾配の設定

標準横断図作成

横断勾配、片勾配

用排水計画

付帯構造物設計

・擁壁計画
・函渠計画
・特殊法面保護

計画
・地下道計画
・側道計画
・取付道路計画

小構造物設計

・ブロック積擁壁
計画

・擁壁計画
・管渠計画
・用排水構造物

計画
・防護柵計画
・取付道路計画
・階段計画

用排水系統

・現況排水系統図
・計画排水系統図

流量計算

・流域図
・流出量の算定
・断面計算

用排水構造物設計

業務種目

業務項目

道路設計フェーズ

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）
設計図作成 照 査設計計画 設計条件確認 平面・縦断設計 横断設計

道路付帯
構造物設計

小構造物設計 仮設構造物設計 用排水設計 舗装工設計 施工計画

道路詳細設計

事業推進上の
課題

F)生活環境
に影響の少
ない施工方
法

G)施工段階で
利用できない
施工計画

H)地元・他機関協議に時間を要する

B)支障物の確
認漏れ

E)構造物の取
り合い調整不
備

A)過年度成果
確認に時間を
要する

E)構造物の取
り合い調整不
備

G)施工段階で
利用できない
施工計画

F)生活環境
に影響の少
ない施工方
法

業務内容把握

・地形図
・管内図
・開発計画

土工数量計算

※数量計算にお
いては、３Ｄ
データより算
出できるため、
業者に対して
効果あり

① ① ⑤ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥ ② ④ ② ③ ② ③ ② ③ ② ⑤③ ② ⑥④ ⑦

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その１）（道路事業︓道路詳細設計）

過年度業務成果、

地元協議資料収集

一般構造物詳細設計

数量計算

道路改良工事

一般構造物設計

施工

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

E)構造物の
取り合い調
整不備

C)現地状況相
違による設計
見直し

分類

作業項目

（LEVEL 2）

■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作
業時間短縮及び人員削減に効果があると
考えられるもの

※効果の「小」「大」は、定性的評価

活用効果

小

大

発注者において
行っている
事柄や意識

過年度成果の探索、整理 占用物件の整理

＜ 意識 ＞ 地元や他機関の合意が得られる設計か 工事完了後もクレームが生じないか 今後発注する工事に資する設計か 施設管理が容易な設計か

地元関係者との交渉、他機関との協議 成果物の照査

BIM/CIM活用場面

活用場面番号活用場面番号

BIM/CIMモデルで支障物件把握し対外説明⑤一元管理したBIM/CIMデータを活用し過去記録を参照①

BIM/CIMモデルを活用し維持管理に配慮した構造⑥BIM/CIMモデルを活用した対外説明②

BIM/CIMモデルを活用し設計ミス等を照査⑦BIM/CIMを活用し現地状況を反映した設計③

既設構造物モデルとBIM/CIMモデルを活用し、施工可能な設計④

既往の地質調査結果と現地踏査で現地状況を３Dで
捕捉
（地質リスク）
例；軟弱地盤、埋没転石、表面流水・地下水・湧水

B)支障物の確
認漏れ

A)過年度成果
確認に時間を
要する

既往調査や現地踏査か
ら軟弱地盤の状態を３D
で捕捉し、それに応じ
た設計を実施
（地質リスクに伴い生
じうる事象）
例；供用後に函渠沈下、
段差や角欠

D)容易に維持
管理できる構
造でない

D)容易に維持
管理できる構
造でない

D)容易に維持
管理できる構
造でない

D)容易に維持
管理できる構
造でない

D)容易に維持
管理できる構
造でない

C)現地状況相
違による設計
見直し

既往調査や現地踏査か
ら地中の状態（特に、
転石玉石）を３Dで捕
捉し、それに応じた設
計を実施
（地質リスクに伴い生
じうる事象）
例；地中転石で杭工中
に打ち止め、杭破損・
変形

：後工程でのトラブル防止効果
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資料収集

・地形図
・管内図
・開発計画

基礎工検討

・支持層検討
・基礎形式検討
・杭種杭径検討
・地盤改良設計

土留、締切構造

の検討

・基礎地盤評価
・土留め形式検討

設計計算

・構造寸法
・安定計算
・主要応力照査

図面作成

・位置図
・構造一般図
・構造図
・配筋図
・詳細図

構造物本体

数量計算

基礎工数量計算

仮設工数量計算

数量総括表

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

業務種目

業務項目

一般構造物設計（函渠・擁壁）フェーズ

設計計画

業務内容把握

基礎工設計 仮設設計 設計計算 設計図作成 数量計算

一般構造物詳細設計（函渠・擁壁）

A)過年度成果
確認に時間を
要する

E)構造物の取
り合い調整不
備

H)地元・他機関協議に時間を要する

B)支障物の確
認漏れ

C)現地状況相
違による設計
見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

E)構造物の取
り合い調整不
備

G)施工段階で
利用できない
施工計画

F)生活環境
に影響の少
ない施工方
法

① ②

基本条件照査

整合性照査

周辺条件

反映照査

設計手法照査

基準適合性照査

照 査

⑦

D)容易に維持
管理できる構
造でない

② ③② ③ ② ⑥④

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その２）（道路事業︓⼀般構造物詳細設計）

一般構造物設計

施工

一般構造物詳細設計

道路改良工事

BIM/CIM活用場面

作業項目

（LEVEL 2）

■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作
業時間短縮及び人員削減に効果があると
考えられるもの

※効果の「小」「大」は、定性的評価

活用効果

小

大

発注者において
行っている
事柄や意識 ＜意識＞ 地元や他機関の合意が得られる設計か 工事完了後もクレームが生じないか

今後発注する工事に資する設計か 施設管理が容易な設計か

地元関係者との交渉、他機関との協議

道路条件

・幾何構造

地形地質条件

・地質縦断
・柱状図、定数
・地下水位
・地盤種別
・設計深度

施工条件

・近接施工
・交通規制
・搬入路、

施工ヤード

荷重条件

・上載荷重
・特殊荷重

設計条件確認

① ②

過年度成果の探索、整理

現地踏査

・地形・地物
・現道状況
・河川・水路
・土地利用

現地調査の整理

・写真台帳
・調査結果図

現地踏査

② ⑤

占用物件の
整理

事業推進上の
課題

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

分類

成果物の照査

※数量計算にお
いては、３Ｄ
データより算
出できるため、
業者に対して
効果あり

活用場面番号活用場面番号

BIM/CIMモデルで支障物件把握し対外説明⑤一元管理したBIM/CIMデータを活用し過去記録を参照①

BIM/CIMモデルを活用し維持管理に配慮した構造⑥BIM/CIMモデルを活用した対外説明②

BIM/CIMモデルを活用し設計ミス等を照査⑦BIM/CIMを活用し現地状況を反映した設計③

既設構造物モデルとBIM/CIMモデルを活用し、施工可能な設計④

既往調査や現地踏査から地中の状
態を３Dで捕捉し、それに応じた
設計を実施
（地質リスクに伴い生じうる事
象）
例；供用後に躯体沈下、躯体段差
や角欠、ボイリング・盤ぶくれ、
地中転石で杭・土留が打ち止め

既往の地質調査結果と現地踏査
で現地状況を３Dで捕捉
（地質リスク）
例；軟弱地盤、埋没転石、表面
流水・地下水・湧水

B)支障物の確
認漏れ

A)過年度成果
確認に時間を
要する

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

：後工程でのトラブル防止効果
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鋼矢板建込み

鋼矢板打設

一次掘削

ブラケット取付け

腹起し設置

切梁設置

施工

工事用給排水

電力設備工

現場事務所

鋼管現場溶接

・先行溶接
・段階確認

スペーサー溶接

鋼管搬入

・鋼管検査

補強土壁工

支保設置

内型枠・スラブ型枠
製作・設置

側壁・スラブ鉄筋
加工・組立

外型枠製作・設置

目地材設置

コンクリート
打設・養生

内・外型枠、
スラブ型枠撤去

足場・支保撤去

埋戻し

止水板設置

壁面材組立

補強材（ストリップ）

設置位置まで

敷均し・締固め

補強材（ストリップ）

設置

敷均し・締固め

壁面上端処理

敷均し作業

締固め作業

法面削取り

法面整形

床 掘

基礎砕石

敷モルタル

据 付

埋戻し

残土処理

床 掘

基礎砕石

巻きコンクリート

据 付

巻きコンクリート

埋戻し

残土処理

床 掘

基礎材

ハンドホール工

管路工

埋戻し

法面清掃

ラス張工

吹付（散布）

フェーズ

（LEVEL 2）

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

作業項目

工事種目

工事項目

道路改良工事

施工計画 準備工
基礎工

（鋼管杭）

基礎工

（場所打杭）

仮設工

（土留、締切）

基礎材敷均し
・転圧

足場設置

床板鉄筋
加工・組立

グラウト管設置

床板型枠
製作・設置

目地材設置

コンクリート
打設・養生

床板型枠撤去

均し型枠
製作・設置

均しコンクリート
打設・養生

均し型枠撤去

止水板設置

基礎材敷均し
・転圧

均し型枠
製作・設置

均しコンクリート
打設・養生

均し型枠撤去

足場設置

床板鉄筋
加工・組立

型枠製作・設置

目地材設置

水抜きパイプ設置

コンクリート
打設・養生

吸出し防止材設置

足場撤去

止水板設置

切土工 函渠工 現場打擁壁工 盛土工 法面工 排水構造物工管渠工 情報BOX工

工事内容確認
測 量 打設杭芯確認

検 討
搬出入路工

撤 去

・トレミー管引抜き
・ケーシング引抜き

埋戻し

・杭芯測量
・段階確認

先行掘削

口元管設置

一般部掘削攪拌

・セメントミルク
配合確認

・支持層確認

先端部掘削攪拌

・セメントミルク
配合確認

ビット引上げ
（攪拌）

鋼管建込み

・建込溶接
・段階確認

鋼管定着保持

口元管引抜き

ケーシング建込み

掘 削

・支持層確認
・スライム処理
・掘削長検尺
・段階確認

鉄筋籠組立て

・鉄筋籠組立て
・段階確認

鉄筋籠建込み

トレミー管建込み

コンクリート打設

・打設
・天端確認

杭芯確認 機器据え付け

定規設置

掘削作業

積込作業

運搬作業
・施工方法検討
・工法比較検討
・経済性検討
・施工数量算出

施工計画

・工程計画
・現場組織計画
・工事機械計画
・資材計画
・施工方法
・施工管理計画
・緊急時体制
・交通管理
・安全管理
・仮設備管理
・環境対策
・再資源利用
・建設副産物

処理計画

施工計画書

G)施工段階で
利用できない
施工計画

F)生活環境
に影響の少
ない施工方
法

B)支障物の確
認漏れ

■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作業時間短縮及び人
員削減に効果があると考えられるもの

※効果の「小」「大」は、定性的評価

BIM/CIM活用場面

H)地元・他機関協議に時間を要する

② ④③ ②⑤ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥③ ② ⑥③② ⑥③ ② ⑥③

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その３）（道路事業︓道路改良⼯事）

活用効果

小

大

設計照査

事業推進上の
課題

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

分類

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

発注者において
行っている
事柄や意識

＜地元への工事説明＞ 地元関係者との交渉、他機関との協議、工事監督・検査・設計変更

活用場面番号活用場面番号

BIM/CIMモデルで支障物件把握し対外説明⑤一元管理したBIM/CIMデータを活用し過去記録を参照①

BIM/CIMモデルを活用し維持管理に必要な情報を伝達⑥BIM/CIMモデルを活用した対外説明②

BIM/CIMモデルを活用し設計ミス等を照査⑦BIM/CIMを活用し現地状況を反映した設計変更及び施工③

既設構造物モデルとBIM/CIMモデルを活用し、施工計画④

＜意識＞ 地元や他機関と合意形成しうる施工か 工法変更は妥当か 施設管理が容易な構造か

（地質リスクに伴
い生じうる事象）
例；切土中に崩壊

C)現地状況相
違による設計
見直し

（地質リスクに伴い生じうる事象）
例；杭工の打ち止め、杭変形・破損、ボイリン
グ・盤ぶくれ

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

C)現地状況相
違による設計
見直し

（（地質リスクに伴い生じうる事象）
例；盛土沈下に伴い函渠が損傷

（地質リスクに伴
い生じうる事象）
例；盛土沈下で路
面変形

C)現地状況相
違による設計
見直し

（地質リスクに伴
い生じうる事象）
例；切土中に崩壊

C)現地状況相
違による設計
見直し

：後工程でのトラブル防止効果
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

・

①

②

③ 【ａｆｔｅｒ】

④

⑤

・ 電子納品保管管理システム（★）（③対応）

・ 国土交通省データプラットフォームの活用（★）（③対応）

・

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（④⑤対応）

ＤＸデータセンターの概要

出典：第１１回 ＢＩＭ／ＣＩＭ推進委員会　R6.2.22 P.40

① 一元管理したＢＩＭ／ＣＩＭデータを活用し過去記録を参照

事業推進や後工程へ引き継ぐために必要な属性情報（段階別の情報種別、具体的内
容・項目、用途、記載方法等）が統一されていない。

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルと後工程に引き継ぐ管理データを紐づけるシステムの構築が
必要となる。

BIM/CIM活用場面

フェーズ

業務項目（ LEVEL 0 ）

業務項目（ LEVEL 1 ）

活用に対する課題

活用内容・効果

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

管理すべき業務データ容量が膨大であるため、データ保存用のサーバが必要とな
る。

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

道路設計

道路詳細設計

設計計画、設計条件確認

事業全体のＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成し、業務データを紐づけすることで、３次
元可視化により事業概要の把握が容易となるとともに、各種データの一元管理が可
能となる。

業務発注前に、過年度までの発注業務内容と既存データが速やかに確認でき、後工
程での発注が効率的に行える。

業務発注前に、過年度までの申し送り事項を確認し、業務着手時に受注者（コンサ
ル等）へ的確に指示ができ、不要な検討時間を削減できる。

事業途中、事業完了後を含めて、災害発生時などの復旧対応が必要となる際に、既
存データの確認に要する時間を削減できる。

備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（⑤対
応）

【既往文献】

・文化財

・地すべり etc

【既往成果】

・測量データ

・地質･土質記録

・予備設計成果

・地元協議 etc

２次元図面

属性情報

【受注者】
【発注者】

事業全体の道路

構造はどうなっ

ているか？
関係機関協議

の実施状況を

確認したい。

過去のデータ

を速やかに参

照したい。

・ＢＩＭ/ＣＩＭモデル(３次元可視化)で全体構造が

速やかに把握できる。

・いつでもどこからでも情報を参照できる。
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

①

②

【ａｆｔｅｒ】
③

④

⑤

・

・

・ ＩＦＣ検定に対応したソフトウェアの実装（ＯＣＦ協会）（⑤対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用のプロセスマップ（案）(★)（③対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（③対応）

・ BIM/CIM活用事例集(★)（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（⑤対応） 対外説明（事業説明、地元説明、警察協議等）活用イメージ

出典：令和２年度俵山・豊田道路豊田地区測量設計業務、令和２年度岩国防府地区交安設計業務備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（③対
応）

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

BIM/CIM活用場面 ② ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用した対外説明

フェーズ 道路設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 道路詳細設計

活用に対する課題

業務項目（ LEVEL 1 ）
平面・縦断設計、横断設計、道路付帯構造物設計、小構造物設計、
仮設構造物設計、用排水設計、舗装工設計、施工計画、設計図作成

活用内容・効果

３次元可視化により、多数の２次元図面を見ることなく構造が確認できるため、課
題の共有化が図られ、検討時間の短縮に繋がる。

３次元可視化により、構造物のイメージが3次元で共有できるため、関係者（地
元、関係機関）との合意が速やかに得られやすくなり、工事完成物に対するクレー
ムも生じにくくなる。

埋設配管等の３次元可視化により、移転や迂回等の必要性を設計段階等で把握しや
すくなるため、関係機関との調整を速やかに図ることができ、後工程での手戻り防
止も図られる。

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

対外説明場面に対して、どのようなレベルのＢＩＭ／ＣＩＭモデルが適切か整理
（活用目的に応じたモデルの作り込みに関する整理）が必要となる。

対外説明や複雑な構造部分のＢＩＭ／ＣＩＭモデル作成では、２次元図面を基に３
次元モデル作成を行うケースが多く、作業量や作成費用が増加する。

業者間でＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成するソフトウェアが異なる場合、データの互
換性に課題があり、データの引継ぎや後工程での利用が難しい場合がある。

Ａ-Ａ断面

Ａ

Ａ

鳥瞰視点 利用者視点

走行者視点

別事業・地下配管モデル化

【地元】

【周辺道路利用者】

２次元図面

自宅から見る

とどのような

ものができる

のか？

ボックス出口

部の見通しは

悪くないか？

・ＢＩＭ/ＣＩＭモデル(３次元可視化)で地元調整が進んだ

・鳥瞰的な視点による事業概要説明だけでなく、利用者目線

での説明がどの位置からでもできた。
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

・

・

① 【ａｆｔｅｒ】

②

③

・

・ 設計・施工のための点群データ活用ガイドライン（案）（★）（③対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（③対応）

出典：令和２年度俵山・豊田道路俵山地区測量設計業務（３次元地形データ）

出典：令和３年度俵山・豊田道路地すべり詳細設計業務（崩壊危険個所の抽出）
備考

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

i-Construction推進のための３次元数値地形図データ作成マニュアル（国土地理
院）⇒地図情報レベル1000（道路詳細設計までを対象。ただし、予備設計（B）及
び詳細設計については、用途によって500以上が必要）（★）（③対応）

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

測量成果にある地形データは、２次元、点群、サーフェスの各データであり、３次
元設計で活用できるデータになっていないため、設計ではそのまま使用できない。

業務項目（ LEVEL 1 ） 平面・縦断設計、横断設計、仮設構造物設計、用排水設計、舗装工設計、施工計画

活用内容・効果

３次元可視化により、設計成果が現地状況を反映した設計（地域の生活環境や近接
物件を見越した設計、幅杭内での計画等）となっているかを具体的に確認できる。

現地測量時にレーザ測量やＵＡＶ測量で、地形改変状況を把握し、その測量成果を
踏まえた地形モデルにすることで、現地状況を反映した設計が可能となり、手戻り
防止が図られる。

事業プロセスの各段階で用いるＩＣＴ機器等が活用可能な３次元モデルを作成する
ことで、後工程においてモデル作成の負担軽減が図られる。

地元交渉困難地区でも概略検討が可能となり、事業推進に向けて効果が期待でき
る。

地質・土質モデルを作成することにより、地質的な条件を正確に可視化できる。ま
た、後工程に引継ぐことで、基礎資料としての活用が見込める。

BIM/CIM活用場面 ③ ＢＩＭ／ＣＩＭを活用し現地状況を反映した設計

フェーズ 道路設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 道路詳細設計

２次元図面

３次元図面

◆グラウンドデータは

情報量が多く現行の設

計ソフトでは処理でき

ない。

◆等高線データでは地

物やエッジなど設計に

必要な情報が表現され

ない。

このため、３次元ベク

【発注者】

崩壊危険個所の抽出

家屋、生活道路、用水路など機能復旧に必要な構造物

等のほか、埋設管路、電柱等の支障物等、3次元で可

視化し適確に現地状況を反映した設計ができる。

２次元の平面

図だけでは現

地状況がつか

みづらい。
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

④ 出典：令和４年度出雲バイパス道路詳細設計業務（点群）

⑤

・

・

・ BIM/CIM活用事例集(★)（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（⑤対応）

出典：令和３年度木与防災木与地区外構造物設計外業務（４Ｄ）
備考

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（③対
応）

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

竣工図等がない既設構造物は、点群データを活用し外形等の確認は可能であるが、
地中部等の可視化できない範囲のモデル化が困難である。

既設構造物モデルを点群データにより作成する場合、点群データのノイズ処理等に
時間と費用が発生する。

現地状況等により、施工段階において設計時に作成した施工計画のモデルをそのま
ま利用できない場合は、そのモデル変更に時間を要する。

業務項目（ LEVEL 1 ） 小構造物設計、設計図作成

活用内容・効果

既設構造物や現場状況を３次元データにより再現し、近接状況や生活環境影響等を
見越した３次元設計を行うことにより、施工可能な設計を行うことができ、後工程
での手戻り防止が図られる。

時間軸の要素を組み込んだ４次元設計（４Ｄ設計）を行うことにより、工事ステッ
プ毎に重機や仮設材の配置確認など現場リスクの可視化が可能となり、施工段階で
の手戻り防止が図られる。

３次元可視化により、構造物のイメージが3次元で共有できるため、関係者（地
元、関係機関）との合意が速やかに得られやすくなり、工事完成物に対するクレー
ムも生じにくくなる。

BIM/CIM活用場面 ④ 既設構造物モデルとＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用し、施工可能な設計

フェーズ 道路設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 道路詳細設計

現況地形(既設構造物)

モデルは点群データ

新設橋梁

既設歩道橋

【発注者】 【受注者】

【受注者】

【受注者】

Step0 現況

Step2

Step4 Step5

BIM/CIMモデルによる４Ｄ活用検討

既設に影響

ないか確認

が必要。

交通量が多

く簡単に測

量できない。

施工の流れや

通行規制等が

確認できた。

Step1

点群データを活用

し、現道交通に対

する影響と測量時

間を縮減できた。

Step3
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

出典：国道２号大樋橋西高架橋工事

④

⑤

・ ＤＸデータセンターの活用（★）（③対応）

・

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（⑤対応）

・ BIM/CIM活用事例集(★)（⑤対応）

出典：令和２年度俵山・豊田道路豊田地区測量設計業務
備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

点群データは、データ密度によって詳細な現地支障物件の表現が可能となるが、
データ容量が大きくなる傾向にあり、計算ソフト上での処理が困難となる場合があ
る。

細部が必要となる場合での点群データのノイズ処理には、自動化では出来ないため
時間と費用が発生する。

電柱、信号、水路等の既設物件や構造物などを含め、干渉確認のためのＢＩＭ／Ｃ
ＩＭモデル作成は、詳細度レベルが高くなるため時間と費用が発生する。

業務項目（ LEVEL 1 ） 現地踏査、施工計画

活用内容・効果

3次元可視化により、現場状況から支障となる電柱、信号、水路等の既設物件や構
造物に対して干渉チェックを行い、移転が必要な物件等を的確に把握し、事前に移
転手続きを行う事で工事着手後の手戻り防止が図られる。

３次元可視化により、移転対象施設や近隣施設利用者との合意が速やかに得られや
すくなり、信号確認が困難などの工事完成後のクレームも生じにくくなる。

３次元モデル作成により、従来の２次元図面と異なり、支障影響等について断面だ
けではなく全貌を立体的に確認することができ、後工程での手戻り防止が図られ
る。

BIM/CIM活用場面 ⑤ ＢＩＭ／ＣＩＭモデルで支障物件把握し対外説明

フェーズ 道路設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 道路詳細設計

新設橋梁

既設信号

【発注者】

信号

３Dモデル

現地点群データに、３次元モデルを投影 信号位置変更状況

干渉確認

建築限界

３次元モデルに現地電線等を点群で反映、建築限界モデルによる干渉確認 ⇒ 支障移転協議を実施

既設電線

Case.1 利用者の視距確認 Case.2 工事用車両の通行可否確認

工事車両の通行に既

設電線が支障になる。

電柱や信号機、標

識、地下埋設物な

ど工事に支障とな

るものはないか？
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

（※維持管理スペース、施設点検通路、残存樹木・流水処理、埋設管など）

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

④

⑤

・ ＩＦＣ検定に対応したソフトウェアの実装（ＯＣＦ協会）（④対応）

・ 国土交通省データプラットフォームの活用（★）（⑤対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）（★）（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（④⑤対応）

出典：令和4年度国道191号益田地区電線共同溝設計業務
備考

統合モデルを活用し、後工程で活用可能な属性情報を付与し、維持管理段階での
データ検索の時間を削減する。

工事中に生じた地形変状などの事象をＢＩＭ／ＣＩＭモデルに記録することによ
り、維持管理段階において注視すべき個所として巡回点検することが可能となる。
また、定期点検時にＩＣＴ機器を用いた調査測量を行う事で、変状進行の程度を３
次元的に可視化でき、予防的に必要な措置を行うことが可能となり、将来的な被害
発生リスクの軽減が図られる。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

維持管理段階において必要とされる情報（データ形式）と、統合モデルによる引継
ぎ（属性情報の付与方法）が統一されていない。

業者間でＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成するソフトウェアが異なる場合、データの互
換性に課題があり、データの引継ぎや後工程での利用が難しい場合がある。

統合モデルとして整備されるソフトウェアおよび納品データの様式が定まっていな
い。

業務項目（ LEVEL 1 ） 平面・縦断設計、道路付帯構造物設計、設計図作成

活用内容・効果

３次元可視化により、将来の維持管理が容易な構造かどうかの視点※で、管理担当
部署と設計段階から円滑かつ速やかに確認することが可能となり、工事完成物に対
する維持管理上の問題が削減される。

BIM/CIM活用場面 ⑥ ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用し維持管理に配慮した構造

フェーズ 道路設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 道路詳細設計

２次元図面

【発注者】

維持管理が容易な

構造になっている

か確認が必要。

【発注者】

維持管理データ

としての活用が

見込める【発注者】
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒ】

・

・

・

・

・

①

② 【ａｆｔｅｒ】

③

④

⑤

⑥

・

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（⑤対応）

・ BIM/CIM活用事例集(★)（⑥対応）

出典：令和2年度俵山・豊田道路俵山地区測量設計業務
備考

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

地形の改変があった場合は、地形に応じたモデル作成が必要となるため、活用目
的・段階に応じたモデル作成を行う必要がある。

橋梁設計などの大規模構造物では設計照査を実施しているが、道路詳細設計段階で
設計照査に用いた事例が少ない。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施すべ
き事柄(案)

《中国地整》

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（④対
応）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル作成・照査は、2次元図面作成・照査とは別作業となり、時
間と費用を要する。

設計照査の内容に応じて、ＢＩＭ／ＣＩＭモデルの詳細度および作成にかかる費用
が異なるため、目的に合わせて適切に設定する必要がある。

BIM/CIM活用場面 ⑦ ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用し設計ミス等を照査

フェーズ 道路設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 道路詳細設計

業務項目（ LEVEL 1 ） 照査

活用内容・効果

３次元モデル作成により、従来の２次元図面と異なり、支障影響等について断面だ
けではなく平面的（エリア的）に確認することができ、チェック不足が無くなり後
工程での手戻り防止が図られる。

３次元可視化により、従来の２次元図面では確認が難しかった複雑な構造部や狭隘
部、管理断面等の無い区間において、土工掘削時の影響や構造物の取り合いなどで
照査が可能となる。

現地測量時にレーザ測量やUAV測量を活用することで、地形改変状況の把握が容易
となる。また、その測量成果を踏まえた地形モデルに更新することで、現地状況相
違による設計見直しなど、手戻り防止が図られる。

３次元モデル作成により、維持管理が難しい形状であるかどうか確認でき、施工後
の管理段階の課題の照査が可能となる。

施工計画なども含めてモデル化することで、施工段階で利用できる施工計画となっ
ているか、生活環境に影響の少ない施工方法となっているかなどの照査が可能とな
る。

【発注者】

・ＢＩＭ／ＣＩＭモデルにより、現況地

形に沿って、水路の設置が可能なこと、

幅杭内におさまることを確認できた。

２次元図面

法尻水路が現地に設

置可能か。幅杭は問

題ないか？

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルで水路、幅杭を確認
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鋼矢板建込み

鋼矢板打設

一次掘削

ブラケット取付け

腹起し設置

切梁設置

施工

工事用給排水

電力設備工

現場事務所

鋼管現場溶接

・先行溶接
・段階確認

スペーサー溶接

鋼管搬入

・鋼管検査

支保設置

内型枠・スラブ型枠
製作・設置

側壁・スラブ鉄筋
加工・組立

外型枠製作・設置

目地材設置

コンクリート
打設・養生

内・外型枠、
スラブ型枠撤去

足場・支保撤去

埋戻し

止水板設置

壁面材組立

補強材（ストリップ）

設置

敷均し・締固め

壁面上端処理

敷均し作業

締固め作業

法面削取

法面整形

床 掘

基礎砕石

敷モルタル

据え付け

埋め戻し

残土処理

床 掘

基礎砕石

巻きコンクリート

据え付け

巻きコンクリート

埋め戻し

残土処理

床 掘

基礎材

ハンドホール工

管路工

埋め戻し

法面清掃

ラス張工

吹付（散布）

フェーズ

（LEVEL 2）

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

作業
項目

業務種目

業務項目

道路改良工事

施工計画 準備工
基礎工

（鋼管杭）

基礎工

（場所打杭）

仮設工

（土留、締切）

基礎材敷均し
・転圧

足場設置

床板鉄筋
加工・組立

グラウト管設置

床板型枠
製作・設置

目地材設置

コンクリート
打設・養生

床板型枠撤去

均し型枠
製作・設置

均しコンクリート
打設・養生

均し型枠撤去

止水板設置

基礎材敷均し
・転圧

均し型枠
製作・設置

均しコンクリート
打設・養生

均し型枠撤去

足場設置

床板鉄筋
加工・組立

型枠製作・設置

目地材設置

水抜きパイプ設置

コンクリート
打設・養生

吸出し防止材設置

足場撤去

止水板設置

切土工 函渠工 現場打擁壁工 盛土工 法面工

工事内容確認
測 量 打設杭芯確認

検 討
搬出入路工

撤 去

・トレミー管引抜き
・ケーシング引抜き

埋戻し

・杭芯測量
・段階確認

先行掘削

口元管設置

一般部掘削攪拌

・セメントミルク
配合確認

・支持層確認

先端部掘削攪拌

・セメントミルク
配合確認

ビット引上げ
（攪拌）

鋼管建込み

・建込溶接
・段階確認

鋼管定着保持

口元管引抜き

ケーシング建込み

掘 削

・支持層確認
・スライム処理
・掘削長検尺
・段階確認

鉄筋籠組立て

・鉄筋籠組立て
・段階確認

鉄筋籠建込み

トレミー管建込み

コンクリート打設

・打設
・天端確認

杭芯確認 機器据え付け

定規設置

掘削作業

積込作業

運搬作業
・施工方法検討
・工法比較検討
・経済性検討
・施工数量算出

施工計画

・工程計画
・現場組織計画
・工事機械計画
・資材計画
・施工方法
・施工管理計画
・緊急時体制
・交通管理
・安全管理
・仮設備管理
・環境対策
・再資源利用
・建設副産物

処理計画

施工計画書

I)出来形検査
に手間が掛か

る

■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作業時間短縮

及び人員削減に効果があると考えられるもの
※効果の「小」「大」は、定性的評価

BIM/CIM活躍場面

H)地元・他機関協議に時間を
要する

① ③② ① ④ ⑥ ⑥ ⑥ ⑤ ⑤ ⑧⑦⑥

受注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その３）（道路事業︓道路改良⼯事）

活用効果

小

大

設計照査

事業推進上の
課題

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

分類

発注者において
行っている
事柄や意識

地元関係者との交渉、他機関との協議、工事監督・検査・設計変更

活用場面番号活躍場面番号活躍場面番号

BIMCIMモデルとICT施⼯連携⑨4Ｄによる調達計画作成と調達管理のデジタル化⑤起⼯測量による幅杭や切盛境界、構造物端部等の設計照査①

維持管理に向けた施⼯情報記録保持⑩BIM/CIMモデルによる位置出しとICT機器による⽣産性向上⑥4Dによる施⼯上の⼲渉チェック②

BIM/CIMモデル上にセンシングデータを表⽰した安全・環境管理⑦打設ブロック別数量算出による打設⼿順の作成③

点群計測による出来形計測⑧仮設計画の最適化とＩＣＴ機器による⽣産性向上④

＜意識＞ 地元や他機関と合意形成しうる施工か、今後発注する工事に与える影響はないか、工法変更は妥当か、維持管理に引き継ぐための情報は整理されているか、施設管理が容易な設計か

⑤ ⑤ ⑥ ⑧

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

D)容易に
維持管理できる
構造でない

E)構造物の
取り合い
調整不備

C)現地状況相違
による設計
見直し

C)現地状況相違
による設計
見直し

D)容易に
維持管理できる
構造でない

G)施工段階で
利用できない
施工計画

G)施工段階で
利用できない
施工計画

I)出来形検査
に手間が掛か

る

J)施工管理に
手間が掛かる

J)施工管理に
手間が掛かる

J)施工管理に
手間が掛かる

G)施工段階で
利用できない
施工計画

G)施工段階で
利用できない
施工計画

J)施工管理に
手間が掛かる

J)施工管理に
手間が掛かる

J)施工管理に
手間が掛かる

J)施工管理に
手間が掛かる

J)施工管理に
手間が掛かる

J)施工管理に
手間が掛かる

基本条件照査

整合性照査

周辺条件

反映照査

設計手法照査

基準適合性照査

照 査

⑨ ⑩

掘削作業

ケーシング建込

セメントミルク配合

確認/支持層確認

一般部掘削攪拌

打設・天端確認

杭芯確認

・杭芯測量

・段階確認

・支持層確認

・スライム処理

・掘削長検尺

・段階確認

土留変位応力管理

打設杭芯確認 基礎材敷き均し転圧

均しコンクリート

打設養生

足場設置

コンクリート

打設養生

コンクリート

打設養生

支保設置

埋め戻し

基礎材敷き

均し・転圧

均しコンクリート

打設・養生

均しコンクリート

打設・養生

足場設置

補強材(ストリップ)

設置位置まで

敷き均し・締め固め

敷き均し・締め固め

床掘 床掘 床掘敷均し作業

締固め作業

出来形計測

出来形計測

補強土壁工 管渠工 排水構造物工 情報BOX工
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① 起工測量による幅杭や切盛境界、構造物端部等の設計照査BIM/CIM活用場面

活用イメージ施工フェーズ

【ＢＩＭ／ＣＩＭ活用例】道路改良工事業務項目（ LEVEL 0 ）

施工計画・準備工業務項目（ LEVEL 1 ）

・UAV による点群データ収集により起工測量を行い、現況の3D モデルを作成。

・完成3D モデルと比較し切盛り土量算出を実施。完成形と比較することで、設計不整合を

事前に把握した。

活用内容・効果

・3DCAD を操作できる人員がまだ少ないため、全社的に社員への教育が必要である。

活用に対する課題

備考
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② 4Dによる施工上の干渉チェックBIM/CIM活用場面

活用イメージ施工フェーズ

【ＢＩＭ／ＣＩＭ活用例】道路改良工事業務項目（ LEVEL 0 ）

施工計画業務項目（ LEVEL 1 ）

・切土段階施工の施工計画について、コントロールポイントとなる鉄塔、用地への干渉チェッ

クを行う。また、施工計画シミュレーションを行い、施工方法および工程などの実現性を

確認した。

【効果】

・鉄塔や用地への干渉チェックを視覚的に行うことができるため、照査の精度が向上した。

・切土段階施工について、シミュレーション動画で確認することにより、施工計画の妥当性を

円滑に確認することができた。

活用内容・効果

・施工時に活用するシミュレーションモデルは工種毎のタイムスケジュールを入力し、設計時に

作成したものよりも詳細に作成する必要があるため、設計段階のモデルをそのまま利用すること

は困難である（施工時には更新が必要となる）。

活用に対する課題

備考

現況（ｎ年度）

ｎ＋１年度

ｎ＋２年度

ｎ＋３年度

ｎ＋４年度上半期

完成（ｎ＋４年度末）
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③ 打設ブロック別数量算出による打設手順の作成BIM/CIM活用場面

活用イメージ施工フェーズ

【ＢＩＭ／ＣＩＭ活用例】道路改良工事業務項目（ LEVEL 0 ）

施工計画業務項目（ LEVEL 1 ）

・３D データを使って打設予定ブロックの数量を部材毎、打設箇所毎に把握し、数量に応じた打

設所要時間を算定することで、複雑な形状の箇所でも簡単に数量を算出することができるうえ、

計画の妥当性を３次元空間で視覚的に確認できる。

・完成3D モデルと比較し切盛り土量算出を実施。完成形と比較することで、設計不整合を事前

に把握した。

・実際の打設作業では、打設順序や、打ち重ね時間を管理するために、打設方法を関係者に確

実に周知して、管理ポイントや品質リスクに対する認識を共有することが課題となることから、

打設検討に使った３D データを時間軸に沿って動画化したものを作成して、作業前の周知に活

用した。

活用内容・効果

・3DCAD を操作できる人員がまだ少ないため、全社的に社員への教育が必要である。

・点群から地形・地物・線形構造物に分けて、それぞれモデリングを行ったため時間を要した。

活用に対する課題

備考
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④ 仮設計画の最適化とＩＣＴ機器による生産性向上BIM/CIM活用場面

活用イメージ施工フェーズ

【ＢＩＭ／ＣＩＭ活用例】道路改良工事業務項目（ LEVEL 0 ）

準備工業務項目（ LEVEL 1 ）

・既設トンネルの上越し横断道路が新設の拡幅構造物と干渉しないよう、最小限の影響で

仮設桟橋や地盤改良工を施工する必要があった。これらの取合いを3D モデル化して施工計

画および施工管理に活用し、慎重に施工を行った

・完成3D モデルと比較し切盛り土量算出を実施。完成形と比較することで、設計不整合を事前

に把握した。

・作業計画における詳細寸法の確認や安全の妥当性確認、数量計算や資材管理にも利用し、

業務の効率化が図れた。

活用内容・効果

・ CIMの活用

CIM活用には事前準備が必要であり、時間を要する。そのため、モデル作成時間も考慮した

実施計画を立てることが必要となる。

・CIM実施体制

CIMの実施について、関連ソフトの習熟に時間と費用がかかる。社員の活用スキル向上とと

もにCIMオペレータの確保も課題であり、人材確保・教育が取組を推進していくうえでのボトル

ネックとなっている。また、協力業者のCIMへの協力も必要である。

・CIMソフト使用環境

CIM関連ソフトの使用環境について、ソフト導入とハイスペックPCの導入費用がかかる。各社、

クラウドを利用するなど環境整備も進んではいるが、動作環境などの課題も懸念される。

活用に対する課題

備考
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⑤ 4Ｄによる調達計画作成と調達管理のデジタル化BIM/CIM活用場面

活用イメージ施工フェーズ

【ＢＩＭ／ＣＩＭ活用例】道路改良工事業務項目（ LEVEL 0 ）

施工計画・準備工・函渠工・現場打擁壁工業務項目（ LEVEL 1 ）

・BIM/CIMモデルからEPS軽量盛土の部材割付を行って、材料の搬入計画に活用した。

・搬入材料にはQRコードを付与して仮置きから設置までの管理に活用し、進捗管理やトレーサ

ビリティにも応用した。

・BIM/CIMモデル作成の自動プログラムは、材料情報や工事情報といった属性情報をBIM/CIM

モデルに自動的に反映させることができ，データ連携の高度化が図られた。

活用内容・効果

・3Dモデルは、標準のフォーマットが規定されていないため、維持管理を目的とした場合は、管

理者が閲覧可能な標準のフォーマット、プロダクトモデルの整備が急務である。

活用に対する課題

備考
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⑥ BIM/CIMモデルによる位置出しとICT機器による生産性向上BIM/CIM活用場面

活用イメージ施工フェーズ

【ＢＩＭ／ＣＩＭ活用例】道路改良工事業務項目（ LEVEL 0 ）

切土工・基礎工・仮設工・盛土工業務項目（ LEVEL 1 ）

・MG バックホウに完成3D モデルデータを搭載し、丁張レス施工を実施。

・丁張が不要となることで、丁張設置作業が省略され、生産性が向上した。

・オペレーターが運転席を離れて丁張を確認することや、法尻確認測量の待ち時間がなく

なることにより、法面整形作業を20％程度短縮可能となる。

活用内容・効果

・施工箇所の地形条件により、場所によっては位置情報の受信感度が悪くなる。

・重機に設置したシステムに異常が生じた場合、現場職員で早急に対応が出来ない。

・基地局からの位置情報は、施工箇所の地形条件により、受信感度が左右される。

・重機オペレーターによっては、設置されたタッチパネルに抵抗がある、老眼で画面が見
えにくい。

活用に対する課題

備考
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⑦ BIM/CIMモデル上にセンシングデータを表示した安全・環境管理BIM/CIM活用場面

活用イメージ施工フェーズ

【ＢＩＭ／ＣＩＭ活用例】道路改良工事業務項目（ LEVEL 0 ）

仮設工業務項目（ LEVEL 1 ）

・地中不可視部分の施工となる地盤改良体を3次モデルにより「見える化」する。

・事前に深層混合処理丁の位懺情報を登録しておき、打設順序を確認する 。

・現場事務所のタブレット端末でリアルタイムに施工状況を把握する。

・3次モデルヘ施工記録を登録することにより、納品時の簡素化を図る。

【効果】

・施工中にキャビン搭載のパソコン画面でオペレーターが地盤内の施工状況をリアルタイムかつ

視覚的に確認でき、適切な判断ができる。

・オペレーターの確認画面を現場職員のタブレット端末および現場事務所のパソコンで同時に確

認できるため、施丁状況を複数の職員で共有できる。

活用内容・効果

・原地盤の 3 次元地層モデルデータの読み込みと施エデータの連動

・ICT を活用した地盤改良工事の施工管理、成果納品、検査等の基準類策定

活用に対する課題

備考
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⑧ 点群計測による出来形計測BIM/CIM活用場面

活用イメージ施工フェーズ

【ＢＩＭ／ＣＩＭ活用例】道路改良工事業務項目（ LEVEL 0 ）

盛土工・法面工業務項目（ LEVEL 1 ）

・UAV による点群データ収集により起工測量を行い、現況の3D モデルを作成。

・完成3D モデルと比較し切盛り土量算出を実施。完成形と比較することで、設計不整合を

事前に把握した。

活用内容・効果

・3DCAD を操作できる人員がまだ少ないため、全社的に社員への教育が必要である。

活用に対する課題

備考
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業務種目

業務項目

設計フェーズ

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

橋梁詳細設計 橋梁下部工工事

施工

作業項目

（LEVEL 2）

線形計算

• 道路線形計算

• 下部工位置

• 主構線形計画

• 下部工座標計算

構造解析

• 格子解析

• 動的解析等

上部工応力計算

下部工応力計算

基礎工応力計算

付属物設計

• 支承

• 落橋防止装置

• 高欄

• 照明

• 伸縮装置

• 排水装置

• 点検用通路

上下部工
取合い設計

• 線形計算(Z値)

• 部材厚

• 支承高さ

• モルタル厚

• 橋座面計画

設計計算書

詳細設計計算

5
■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作業時間短縮及び人
員削減に効果があると考えられるもの

※効果の「小」「大」は、定性的評価

BIM/CIM活用場面活用効果

小

大

：後工程でのトラブル防止効果

発注者において
行っている
事柄や意識

過年度成果の探索、整理

占用物件の整理 ＜ 意識 ＞ 地元や他機関の合意が得られる設計か 工事完了後もクレームが生じないか 今後発注する工事に資する設計か 施設管理が容易な設計か

地元関係者との交渉、他機関との協議 成果物の照査

事業推進上の
課題

H)地元・他機関協議に時間を要する

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その１）（道路事業︓橋梁詳細設計）

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

分類

⑤① ① ③② ④② ⑥ ③② ⑤ ③② ⑦

A)過年度成果
確認に時間を
要する

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

G)施工段階で
利用できない
施工計画

D)容易に維持
管理できる構
造でない

E)構造物の
取り合い調
整不備

D)容易に維持
管理できる構
造でない

E)構造物の
取り合い調
整不備

G)施工段階で
利用できない
施工計画

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

C)現地状況
相違による
設計見直し

B)支障物の
確認漏れ

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

E)構造物の
取り合い調
整不備

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

G)施工段階で
利用できない
施工計画

既往の地質調査結果と現地踏査で現地状況を３Dで
捕捉（地質リスク）（支障物件）
例；軟弱地盤、埋没転石、表面流水・地下水・湧水

地下埋設管、架空線等

B)支障物の
確認漏れ

A)過年度成果
確認に時間を
要する

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

既往調査や現地踏査から軟弱地盤の状態を３Dで捕捉し、それに応じた設計を実施
（地質リスクに伴い生じうる事象）
例；基礎地盤の状態変化、地中転石による工法変更、供用後に橋梁接続部沈下

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

G)施工段階で
利用できない
施工計画

活用場面番号活用場面番号

BIM/CIMモデルで支障物件把握し対外説明⑤一元管理したBIM/CIMデータを活用し過去記録を参照①

BIM/CIMモデルを活用し維持管理に配慮した構造⑥BIM/CIMモデルを活用した対外説明②

BIM/CIMモデルを活用し設計ミス等を照査⑦BIM/CIMを活用し現地状況を反映した設計③

既設構造物モデルとBIM/CIMモデルを活用し、施工可能な設計④

③② ⑥④③② ⑥④ ③② ⑥④

設計計画

業務内容把握

現地踏査

資料収集

• 地形図

• 測量図

• 測量成果(座標)

• 地質調査結果

• 幅杭図(座標)

• 支障物件資料

• 設計基準

上流成果把握

• 道路設計結果

• 予備設計結果

業務計画書

設計条件確認

線形条件検討

• 線形要素

• 拡幅、緩和区間

• 幅員構成

地形・地質
条件検討

• 地質縦断

• 柱状図、定数

• 地盤種別

• 設計震度

施工条件検討

• 近接施工、環境

• 交通切り回し

• 搬入経路

• 施工ヤード

荷重条件検討

• 交通量、活荷重

• 雪荷重

• 特殊荷重

交差条件検討

<河川条件検討>

• 流心方向/断面

• 径間長

• 橋脚設置範囲

<交差道路検討>

• 幅員構成

• 地下埋設物

• 導流路、視距

• 建築限界

上部工計画
下部・基礎工

計画
デザイン検討 一般図作成

上部工構造検討

• 構造形式

• 桁配置

• 主構

• 床板

• 舗装

下部工構造検討

• 構造形式

• 構造髙

• 橋座幅

• 断面形状検討

• 張出し長、梁高

周辺環境検討

• 地域計画確認

• 都市計画確認

• 環境配慮事項

• 地域住民ニーズ

全体一般図作成

• 地形図CAD変換

• 平面図

• 縦断図

• 横断図

• 下部工断面図

• 設計条件表

(A1版サイズ)
支承条件検討

• 支間割り検討

• 支承条件

• 支承形式

形状デザイン

• 上部構造形状検討

• 下部構造形状検討

• 模型、パース作成

基礎工構造検討

• 基礎地盤評価

• 層厚、N値

• 支持力検討

• 支持層検討

• 基礎形式検討

• 杭種杭径比較付属物検討

• 落橋防止装置

• 添架物

• 高欄

• 照明

• 伸縮装置

• 排水装置

• 点検用通路

架設方法検討

• 部分重量、長さ

• 資材運搬ルート

• 架設方法

• 架設計画図

施工計画書

施工計画書

施工方法検討

• 施工方法検討

• 仮設計画図

共通図

• 位置図

• 道路線形図

• 種構線形図

上部工設計図

• 構造一般図

• 種構構造詳細図

• 床板配筋図

下部工設計図

• 下部工構造図

• 配筋図

• 基礎杭詳細図

• 下部工座標図

付属物設計図

• 支承

• 落橋防止装置

• 高欄

• 照明

• 伸縮装置

• 排水装置

• 点検用通路

土留、締切
方法の検討

• 木曽路版評価

• 層厚、N値

• 土留形式検討

詳細図作成 数量計算 施工計画 仮構造物設計 照査

上部工数量計算

下部工数量計算

付属物数量計算

数量集計表作成

数量計算書

土留壁設計

土留壁応力計算

土留壁数量計算

数量計算書

下部工施工計画

施工計画書

基本条件照査

整合性照査

周辺条件
反映照査

設計手法照査

基準適合性照査

上下部取合い
照査
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業務種目

業務項目

フェーズ

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

橋梁下部工工事

作業項目

（LEVEL 2）

仮置残土埋戻し

作業残土処理

鋼管搬入

• 鋼管検査

スペーサー溶接

鋼管現場溶接

• 先行溶接

• 段階確認

杭芯確認

• 杭芯測量

• 段階確認

一般部掘削
攪拌

• セメントミルク

配合確認

• 支持層確認

先行掘削

口元管設置

先端部掘削
攪拌

• セメントミルク

配合確認

ビット引上げ
(攪拌)

鋼管建込み

• 建込溶接

• 段階確認

口元管引抜き

鋼管定着保持

機器据え付け

掘削

• 支持層確認

• スライム処理

• 掘削長検尺

• 段階確認

鉄筋籠組立て

• 鉄筋籠組立て

• 段階確認

ケージング
建込み

鉄筋籠建込み

埋戻し

トレミー管
建込み

コンクリート
打設

• 打設

• 天端確認

撤去

• トレミー管引抜き

• ケーシング引抜き

打設杭芯確認

ブラケット
取り付け

定規設置

鋼矢板建込

鋼矢板打設

一時掘削

腹起し設置

切梁設置

切梁撤去

仮置残土埋戻し

鋼矢板撤去

腹起こし撤去

ブラケット撤去

銘板制作
(工場)

銘板設置

足場撤去

足場設置

ホールイン
アンカー取付

一時掘削

作業残土処理

埋戻し用
残土仮置き

床付け

杭頭処理

杭頭鉄筋組立

• 杭頭鉄筋組立

• 段階確認

基礎材敷均し

均し
コンクリート工

足場組立

鉄筋工

• 鉄筋組立

• 段階確認

コンクリート
打設

• コンクリート打設

• 段階確認

型枠工

型枠解体

底
板

足場・支持工
組立

鉄筋工

• 鉄筋組立

• 段階確認

コンクリート
打設

• コンクリート打設

• 段階確認

型枠工

型枠解体

柱
・
壁

検査命令書
作成

検査準備

検査

検査調書作成

工事引渡書
作成

整地

工事用給排水
設備工撤去

工事用電力
設備工撤去

作業ヤード撤去

搬出入路撤去

現場事務所撤去

■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作業時間短縮及び人
員削減に効果があると考えられるもの

※効果の「小」「大」は、定性的評価

BIM/CIM活用場面活用効果

小

大

活用場面番号活用場面番号

BIM/CIMモデルで支障物件把握し対外説明⑤一元管理したBIM/CIMデータを活用し過去記録を参照①

BIM/CIMモデルを活用し維持管理に必要な情報を伝達⑥BIM/CIMモデルを活用した対外説明②

BIM/CIMモデルを活用し設計ミス等を照査⑦BIM/CIMを活用し現地状況を反映した設計変更及び施工③

既設構造物モデルとBIM/CIMモデルを活用し、施工計画④

：後工程でのトラブル防止効果

発注者において
行っている
事柄や意識

事業推進上
の課題

H)地元・他機関協議に時間を要する

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その１）（道路事業︓橋梁下部⼯⼯事）

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

分類

③② ⑥③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥③② ④ ②⑤ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥

橋梁上部工工事

施工

B)支障物の
確認漏れ

C)現地状況
相違による
設計見直し

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

施工

＜地元への工事説明＞ 地元関係者との交渉、他機関との協議、工事監督・検査・設計変更

＜意識＞ 地元や他機関と合意形成しうる施工か 工法変更は妥当か 施設管理が容易な構造か

C)現地状況
相違による
設計見直し

（地質リスクに伴い生じうる事象）
例；ボイリング・盤ぶくれ

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

（地質リスクに伴い生じうる事象）
例；杭工の打ち止め、杭変形・破損

施工計画

工事内容把握

検討

• 施工方法検討

• 工法比較検討

• 経済性検討

• 施工数量算出

施工計画

• 工程計画

• 現場組織計画

• 工事機械計画

• 資材計画

• 施工方法

• 施工管理計画

• 緊急時体制

• 交通管理

• 安全管理

• 仮設備管理

• 環境対策

• 再資源利用

• 建設副産物処理

計画

施工計画書

準備工

測量

測量

搬出入路工

工事用給排水
電力設備工

現場事務所

基礎工
(鋼管杭)

基礎工
(場所打杭)

仮設工
(土留、締切)

作業土工
(床掘工)

基礎工
(杭頭処理)

橋脚躯体工
作業土工

(埋戻し工)
仮設工撤去 雑工(銘板) 片付け工 竣工検査
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業務種目

業務項目

施工フェーズ

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

橋梁上部工工事

作業項目

（LEVEL 2）

整地

ベント基礎設置

ベント設備組立

天端計測

支承据付工

支承溶接工

整地

作業ヤード撤去

搬出入路撤去

工事用給排水
設備工撤去

工事用電力
設備工撤去

現場事務所
撤去

伸縮装置
設置工

排水装置
設置工

落橋防止
装置工

タッチアップ

中塗り

上塗り

塗装検査

桁構造地組立工

足場組立工

高力ボルト
本締め工

桁架設工

• ﾄﾗｯｸﾚｰﾝ設置

• 部材吊上げ架設

• ドリフトピン

• 仮締ボルト

橋面舗装工

防護柵設置工

照明柱設置工

標識柱設置工

検査命令書
作成

検査準備

検査

検査調書作成

工事引渡書
作成

床板型枠支保工

コンクリート
打設

• コンクリート打設

• 段階確認

床版型枠工

鉄筋組立て

床板型枠撤去

床
板

コンクリート
打設

• コンクリート打設

• 段階確認

地覆部型枠工

鉄筋組立て

地覆型枠撤去

地
覆

■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作業時間短縮及び人
員削減に効果があると考えられるもの

※効果の「小」「大」は、定性的評価

BIM/CIM活用場面活用効果

小

大

活用場面番号活用場面番号

BIM/CIMモデルで支障物件把握し対外説明⑤一元管理したBIM/CIMデータを活用し過去記録を参照①

BIM/CIMモデルを活用し維持管理に必要な情報を伝達⑥BIM/CIMモデルを活用した対外説明②

BIM/CIMモデルを活用し設計ミス等を照査⑦BIM/CIMを活用し現地状況を反映した設計変更及び施工③

既設構造物モデルとBIM/CIMモデルを活用し、施工計画④

：後工程でのトラブル防止効果

発注者において
行っている
事柄や意識

事業推進上の
課題

H)地元・他機関協議に時間を要する

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その１）（道路事業︓橋梁上部⼯⼯事）

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

分類

③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥②③② ④ ⑤ ③② ⑥ ③② ⑥

B)支障物の
確認漏れ

C)現地状況
相違による
設計見直し

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

＜地元への工事説明＞ 地元関係者との交渉、他機関との協議、工事監督・検査・設計変更

＜意識＞ 地元や他機関と合意形成しうる施工か 工法変更は妥当か 施設管理が容易な構造か

架設計画

• 架設方法検討

• 工法比較検討

• 経済性検討

• 施工数量算出

工事内容把握

検討

• 工程計画

• 現場組織計画

• 工事機械計画

• 資材計画

• 架設方法

• 施工管理計画

• 緊急時体制

• 交通管理

• 安全管理

• 仮設備管理

• 環境対策

• 再資源利用

• 建設副産物処理

計画

施工計画

施工計画書

準備工

測量

測量

搬出入路工

工事用給排水
電力設備工

機材搬入

現場事務所

作業ヤード設置

架設支保工 支承設置工 現場塗装 橋面工 撤去工桁架設工 付属物設置工 竣工検査床版工
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

・

①

②

③ 【ａｆｔｅｒ】

④

⑤

・ 電子納品保管管理システム（★）（③対応）

・ 国土交通省データプラットフォームの活用（★）（③対応）

・

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（④⑤対応）

ＤＸデータセンターの概要

出典：第１１回 ＢＩＭ／ＣＩＭ推進委員会　R6.2.22 P.40
備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

事業全体のＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成し、業務データを紐づけすることで、３次
元可視化により事業概要の把握が容易となるとともに、各種データの一元管理が可
能となる。

業務発注前に、過年度までの発注業務内容と既存データが速やかに確認でき、後工
程での発注が効率的に行える。

業務発注前に、過年度までの申し送り事項を確認し、業務着手時に受注者（コンサ
ル等）へ的確に指示ができ、不要な検討時間を削減できる。

事業途中、事業完了後を含めて、災害発生時などの復旧対応が必要となる際に、既
存データの確認に要する時間を削減できる。

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

管理すべき業務データ容量が膨大であるため、データ保存用のサーバが必要とな
る。

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（⑤対
応）

橋梁設計

橋梁詳細設計

設計計画、設計条件確認

① 一元管理したＢＩＭ／ＣＩＭデータを活用し過去記録を参照

事業推進や後工程へ引き継ぐために必要な属性情報（段階別の情報種別、具体的内
容・項目、用途、記載方法等）が統一されていない。

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルと後工程に引き継ぐ管理データを紐づけるシステムの構築が
必要となる。

BIM/CIM活用場面

フェーズ

業務項目（ LEVEL 0 ）

業務項目（ LEVEL 1 ）

活用に対する課題

活用内容・効果

【既往文献】

・文化財

・地すべり etc

【既往成果】

・測量データ

・地質･土質記録

・予備設計成果

・地元協議 etc

２次元図面

属性情報【受注者】
【発注者】

事業全体の橋梁構

造はどうなってい

るか？
関係機関協議の

実施状況を確認

したい。

過去のデータを

速やかに参照し

たい。

・ＢＩＭ/ＣＩＭモデル(３次元可視化)で全体構造が

速やかに把握できる。
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

①

②

【ａｆｔｅｒ】
③

④

⑤

・

・

・ ＩＦＣ検定に対応したソフトウェアの実装（ＯＣＦ協会）（⑤対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用のプロセスマップ（案）(★)（③対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（③対応）

・ BIM/CIM活用事例集(★)（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（⑤対応） 対外説明（事業説明、地元説明等）活用イメージ

出典：国道２号橋梁予備設計業務

BIM/CIM活用場面 ② ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用した対外説明

フェーズ 橋梁設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 橋梁詳細設計

業務項目（ LEVEL 1 ）
上部工計画、下部・基礎工計画、デザイン検討、一般図作成、詳細図作成、
施工計画、仮設構造物設計

活用内容・効果

３次元可視化により、多数の２次元図面を見ることなく構造が確認できるため、課
題の共有化が図られ、検討時間の短縮に繋がる。

３次元可視化により、構造物のイメージが3次元で共有できるため、関係者（地
元、関係機関）との合意が速やかに得られやすくなり、工事完成物に対するクレー
ムも生じにくくなる。

支障物件（埋設配管等）の３次元可視化により、移転や迂回等の必要性を設計段階
等で把握しやすくなるため、関係機関との調整を速やかに図ることができ、後工程
での手戻り防止も図られる。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

対外説明場面に対して、どのようなレベルのＢＩＭ／ＣＩＭモデルが適切か整理
（活用目的に応じたモデルの作り込みに関する整理）が必要となる。

対外説明や複雑な構造部分のＢＩＭ／ＣＩＭモデル作成では、２次元図面を基に３
次元モデル作成を行うケースが多く、作業量や作成費用が増加する。

業者間でＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成するソフトウェアが異なる場合、データの互
換性に課題があり、データの引継ぎや後工程での利用が難しい場合がある。

備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（③対
応）

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

【地元】
【周辺道路利用者】

２次元図面

自宅から見ると

どのようなもの

ができるのか？

安全に運転でき

る構造になって

いるか？

・ＢＩＭ/ＣＩＭモデル(３次元可視化)で合意形成促進に期待

・鳥瞰的な視点による事業概要説明だけでなく、利用者目線

での説明がどの位置からでも可能である。

橋梁位置周辺環境

完成イメージ(歩道橋付近) 歩行者視点(歩道橋より)

運転者視点

巻末資料2 - 26



発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

・

① 【ａｆｔｅｒ】

②

③

・

・ 設計・施工のための点群データ活用ガイドライン（案）（★）（③対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（③対応）

出典：令和３年度藤生長野ＢＰ藤生高架橋外橋梁予備設計業務

BIM/CIM活用場面 ③ ＢＩＭ／ＣＩＭを活用し現地状況を反映した設計

フェーズ 橋梁設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 橋梁詳細設計

業務項目（ LEVEL 1 ）
上部工計画、下部・基礎工計画、デザイン検討、一般図作成、施工計画、仮設構造物
設計

活用内容・効果

３次元可視化により、設計成果が現地状況を反映した設計（地域の生活環境や近接
物件を見越した設計、幅杭内での計画等）となっているかを具体的に確認できる。

現地測量時にレーザ測量やＵＡＶ測量で、地形改変状況を把握し、その測量成果を
踏まえた地形モデルにすることで、現地状況を反映した設計が可能となり、手戻り
防止が図られる。

事業プロセスの各段階で用いるＩＣＴ機器等が活用可能な３次元モデルを作成する
ことで、後工程においてモデル作成の負担軽減が図られる。

地元交渉困難地区でも概略検討が可能となり、事業推進に向けて効果が期待でき
る。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

測量成果にある地形データは、２次元、点群、サーフェスの各データであり、３次
元設計で活用できるデータになっていないため、設計ではそのまま使用できない。

備考

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

i-Construction推進のための３次元数値地形図データ作成マニュアル（国土地理
院）⇒地図情報レベル500以上（詳細設計までを対象）（★）（③対応）

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

２次元図面

【発注者】

２次元の平面図だけ

では現地状況がつか

みづらい。

家屋、生活道路、用水路など機能復旧に必要な構造物

等のほか、埋設管路、電柱等の支障物等、3次元で可

視化し適確に現地状況を反映した設計ができる。

全体モデル

A1橋台右側 A1橋台左側

点群データと3次元モデルを

統合させることにより、近

接する民家との位置関係や

高さ関係を確認した。

巻末資料2 - 27



発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

④

⑤

・

・

・ BIM/CIM活用事例集(★)（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（⑤対応）

出典：平成30年度福山道路外設計業務（点群）、国道２号大樋橋西高架橋工事（４Ｄ）

BIM/CIM活用場面 ④ 既設構造物モデルとＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用し、施工可能な設計

フェーズ 橋梁設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 橋梁詳細設計

業務項目（ LEVEL 1 ） 上部工計画、下部・基礎工計画、一般図作成、詳細図作成

活用内容・効果

既設構造物や現場状況を３次元データにより再現し、近接状況や生活環境影響等を
見越した３次元設計を行うことにより、施工可能な設計を行うことができ、後工程
での手戻り防止が図られる。

時間軸の要素を組み込んだ４次元設計（４Ｄ設計）を行うことにより、工事ステッ
プ毎に重機や仮設材の配置確認など現場リスクの可視化が可能となり、施工段階で
の手戻り防止が図られる。

３次元可視化により、構造物のイメージが3次元で共有できるため、関係者（地
元、関係機関）との合意が速やかに得られやすくなり、工事完成物に対するクレー
ムも生じにくくなる。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

竣工図等がない既設構造物は、点群データを活用し外形等の確認は可能であるが、
地中部等の可視化できない範囲のモデル化が困難である。

既設構造物モデルを点群データにより作成する場合、点群データのノイズ処理等に
時間と費用が発生する。

現地状況等により、施工段階において設計時に作成した施工計画のモデルをそのま
ま利用できない場合は、そのモデル変更に時間を要する。

備考

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（③対
応）

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

既設構造物モデルは点群データ

新設橋梁

既設歩道橋

【発注者】 【受注者】

【受注者】

【受注者】

Step1 地組開始状態 Step2 ベント配置

Step3 一括架設部地組立 Step4 移動式台車への盛替え

Step5 一括架設 Step6 側径間の架設その1

Step7 側径間の架設その2

BIM/CIMモデルによる４Ｄ活用検討

既設に影響な

いか確認が必

要。

交通量が多く

簡単に測量で

きない。

点群データを活用

し、現道交通に対

する影響と測量時

間を縮減できた。

BIM/CIMモデルに時間

軸を追加し、工程内で

無理のない架設を検討

できた。
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

出典：国道２号大樋橋西高架橋工事

④

⑤

・ ＤＸデータセンターの活用（★）（③対応）

・

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（⑤対応）

・ BIM/CIM活用事例集(★)（⑤対応）

出典：令和２年度総社一宮バイパス下池橋梁設計他業務

BIM/CIM活用場面 ⑤ ＢＩＭ／ＣＩＭモデルで支障物件把握し対外説明

フェーズ 橋梁設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 橋梁詳細設計

業務項目（ LEVEL 1 ） 設計計画、施工計画

活用内容・効果

3次元可視化により、現場状況から支障となる電柱、信号、水路等の既設物件や構
造物に対して干渉チェックを行い、移転が必要な物件等を的確に把握し、事前に移
転手続きを行う事で工事着手後の手戻り防止が図られる。

３次元可視化により、移転対象施設や近隣施設利用者との合意が速やかに得られや
すくなり、信号確認が困難などの工事完成後のクレームも生じにくくなる。

３次元モデル作成により、従来の２次元図面と異なり、支障影響等について断面だ
けではなく全貌を立体的に確認することができ、後工程での手戻り防止が図られ
る。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

点群データは、データ密度によって詳細な現地支障物件の表現が可能となるが、
データ容量が大きくなる傾向にあり、計算ソフト上での処理が困難となる場合があ
る。

細部が必要となる場合での点群データのノイズ処理には、自動化では出来ないため
時間と費用が発生する。

電柱、信号、水路等の既設物件や構造物などを含め、干渉確認のためのＢＩＭ／Ｃ
ＩＭモデル作成は、詳細度レベルが高くなるため時間と費用が発生する。

備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

新設橋梁

既設信号

【発注者】

信号

３Dモデル

既設電線

Case.1 利用者の視距確認 Case.2 工事用車両の通行可否確認

工事車両の通行に既設

電線が支障になる。

電柱や信号機、標識、

地下埋設物など工事

に支障となるものは

ないか？

モデルによるJR協議

JRと送電線からの離隔確保の確認

現地点群データに、３次元モデルを投影 信号位置変更状況
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

（※維持管理スペース、施設点検通路、残存樹木・流水処理など）

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

④

⑤

・ ＩＦＣ検定に対応したソフトウェアの実装（ＯＣＦ協会）（④対応）

・ 国土交通省データプラットフォームの活用（★）（⑤対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）（★）（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（④⑤対応）

業務項目（ LEVEL 1 ） 上部工計画、下部・基礎工計画、一般図作成、詳細図作成

活用内容・効果

３次元可視化により、将来の維持管理が容易な構造かどうかの視点※で、管理担当
部署と設計段階から円滑かつ速やかに確認することが可能となり、工事完成物に対
する維持管理上の問題が削減される。

BIM/CIM活用場面 ⑥ ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用し維持管理に配慮した構造

フェーズ 橋梁設計

業務項目（ LEVEL 0 ） 橋梁詳細設計

備考

統合モデルを活用し、後工程で活用可能な属性情報を付与し、維持管理段階での
データ検索の時間を削減する。

工事中に生じた地形変状などの事象をＢＩＭ／ＣＩＭモデルに記録することによ
り、維持管理段階において注視すべき個所として巡回点検することが可能となる。
また、定期点検時にＩＣＴ機器を用いた調査測量を行う事で、変状進行の程度を３
次元的に可視化でき、予防的に必要な措置を行うことが可能となり、将来的な被害
発生リスクの軽減が図られる。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

維持管理段階において必要とされる情報（データ形式）と、統合モデルによる引継
ぎ（属性情報の付与方法）が統一されていない。

業者間でＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成するソフトウェアが異なる場合、データの互
換性に課題があり、データの引継ぎや後工程での利用が難しい場合がある。

統合モデルとして整備されるソフトウェアおよび納品データの様式が定まっていな
い。

【発注者】

【発注者】
3D モデルによっ

て検査路の干渉を

確認できた。

出典：三隅・益田道路古市場第１高架橋鋼上部工事 出典：金ノ口川橋橋梁詳細設計業務

【発注者】 桁間隔が狭いため、

3Dモデルにより維持

管理スペースが確保

できているか確認で

きた。

２次元図面

維持管理が容易な構

造になっているか確

認が必要。

【発注者】
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業務種目

業務項目

設計フェーズ

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

トンネル本体詳細設計
トンネル施設設計

トンネル本体工事

トンネル施設設計

施工

作業項目

（LEVEL 2）

数量計算書

数量計算書

数量計算書 数量計算書

■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作業時間短縮及び人
員削減に効果があると考えられるもの

※効果の「小」「大」は、定性的評価

BIM/CIM活用場面活用効果

小

大

：後工程でのトラブル防止効果

発注者において
行っている
事柄や意識

過年度成果の探索、整理

占用物件の整理 ＜ 意識 ＞ 地元や他機関の合意が得られる設計か 工事完了後もクレームが生じないか 今後発注する工事に資する設計か 施設管理が容易な設計か

地元関係者との交渉、他機関との協議 成果物の照査

事業推進上の
課題

H)地元・他機関協議に時間を要する

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その１）（道路事業︓トンネル本体詳細設計）

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

分類

③② ⑥ ③② ⑤① ⑤ ⑦

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

C)現地状況
相違による
設計見直し

A)過年度成果
確認に時間を
要する

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

C)現地状況
相違による
設計見直し

E)構造物の
取り合い調
整不備

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

G)施工段階で
利用できない
施工計画

B)支障物の
確認漏れ

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

既往の地質調査結果と現地踏査で
現地状況を３Dで捕捉（地質リス
ク）
例；地すべり、埋没転石、表面流
水・地下水・湧水

B)支障物の
確認漏れ

A)過年度成果
確認に時間を
要する

B)支障物の
確認漏れ

既往調査や現地踏査から地盤の状態
を３Dで捕捉し、それに応じた設計
を実施
（地質リスクに伴い生じうる事象）
例；地すべり、切羽崩壊、突発湧水

既往調査や現地踏査から地盤の状態を３Dで捕捉し、それ
に応じた設計を実施（地質リスクに伴い生じうる事象）
例；地すべり、抱き擁壁等の支持力不足、沢枯れ、

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

G)施工段階で
利用できない
施工計画

C)現地状況
相違による
設計見直し

D)容易に維持
管理できる構
造でない

活用場面番号活用場面番号

BIM/CIMモデルで支障物件把握し対外説明⑤一元管理したBIM/CIMデータを活用し過去記録を参照①

BIM/CIMモデルを活用し維持管理に配慮した構造⑥BIM/CIMモデルを活用した対外説明②

BIM/CIMモデルを活用し設計ミス等を照査⑦BIM/CIMを活用し現地状況を反映した設計③

既設構造物モデルとBIM/CIMモデルを活用し、施工可能な設計④

③② ⑥④ ③② ⑥④ ③② ⑥④ ③② ⑥④① ③② ⑥④③② ⑥④

• 道路設計成果

• 地質調査成果

• 測量成果

設計計画

業務内容把握

現地踏査

資料収集

業務計画書

現地踏査

現地踏査

踏査計画

踏査結果整理

設計条件確認

• 道路企画

• 設計速度

• 計画交通量

• 幅員構成

• 建築限界 等

道路設計
条件確認

• 平面線形

• 縦断線形

• 横断勾配

道路幾何構造
条件確認

<条件検討>

• 必要余裕量

• ﾄﾗｲｱﾙ計算条件

<断面検討>

• ﾄﾗｲｱﾙ計算

• 計算結果整理

• ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状検討

内空断面設計

<条件整理>

・地形・地質

・岩石試験結果

・N値 等

<地山分類>

・坑口部区間設定

・一般部地山分類

地山分類

• 標準支保パターン

• 適用の検討

• 支保工の設計

• 補助工法の検討

支保工設計

• 測量方式

• 掘削工法

• その他

施工方法検討

• 地質断面図

• 標準断面図

• 支保パターン図

• 補強鉄筋図 等

図面作成

数量計算書

本体工設計

• 地形

• 地質

• その他

検討条件整理

• 全体平面図

• 全体縦断図

• 坑門工平面図

• 坑門工一般図

図面作成

• 坑口位置比較

• 坑門形式比較

比較検討

坑門工比較設計 坑門工設計 防水工設計 排水工設計 舗装工設計 非常用施設設計
施工計画・
仮設備計画

照査

• 使用材料の規格

• 許容応力度

• 荷重条件

• その他

条件検討

構造計算

トンネル等級の
検討

施工計画書

基本条件照査

細部条件照査

成果品照査

• 使用材料

• 規格 等

詳細設計

• 使用材料

• 規格 等

詳細設計

• 擁壁工

• 法面工

• その他

付帯工設計
（必要に応じ）

• 排水系統図

• 排水工詳細図

• 流末処理工図

図面作成 • 木曽路版評価

• 層厚、N値

• 土留形式検討

トンネル等級の
検討

• 舗装種別

• 舗装構成

• 舗装厚

• 路盤厚 等

詳細設計

• 坑門工配筋図

<必要に応じ>

• 擁壁工図

• 法枠工図

• その他

図面作成

• 施工方法

• 施工順序

• 施工機械

• 工事工程計画

• 施工ヤード計画

• 計画計測

施工計画

• 騒音、振動

• その他

環境保全対策

• 仮設備

• 仮設備配置

• ずり処理

• 工事用電力設備

仮設備計画

• 防水工図

図面作成

• 舗装工詳細図

図面作成

• 工事工程表

• 仮設備配置図

• 坑口付施工図

• 加背割図

• 計測工割付図

• 計測工図

• その他

図面作成
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業務種目

業務項目

施工フェーズ

（LEVEL 0）

（LEVEL 1）

トンネル本体工事

作業項目
(LEVEL 2)

坑口付切土及び
明り掘削

モルタル吹付

銅アーチ支保工
建込

山形鋼溶接
(機材設置)

外型枠(ｷｰｽﾄﾝﾌﾟ
ﾚｰﾄ)設置

土嚢・上載土

金網取付

吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

計測A(必須)

• 坑内観察調査

• 天端・脚部沈下測

定

• 内空変位測定

• 地表面沈下測定

計測B(必要に応
じて実施)

• 地山試料試験

• 坑内地中変位測定

• ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ応力測定

• 吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ応力測

定

• 鋼ｱｰﾁ支保工応力

測定 等

ｽﾗｲﾄﾞｾﾝﾄﾙ
解体・撤去

床掘掘削

排水工設置

• 中央排水工

• 横断排水工

• 路側排水工

資機材搬入

路盤工

型枠設置

ﾊﾞｰｱｾﾝﾌﾞﾘ
設置

ｺﾝｸﾘｰﾄ敷均し
(下層)

鉄鋼・補強鉄筋
設置

ｺﾝｸﾘｰﾄ敷均し
(上層)

ｲﾝﾊﾞｰﾄ掘削

ずり搬出

型枠設置＋
補強鉄筋組立

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
打設

締固め・養生

型枠撤去

埋戻し

防水工作業台車
組立

防水工作業台車
解体・撤去

防水工作業台車
移動・設置

防水シート張

ｽﾗｲﾄﾞｾﾝﾄﾙ
組立

補強鉄筋組立

ｽﾗｲﾄﾞｾﾝﾄﾙ
移動・設置

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車
搬入

覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設

締固め・養生

足場・支保工
設置

鉄筋組立

型枠設置

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車
搬入

坑門工ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設

締固め・養生

足場・支保工
解体

法面工

擁壁工

坑口廻り排水工
・流末処理工

銘板制作(工場)

足場設置

ホールイン
アンカー取付

銘板設置

足場撤去

工事用給排水
設備工撤去

工事用電力
設備工撤去

仮設備撤去

施工ﾔｰﾄﾞ整地

現場事務所
撤去

検査命令書作成

検査準備

検査

検査調書作成

工事引渡書作成

締固め

目地打込

仕上げ・養生

目地切り・清掃

目地材充填

型枠撤去

上半鏡吹付工

上半掘削

• 掘削(発破or機械)

• ずり出し

上半支保

• 一次吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

• 鋼ｱｰﾁ支保工建込

• 金網取付

• 二次吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

• ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ打設

下半鏡吹付工

下半掘削

• 掘削(発破or機械)

• ずり出し

下半支保

• 一次吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

• 鋼ｱｰﾁ支保工建込

• 金網取付

• 二次吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

• ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ打設

サ
イ
ク
ル
施
工

サ
イ
ク
ル
施
工

観察・計測結果を
掘削工にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

■活用効果の目安
小：活用効果ある
大：活用効果が大きい
※活用効果は、BIM/CIM活用することで作業時間短縮及び人
員削減に効果があると考えられるもの

※効果の「小」「大」は、定性的評価

BIM/CIM活用場面活用効果

小

大

活用場面番号活用場面番号

BIM/CIMモデルで支障物件把握し対外説明⑤一元管理したBIM/CIMデータを活用し過去記録を参照①

BIM/CIMモデルを活用し維持管理に必要な情報を伝達⑥BIM/CIMモデルを活用した対外説明②

BIM/CIMモデルを活用し設計ミス等を照査⑦BIM/CIMを活用し現地状況を反映した設計変更及び施工③

既設構造物モデルとBIM/CIMモデルを活用し、施工計画④

：後工程でのトラブル防止効果

発注者において
行っている
事柄や意識

事業推進
上の課題

H)地元・他機関協議に時間を要する

発注者の視点
BIM/CIM活⽤場⾯とその効果（その１）（道路事業︓トンネル本体⼯事）

⾮効率

⼿戻り発⽣

完成後や
その後の
管理で課
題発⽣

分類

③② ⑥③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥ ③② ⑥③② ④ ⑤ ②

F)生活環境に
影響の少ない
施工方法

G)施工段階で
利用できない
施工計画

B)支障物の
確認漏れ

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

＜地元への工事説明＞ 地元関係者との交渉、他機関との協議、工事監督・検査・設計変更

＜意識＞ 地元や他機関と合意形成しうる施工か 工法変更は妥当か 施設管理が容易な構造か

（地質リスクに伴い生じうる事象）
例；切土中に崩壊、切羽・天端崩落、盤ぶくれ、側方押し出し、支持力不足

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

C)現地状況
相違による
設計見直し

施工方法検討

経済性検討

施工数量算出

検討

地形、地質

地下水

動力源

施工方法

材料の供給源

労務関係

用地買収状況

環境保全基準

その他課題 等

事前調査

工事内容把握

施工計画書

施工計画

工程計画

現場組織計画

施工機械

主要資材

施工方法

施工管理計画

緊急時体制

交通管理

安全管理

仮設備管理

環境対策

再資源利用

建設副産物処理

計画

架設計画 準備工

測量

搬出入路工

施工ヤード整地

仮設備設置

工事用給排水
電力設備工

施工機械搬入

現場事務所

坑口付施工 掘削工 インバート工 観察・計測工 防水工 坑門工 排水工覆工 舗装工 雑工(銘板) 片付け工 竣工検査
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

・

①

②

③ 【ａｆｔｅｒ】

④

⑤

・ 電子納品保管管理システム（★）（③対応）

・ 国土交通省データプラットフォームの活用（★）（③対応）

・

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（④⑤対応）

ＤＸデータセンターの概要

出典：第１１回 ＢＩＭ／ＣＩＭ推進委員会　R6.2.22 P.40
備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

事業全体のＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成し、業務データを紐づけすることで、３次
元可視化により事業概要の把握が容易となるとともに、各種データの一元管理が可
能となる。

業務発注前に、過年度までの発注業務内容と既存データが速やかに確認でき、後工
程での発注が効率的に行える。

業務発注前に、過年度までの申し送り事項を確認し、業務着手時に受注者（コンサ
ル等）へ的確に指示ができ、不要な検討時間を削減できる。

事業途中、事業完了後を含めて、災害発生時などの復旧対応が必要となる際に、既
存データの確認に要する時間を削減できる。

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

管理すべき業務データ容量が膨大であるため、データ保存用のサーバが必要とな
る。

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（⑤対
応）

トンネル設計

トンネル本体詳細設計（山岳）

設計計画、設計条件確認

① 一元管理したＢＩＭ／ＣＩＭデータを活用し過去記録を参照

事業推進や後工程へ引き継ぐために必要な属性情報（段階別の情報種別、具体的内
容・項目、用途、記載方法等）が統一されていない。

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルと後工程に引き継ぐ管理データを紐づけるシステムの構築が
必要となる。

BIM/CIM活用場面

フェーズ

業務項目（ LEVEL 0 ）

業務項目（ LEVEL 1 ）

活用に対する課題

活用内容・効果

【既往文献】

・文化財

・地すべり etc

【既往成果】

・測量データ

・地質･土質記録

・予備設計成果

・地元協議 etc

２次元図面

属性情報【受注者】
【発注者】

事業全体のトンネ

ル構造はどうなっ

ているか？
関係機関協議の

実施状況を確認

したい。

・ＢＩＭ/ＣＩＭモデル(３次元可視化)で全体構造が

速やかに把握できる。

過去のデータを

速やかに参照し

たい。
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

①

②

【ａｆｔｅｒ】
③

④

⑤

・

・

・ ＩＦＣ検定に対応したソフトウェアの実装（ＯＣＦ協会）（⑤対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用のプロセスマップ（案）(★)（③対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（③対応）

・ BIM/CIM活用事例集(★)（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（⑤対応） 対外説明（事業説明、地元説明等）活用イメージ

BIM/CIM活用場面 ② ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用した対外説明

フェーズ トンネル設計

業務項目（ LEVEL 0 ） トンネル本体詳細設計（山岳）

業務項目（ LEVEL 1 ）
本体工設計、坑門工比較設計、坑門工設計、防水工設計、排水工設計、舗装工設計、
非常用施設設計、施工計画・仮設備計画

活用内容・効果

３次元可視化により、多数の２次元図面を見ることなく構造が確認できるため、課
題の共有化が図られ、検討時間の短縮に繋がる。

３次元可視化により、構造物のイメージが3次元で共有できるため、関係者（地
元、関係機関）との合意が速やかに得られやすくなり、工事完成物に対するクレー
ムも生じにくくなる。

支障物件（埋設配管等）の３次元可視化により、移転や迂回等の必要性を設計段階
等で把握しやすくなるため、関係機関との調整を速やかに図ることができ、後工程
での手戻り防止も図られる。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

対外説明場面に対して、どのようなレベルのＢＩＭ／ＣＩＭモデルが適切か整理
（活用目的に応じたモデルの作り込みに関する整理）が必要となる。

対外説明や複雑な構造部分のＢＩＭ／ＣＩＭモデル作成では、２次元図面を基に３
次元モデル作成を行うケースが多く、作業量や作成費用が増加する。

業者間でＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成するソフトウェアが異なる場合、データの互
換性に課題があり、データの引継ぎや後工程での利用が難しい場合がある。

備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（③対
応）

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

【地元】

【周辺道路利用者】

２次元図面

・ＢＩＭ/ＣＩＭモデル(３次元可視化)で合意形成促進に期待

・鳥瞰的な視点による事業概要説明だけでなく、利用者目線

での説明がどの位置からでも可能である。

①坑口部周辺環境

ＭＲの活用

②運転者視点

トンネルによっ

て道路が付け替

わるらしいがど
自宅から見ると

どのようなもの

ができるのか？

①坑口部周辺環境 出典：

俵山・豊田道路第１トンネル外詳細設計業務

②運転者視点 出典：

俵山・豊田道路第３トンネル詳細設計業務

③ＭＲの活用 出典：

総社一宮バイパス井尻野トンネル設計業務

出典：令和３年度安芸津ＢＰ三

津第二トンネル詳細設計業務
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

・

① 【ａｆｔｅｒ】

②

③

・

・ 設計・施工のための点群データ活用ガイドライン（案）（★）（③対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（③対応）

BIM/CIM活用場面 ③ ＢＩＭ／ＣＩＭを活用し現地状況を反映した設計

フェーズ トンネル設計

業務項目（ LEVEL 0 ） トンネル本体詳細設計（山岳）

業務項目（ LEVEL 1 ）
本体工設計、坑門工比較設計、坑門工設計、防水工設計、排水工設計、舗装工設計、
非常用施設設計、施工計画・仮設備計画

活用内容・効果

３次元可視化により、設計成果が現地状況を反映した設計（地域の生活環境や近接
物件を見越した設計、幅杭内での計画等）となっているかを具体的に確認できる。

現地測量時にレーザ測量やＵＡＶ測量で、地形改変状況を把握し、その測量成果を
踏まえた地形モデルにすることで、現地状況を反映した設計が可能となり、手戻り
防止が図られる。

事業プロセスの各段階で用いるＩＣＴ機器等が活用可能な３次元モデルを作成する
ことで、後工程においてモデル作成の負担軽減が図られる。

地元交渉困難地区でも概略検討が可能となり、事業推進に向けて効果が期待でき
る。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

測量成果にある地形データは、２次元、点群、サーフェスの各データであり、３次
元設計で活用できるデータになっていないため、設計ではそのまま使用できない。

備考

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

i-Construction推進のための３次元数値地形図データ作成マニュアル（国土地理
院）⇒地図情報レベル500以上（詳細設計までを対象）（★）（③対応）

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

２次元図面

【発注者】

２次元の平面図や地

質図だけでは現地状

況がつかみづらい。

全体モデルと地質縦断図

坑口部フォトモンダージュ

２Ｄの地質図と３Ｄモデルを重ね

合わせ、かつ地形モデルを透過さ

せることで視覚的に把握しやすい

モデルを作成

出典：令和３年度志戸坂峠防災第１トンネル外詳細設計業務

出典：俵山・豊田道路第１トンネル外詳細設計業務 出典：総社一宮バイパス井尻野トンネル設計業務

左：現地写真と重ねて計画の妥当性を確認。

下：坑口の地すべりリスク評価にＬＰ測量によ

る詳細地形モデルを活用している。３次元デー

タを活用することで事前にリスク予測を行い、

全体モデルと地質横断図
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

④

⑤

・

・

・ BIM/CIM活用事例集(★)（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（⑤対応）

BIM/CIM活用場面 ④ 既設構造物モデルとＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用し、施工可能な設計

フェーズ トンネル設計

業務項目（ LEVEL 0 ） トンネル本体詳細設計（山岳）

業務項目（ LEVEL 1 ） 本体工設計、坑門工比較設計、坑門工設計、排水工設計、非常用施設設計

活用内容・効果

既設構造物や現場状況を３次元データにより再現し、近接状況や生活環境影響等を
見越した３次元設計を行うことにより、施工可能な設計を行うことができ、後工程
での手戻り防止が図られる。

時間軸の要素を組み込んだ４次元設計（４Ｄ設計）を行うことにより、工事ステッ
プ毎に重機や仮設材の配置確認など現場リスクの可視化が可能となり、施工段階で
の手戻り防止が図られる。

３次元可視化により、構造物のイメージが3次元で共有できるため、関係者（地
元、関係機関）との合意が速やかに得られやすくなり、工事完成物に対するクレー
ムも生じにくくなる。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

竣工図等がない既設構造物は、点群データを活用し外形等の確認は可能であるが、
地中部等の可視化できない範囲のモデル化が困難である。

既設構造物モデルを点群データにより作成する場合、点群データのノイズ処理等に
時間と費用が発生する。

現地状況等により、施工段階において設計時に作成した施工計画のモデルをそのま
ま利用できない場合は、そのモデル変更に時間を要する。

備考

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３）(★)（③対
応）

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

既設構造物モデルは点群データ

新設橋梁

既設歩道橋

【発注者】 【受注者】

【受注者】

【受注者】

BIM/CIMモデルによる４Ｄ活用検討

既設に影響な

いか確認が必

要。

交通量が多く

簡単に測量で

きない。

点群データを活用

し、現道交通に対

する影響と測量時

間を縮減できた。

BIM/CIMモデルに

時間軸を追加し、

工程内で無理の

ない施工の検討

ができた。

出典：俵山・豊田道路第１トンネル外詳細設計業務

出典：福山道路外設計業務

Step1 工事用道路施工

Step2 本線土工施工

Step3 坑口付け掘削

Step4 補助工打設

Step5 掘削開始・支保建込

Step6 覆工･坑門工施工

Step7 周辺整備工事

Step8 完成「
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

④

⑤

・ ＤＸデータセンターの活用（★）（③対応）

・

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）(★)（⑤対応）

・ BIM/CIM活用事例集(★)（⑤対応）

BIM/CIM活用場面 ⑤ ＢＩＭ／ＣＩＭモデルで支障物件把握し対外説明

フェーズ トンネル設計

業務項目（ LEVEL 0 ） トンネル本体詳細設計（山岳）

業務項目（ LEVEL 1 ） 現地踏査、施工計画・仮設備計画

活用内容・効果

3次元可視化により、現場状況から支障となる電柱、信号、水路等の既設物件や構
造物に対して干渉チェックを行い、移転が必要な物件等を的確に把握し、事前に移
転手続きを行う事で工事着手後の手戻り防止が図られる。

施工中の騒音状況について可視化することで、近隣住民との合意が速やかに得られ
やすくなり、工事中のクレームも生じにくくなる。

３次元モデル作成により、従来の２次元図面と異なり、支障影響等について断面だ
けではなく全貌を立体的に確認することができ、後工程での手戻り防止が図られ
る。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

点群データは、データ密度によって詳細な現地支障物件の表現が可能となるが、
データ容量が大きくなる傾向にあり、計算ソフト上での処理が困難となる場合があ
る。

細部が必要となる場合での点群データのノイズ処理には、自動化では出来ないため
時間と費用が発生する。

電柱、信号、水路等の既設物件や構造物などを含め、干渉確認のためのＢＩＭ／Ｃ
ＩＭモデル作成は、詳細度レベルが高くなるため時間と費用が発生する。

備考

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

複数のソフト（アドオンソフト含む）を使用せずにモデル作成が出来るようなソフ
トウェアの構築（各民間会社）（④対応）

関連工事の施工時影響検討（坑口部での工事用仮桟橋や地すべり対策工影響確認）

３Ｄモデルを活用した騒音シミュレーション

【受注者】

地形等の回析影響を考慮

するために、３Ｄデータ

を活用し、発破騒音や仮

設備騒音の発生シミュ

レーションを行い、地元

【発注者】

【地元】

施工中の騒音

はどうなるの

か？

出典：総社一宮バイパス井尻野トンネル設計業務

仮設備配置

出典：俵山・豊田道路第３トンネル詳細設計業務
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間

活用イメージ

【ｂｅｆｏｒｅ】

・

（※維持管理スペース、施設点検通路、残存樹木・流水処理など）

・

・

【ａｆｔｅｒ】

①

②

③

④

⑤

・ ＩＦＣ検定に対応したソフトウェアの実装（ＯＣＦ協会）（④対応）

・ 国土交通省データプラットフォームの活用（★）（⑤対応）

・ ＢＩＭ／ＣＩＭ活用の手引き（案）（★）（③対応）

・ CIM統合モデル更新ガイドライン（案）（④⑤対応）

業務項目（ LEVEL 1 ）
本体工設計、坑門工比較設計、坑門工設計、防水工設計、排水工設計、舗装工設計、
非常用施設設計

活用内容・効果

３次元可視化により、将来の維持管理が容易な構造かどうかの視点※で、管理担当
部署と設計段階から円滑かつ速やかに確認することが可能となり、工事完成物に対
する維持管理上の問題が削減される。

BIM/CIM活用場面 ⑥ ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用し維持管理に配慮した構造

フェーズ トンネル設計

業務項目（ LEVEL 0 ） トンネル本体詳細設計（山岳）

備考

統合モデルを活用し、後工程で活用可能な属性情報を付与し、維持管理段階での
データ検索の時間を削減する。

工事中に生じた地形変状などの事象をＢＩＭ／ＣＩＭモデルに記録することによ
り、維持管理段階において注視すべき個所として巡回点検することが可能となる。
また、定期点検時にＩＣＴ機器を用いた調査測量を行う事で、変状進行の程度を３
次元的に可視化でき、予防的に必要な措置を行うことが可能となり、将来的な被害
発生リスクの軽減が図られる。

今後の方針(対応策)(案)
<本省・国総研>

（★）：公表済情報

当面実施する
事柄(案)

《中国地整》

※中国地方整備局において、発注者や受注者が事業推進に向けてＢＩＭ／ＣＩＭを活用して
いくことを目的として、調査設計・施工の各段階でのＢＩＭ／ＣＩＭの運用方法について、
職員の手引きとしてとりまとめたもの。Ｒ６年度以降も本省・国総研の動向をみながら引き
続き「属性情報付与」「詳細度設定」等について必要な改訂を行う。

活用に対する課題

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル等の３次元データはデータ量が大きく、ＰＣ等のデバイスの
スペックによっては十分に活用できない。（共通課題）

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルは、複数の専用ソフトを用いて作成されていることが多く、
ソフトウェアの整備や操作支援の仕組みが必要となる。（共通課題）

維持管理段階において必要とされる情報（データ形式）と、統合モデルによる引継
ぎ（属性情報の付与方法）が統一されていない。

業者間でＢＩＭ／ＣＩＭモデルを作成するソフトウェアが異なる場合、データの互
換性に課題があり、データの引継ぎや後工程での利用が難しい場合がある。

統合モデルとして整備されるソフトウェアおよび納品データの様式が定まっていな
い。

【発注者】

【発注者】

3D モデルによっ

て非常用施設の

設置状況を確認

できた。

出典：俵山・豊田道路第１トンネル外詳細設計業務 出典：静間仁摩道路五十猛トンネル工事

【発注者】

施工中の地山情報や施工情報の記録に

より、維持管理段階での変状確認時な

どの要因分析に活用できる。

２次元図面

維持管理に必要な構

造が確保されている

か確認が必要だ。

出典：俵山・豊田道路第３トンネル詳細設計業務
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ICT 建機の導入 

 

  



ＩＣＴ建機の導入

・小規模土工だけでなく、通常土工にも対応可能な技術も開発されている。

・手持ちの建機に後付けできるシステムが開発されている。

・GNSS衛星の受信状況が悪い現場でも、ＴＳで測位する技術が利用可能。

・用途に応じて、マシンコントロール、マシンガイダンス等を適切に選択する。

・次ページ以降に、参考としてICT技術の一例を紹介する。

【GNSS衛星の受信状況が悪い現場の例】

都市部工事 山間部工事 屋内工事
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下表に示す各技術を紹介する（特徴、活用事例等）※。

なお、本手引きに記載の技術は一部であり、今後も更新や新技術の開発が予想される。

導入の際には、現場条件等を加味し、適切に選択、活用する必要がある。

※技術紹介については、令和6年4月時点で各メーカーから提供された情報をもとにとりまとめている。

ＩＣＴ技術の紹介

小規模
土工

通常
土工

後付け
システム

建機
本体

アプリ
ケーション

GNSS TS MC MG
ワンマン

施工

1 E三・S 株式会社カナモト ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― TH-160014-VR 33

2 iCON site excavator ライカジオシステムズ株式会社 ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ○ ― - 34

3 VR500 株式会社岩崎 ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ○ ― - 35

4
Smart Construction 3D Machine Guidance
（旧Smart Construction Retrofit）

コマツカスタマーサポート株式会社
株式会社EARTHBRAIN

○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ○ ― QS-200052-VE 36

5 チルトローテータ コベルコ建機株式会社 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ― KT-190045-VE 37

6 ブレード3Dマシンコントロールバックホー 株式会社アクティオ ○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― - 38

7 ミニショベル PATブレードマシンコントロール 日立建機株式会社 ○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― KK-190006-A 39

8 快測ナビAdv 株式会社建設システム ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― △※2 ○ - 40

9 杭ナビショベル
株式会社トプコン
（株式会社山陽測器）

○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― - 41

※1 ： 対象建機のバケットサイズが0.45t以下を小規模土工、0.45t以上を通常土工としている。

※2 ： 単独では対象の活用ができないため、工夫が必要となる。

手引き
該当

ページ
メーカー技術名No.

製品種類対象工事※1

NETIS
登録番号

測位方式 ICT建設機械
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導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・整地、法面整形（切土、盛土）、敷均し
・衛星取得不可エリアでの施工

【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
事例①

事例②

・自動追尾TS+データコレクタとE三・S（勾配指示器+全周プリズム）で簡単に
３Dマシンガイダンスが実装可能
・メーカー問わず、ボルトの締め付けで簡単にバケットへの取り付けが可能(溶
接、配線等不要)
・建機内のデータコレクタとバケットに取り付けたE三・Sを見ながら施工を実
施。勾配指示器により、設計の法面勾配と現在のバケットの角度が一致してい
るか確認できるため、視線移動が少なく効率的
・リアルタイムで設計値との差異を確認することが出来るため、目視による施
工に比べ、ばらつきの少ない施工が実現可能
・1.4～0.2m3のバケットに取り付けた実績有

【生産性向上効果】
・作業時間の短縮、ＩＣＴの低コストでの導入
・丁張レス施工による施工補助及び検測作業人工の削減とこれに伴う安全性
の向上
従来施工との比較(NETISホームページより)

〈従来施工〉 〈E三・S〉
丁張を使用したバックホウ法面整形工

【注意事項】
・バケットの側面の厚みが4cmを超える場合は、取り付けができない

HP ： https://www.kanamoto.co.jp/kenki/kenki19.html

概要

90日工程

10,124,450円コスト

55人作業員

58日工程

8,699,000円コスト

4人作業員

ICT建設機械測位方式製品種類対象工事
ICT施工対応

ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工

E三・S（NETIS登録番号 : TH-160014-VR
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・手持ちの重機に取り付け可能
・装置がシンプルなので柔軟なレイアウトと最小限の配線を実現
・限定されたスペースでも設置でき、小型重機に対応可能
・1台のタブレットで、ICT施工と測量・管理作業に対応
・コントローラが取外し可能であるため、GNSSスマートアンテナに装着し測量
作業を行ったり、設計データ作成後、建機に装着してその設計に従ってガイダ
ンスを開始できる。
・小型から中型のショベル（5t～13t）向け ※追加ライセンスで0.45以上取付可能

・スイングブーム、チルトローテータ、チルトバケット機能をサポート

【生産性向上効果】
・建機周辺作業員の役削減とそれによる安全性向上に期待
・丁張りやトンボを使用したバックホウでの従来施工と比較した結果、コストは
2.68％向上、工程は23.33％短縮された
従来施工との比較
〈従来施工〉 〈iCON site excavator〉

【注意事項】
・GNSSアンテナをキャブ上に配置するため、キャブタイプを推奨（マスト不要）
・GNSSを取得できない現場では導入が難しい

HP ： https://leica-geosystems.com/ja-jp/products/machine-control-
systems/excavator/icon-site-excavator-3d

概要
【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・排水用の側溝（U字溝）のための床掘
・施工範囲が狭く、大型ショベルが入りにくい現場

【活用事例】
地域 ： 埼玉県
工種 ： 河川敷、河川堤防

活用効果
・既存建機へ後付けできるため、初期投資を格段にることができる
・施工状況に応じて、重機間で載せ替えできるため、多くの台数のICT建機を
所有する必要がない
・設計図通りの正確な掘削作業を従来よりも短時間で行える
・MGが「電子丁張り」の役目を果たすため、丁張りが不要になり、工数削減・
時間短縮に役立つ
・建機に付き添って検尺する作業員が不要になるため、安全性が向上
・切削の高さを目で確認したり、作業の詳細を現場監督に聞きに行ったりする
必要がなくなるため、オペレータが作業途中で建機から降りる回数が激減
・3D設計データとリアルタイムな切土/
盛土の情報がコントロールパネル画面に
表示され、作業の要所要所で、設計図の
色が変わったり、ブザーが鳴ったりする
ため、複雑な作業もミスなく行える

導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

9,857,216コスト

159日工程

9,592,600コスト

69日工程 ※10,000m2当たり

iCON site excavator
ICT建設機械測位方式製品種類対象工事

ICT施工対応
ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工
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・メーカを問わず、通常の小型バックホウに後付けでMGの機能を加える
・従来2台のＧＮＳＳアンテナのところを一体化しているため、設置に必要なス
ペースを最小限にしている
・小型バックホウのキャブ上部に設置可能
・システム1台で用途に応じて容易に2Dと3Dの使い分けが可能
・設計データは、LandXMLやDWG 等の一般的なデータ形式に対応
・オフセットブーム仕様のバックホウにも対応
・バケットサイズ0.45m3以下に対応

【生産性向上効果】
・丁張作業、測量作業の削減
・水糸の法面確認や、丁張の設置及び復元設置の省略化、また刃先の高さを
確認することができるためオペレータ自身で測量することが可能
・重機周辺の作業員の削減による生産性向上と安全性の向上

【注意事項】
・GNSSを取得できない現場では導入が難しい

HP ： https://www.iwasakinet.co.jp/iwasaki-solution/construction-by-ict/3dmg-
hemisphere-japan/

概要
【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・法面整形、掘削など

【活用事例】
工種 ： 掘削

活用効果
・施工業者が所有していたバックホウの有効活用によるICT施工を実現

（オフセットブームにセンサー等を設置するだけでICT建機化）
・オペレータの作業に余裕が生まれる
・丁張作業及び糸からの下がり等の作業削減
・手元作業員の削減とこれに伴う人件費の削減
・丁張レスによる作業の安全性及び施工性の向上

導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

3Dガイダンス画面

2Dガイダンス画面

VR500
ICT建設機械測位方式製品種類対象工事

ICT施工対応
ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工
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・メーカを問わず、手持ちの油圧ショベルに取り付け可能
・マルチGNSSにより機械の位置情報を取得し、施工箇所の設計データとバケ
ット刃先位置との差分を運転席のタブレット端末へ提供する3D-マシンガイダ
ンス機能を有する
・従来品と比べ安価、かつGNSS補正情報など必要な機能が揃う
・ICT施工による現場での施工履歴を取得することができる
・バケット容量0.1m3～3.5m3の油圧ショベルに装着実績が有る

【生産性向上効果】
・丁張が削減可能
・ICT非対応建機を安価にICT対応化可能
従来施工との比較(NETISホームページより)

〈従来施工〉 〈Smart Construction Retrofit〉
土砂、オープンカット、障害なし 非対応建機に搭載

【注意事項】
・GNSSを取得できない現場では導入が難しい

HP ： https://www.earthbrain.com/smartconstruction/

【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・築堤工事や土地造成・道路工事等の法面掘削では設計面を確認しながらの
仕上げ作業
・河床掘削、浚渫工等で施工履歴データを活用した出来形管理

【活用事例】
事例①

事例②

導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

地域 ： 広島県
工種 ： 道路土工
施工範囲 ： 30,000m2

施工土量 ： 13,000m3

活用効果
・従来機に装着してすぐにICT施工を開始できた
・床付けのトンボ丁張りが全く不要になり、工期や工数が大幅に削減
・丁張りや手元作業員の削減により、安全性を確保
・モニタで設計面までの高さ、バケット角度が一目で確認でき、ベテランのオペ
レータが作業したことでより正確にスピーディーに作業ができて、施工効率が
向上

地域 ： 島根県
工種 ： 法面工
施工範囲 ： 3，427m2

施工土量 ： 1,200m3

活用効果
・オペレーターのスキルによる施工進捗への影響は特に無く作業が可能
・施工は丁張りレスで行い、削減された工数を他の作業に充てることにより、施
工全体の進捗がよりスムーズになった
・丁張りレスでの施工により手元作業員が必要無く、急傾斜の法面施工現場で
の安全面のリスクを回避することができた
・着手前の作業道路をパソコンで確認できたことにも感動した

1,999,500円コスト

18日工程

2,297,500円コスト

18日工程

ICT建設機械測位方式製品種類対象工事
ICT施工対応

ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工

Smart Construction 3D Machine Guidance （NETIS登録番号:QS-200052-VE）

概要
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・バケットが45度チルト、360度回転することで、機体を走行させることなく、

整形できるエリアが飛躍的に広がり、効率的な施工が可能
・3～20ｔクラスのショベルに対応可能
・MC、MGに対応したバージョンもある

【生産性向上効果】
・バケットが届かず人力を必要としていた狭小現場も、機械での施工が可能に
なり、生産性及び安全性が向上（人力作業等の削減）

・省人化はもちろん、作業効率向上により低燃費にも貢献

【注意事項】
・他社の建機に取り付ける場合、アタッチメント付近で不具合が生じる可能性
があるため、注意が必要

HP : https://www.kobelco-kenki.co.jp/pickup/horunavi/product/tilt_rotator.html

概要

左右45度
チルト

３６０度
回転

【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・施工面に正対できない、足場が整っていない、作業スペースの確保が困難、
人力作業を必要とする現場

・アタッチメントを選択、付け替えることで様々な工種に対応可能

【活用事例】

導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

チルトローテータ（NETIS登録番号 : KT-190045-VE）

ICT建設機械測位方式製品種類対象工事
ICT施工対応

ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工
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・バックホウの排土板の上下動を自動制御するシステム
・排土板上に取り付けたアクティブターゲットと、それを追尾して3次元座標を
計測するトータルステーション、トータルステーションと送受信を行う無線機、
車載のコントロールボックス、排土板の角度センサ、ブレードのマシンコントロ
ール機能をＯＮ・ＯＦＦするブレードレバーから構成
・1台で掘る・吊る・ならしの3役可能で、複数機械の保有が不要
・装備を含めても4t未満なため、4tトラックでの運搬が可能
・バケット容量0.1m3のサイズ展開

【生産性向上効果】
・省力化・省人化に繋がる
・レンタル予定期間が5日間から3日に短縮出来た事例もある
・マシンコントロールの為、熟練者でなくても高精度施工が可能
・検測員の常駐が不要となる為、接触災害防止にも貢献

【注意事項】
・3D施工時には三次元設計データが必要(LandXML形式）
・重機とTSが常に視準出来る環境下であること
・雨天時にはICT使用不可

HP : https://www.aktio.co.jp/products/model/s/70123/

概要

【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・歩道や駐車場の敷き均し、運動場などの狭い現場
・舗装工（4車線化工事等グレーダー入れない場合）

【活用事例】
地域 ：中国地方
工種 ：舗装工

活用内容
・自動車専用道路の4車線化工事にて使用
・車線規制を伴う工事の為、大型重機の使用が出来ない状況下で、ブレード
3DMCを活用

活用効果
・狭い現場でのICT施工の実現だけでなく、施工箇所に立ち入る人員の削減（省
人化）によって接触災害の危険性を減らすことも出来た（安全性の向上）

導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

ブレード3Dマシンコントロールバックホー
ICT建設機械測位方式製品種類対象工事

ICT施工対応
ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工
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ミニショベルPATブレードマシンコントロール（NETIS登録番号 : KK-190006）

・ブルドーザとミニショベルの一体型
・ブレード部分は、従来の上限動作に加え、チルト、アングル動作が可能
・自動制御を行うのは、ブレード部分の上下運動とチルトのみ
・すべての動作において手動での操作も可能
・ZX35U-5B（0.10m3）とZX40U-5B（0.13m3）の2サイズ展開

【生産性向上効果】
・ブルドーザとミニショベルで行っていた作業を1台で担うことができ、作業員
や重機稼働時間、作業日数の削減によるコストダウンに貢献

【注意事項】
・使用可能な自動追尾型トータルステーション ： PSシリーズ
(103AS,101A,D-103A)、GTシリーズ(1001,1003)、LN-150

HP ： https://japan.hitachi-kenki.co.jp/products/industry/ICT/PAT-blade-MC/

概要

【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・駐車場や外構工事等の路盤整正

【活用事例】
事例①

事例②

導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

ICT建設機械測位方式製品種類対象工事
ICT施工対応

ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工
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・ICT施工現場端末アプリ
・主な機能

【生産性向上効果】
・ワンマン施工が可能となるため補助員が不要となり、コスト削減や建設現場
の安全性が向上
・使用ユーザーのお声として従来施工の施工に関する測量作業は1/5に軽減

【注意事項】
・快測ナビはアプリケーションのため、動作させるための端末や、測量機器等
を併用することで各種機能を使用できる。

HP ： https://www.kentem.jp/product-service/ksnavi/

概要
【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・工種や工事規模に問わず、土工から大型･小型の構造物設置まで現場で活用
・ 従来のデータコレクタで扱うような座標データのみではなく、SiTECH 3D
で3D施工データを作成することで大幅な生産性向上･品質向上が可能

【活用事例】
事例①

事例②

導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

〈どこでも丁張〉〈どこでもナビ〉

TOPCON製LN-150、LN-100（杭ナビ）等の活用で、
現場の位置出しや観測作業がワンマンで可能

ワンマン施工

現在位置の横断形状をリアルタイムに生成・表示し、横
断点の位置出しがどこでも可能

どこでもナビ

事前の丁張計算は一切不要で、水平離れ、観測点法長
などをリアルタイムに確認しながら、丁張設置が可能

どこでも丁張

「快測ナビ」の中でプランニング（簡易設計）が可能。
Surface（面）とLine（路線）のどちらの3D 施工デー
タも作成可能

プランニングナビ-Line、
プランニングナビ-Surface

実施作業 ：マシンガイダンスへの応用

活用内容
・現場にあるバックホウに振り子式の
金具（自作）を取り付け、360°プリズ
ムを金具に装着することで3Dマシン
ガイダンスとして、使用

活用効果
・少ない金額で簡易的にマシンガイダ
ンスを行うことが可能※簡易的ではあるが，±2cm程度の精度に収まったとい
う実績もある

【機器構成】

実施作業 ： 丁張作業

活用内容
・快測ナビ(どこでも丁張)と各測量機
器を連動し、若手ペアによるミスのな
い丁張作業を実施

活用効果
・若手技術者だけでも正確に丁張作業
を実施

快測ナビAdv
ICT建設機械測位方式製品種類対象工事

ICT施工対応
ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工
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・お手持ちの建機を後付けでICT化（小型ショベルにも装着可能）
・キャビン内に搭載しているコントロールボックスのガイダンス画面（深さ・勾
配・距離）に従って施工を実施できるため、丁張り無しでの施工が可能
・ＴＳ測位システムはセットアップ時のローカライズ不要で取扱いが簡単
・トータルステーション（LPS）方式だからできる高精度な施工
・衛星取得不可エリアでの施工が可能(上空視界に左右されない)
・測量～施工～検査まで幅広く利用可能

【生産性向上効果】
・丁張レス施工
・本ページ右側の事例①において、それぞれ以下の通り人工削減や時間短縮
効果が得られている

【注意事項】
・スイングブームに対応可能（オプション）、オフセットブームには非対応

HP ： https://www.topconpositioning.asia/jp/ja/products/brand/topcon/excavator-
system/

概要
【導入メリットを発揮する現場 ・ 工種】
・小規模現場のICT施工（山間部、上空視界の狭い都市部、下水道、建築）

【活用事例】
事例①

事例②

導入メリットを発揮する現場 ・ 工種および活用事例

〈機器構成〉

〈小規模施工ワークフロー〉

工種 ： 山間部(法面、路体の施工)

活用効果
・2人/日の工数削減
・山間部の工事は起伏やカーブが多く、場所によっては５mピッチで掛けていた
丁張りの回数を削減
・設計面に近いほど必要だった施工面の検測が不要
・ GNSSの補測が厳しい現場（山間部での工事）でもICT施工が可能

工種 ： 建築(掘削)

活用効果
・手元作業員不要による人工削減
・位置出しの際に測りこむ作業がなく、準備段階から時間を短縮
・今まで手元作業員が高さを確認してから掘るを2～3回繰り返していたが、杭
ナビショベルは1回で高さを決められるため、2～3時間/日の時間を短縮
・Ｒ部分の掘削も、モニターに表示された位置通りに掘削するだけで綺麗に施工
・3次元設計データや座標を活用しない建築の施工方法を変えずに、平面図と
無限平面でICT施工可能

手元作業員20人工の削減
(オペレーターに手元作業員が2人ずつ付いて10日間の掘削を行う場合)

人工

準備段階 ： 位置出しの際に測りこむ作業の削減による短縮
施工面 ： 2～3時間/日の短縮

時間

杭ナビショベル
ICT建設機械測位方式製品種類対象工事

ICT施工対応
ﾜﾝﾏﾝ施工MGMCTSGNSSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ建機本体後付けｼｽﾃﾑ通常土工小規模土工
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2

道路土工（掘削工・法面整形工）
掘削13,200㎥
法面整形（切土部）2,110㎡
施工延長100m
幅6(8.5)m

道路土工（盛土工・法面整形工）
路体盛土 1,200㎥
路床盛土 1,700㎥
法面整形 840㎡

道路改良（掘削・盛土工）
路床盛土1,600m3
路体盛土590㎥
盛土法面整形工500㎡

レーザースキャナ・UAV・ＩＣＴ建機を導入しても
費用対効果が出にくい

自治体発注工事におけるＩＣＴ活用の課題

• 積算を土量から計上するため、小規模工事ではＩＣＴの導入予算に制約がある場合
が多い。

• さまざまな工種が組み合わさった工事で、土工の施工時期が断続的となる場合は、Ｉ
ＣＴ機器の拘束日数（レンタル日数）に対し、実運用期間が短くなってしまう。

・ステップを踏んだＩＣＴの導入
・小規模現場に効果が出やすいＩＣＴの選択

関東地方整備局
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小規模工事に無理なくＩＣＴを導入するためのステップ

3



？
３次元設計データ？

面管理？
コスト管理が大変そう？

・ＩＣＴを導入するための予算が限られている
・ＩＣＴ機器の拘束日数（レンタル日数）に対し、実運用期間が短くなる
可能性がある中、効果が出るのか？
⇒全てのプロセスではなく一部のプロセスからＩＣＴ施工技術を活用

どのように管理するのか？

ＩＣＴ活用工事のハードル

4

関東地方整備局



ステップ①－１
簡単に３次元設計デー
タ作成

ステップ①－２
３次元設計＋ＴＳ活用

ステップ②
３次元設計＋ＴＳの応用利用

さらなる
ＩＣＴ機器の
有効活用

ステップ③－１
IＣＴ建機の導入

STEP③STEP②

ＩＣＴ機器の
有効活用

小規模工事に無理なくＩＣＴを導入するためのステップ

STEP①

いきなり全面的なＩＣＴ活用工事を実施するのではなく、身近な作業を効率化することから
始めてみる。

構造物設置工等の様々な用途に活用

丁張設置や出来形管理等が効率化
ステップ③－２
新しいIＣＴツールの活用 5

関東地方整備局
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ステップ①－１
簡単に３次元設計データ作成

6



ICT土工＋土工以外（側溝等の構造物や作業土工）の
３次元設計データ

ＴＳによる位置出し（丁張・幅杭等への活用）

通常施工

通常出来形管理 or ＴＳによる出来形管理（可能であれば）

通常の起工測量

３次元データ作成の基礎技術

ＩＣＴ施工の基礎技術

３次元点群計測・管理の基礎技術

STEP①
通常工事で部分的に３次元設計データを作成し、施工時に活用する

イメージ

例えば、「トータルステーション（ＴＳ）」、「データコレクタ」を持っていれば、工事現場で基本
設計データ（一部分でもOK）を作成し、効率的な出来形管理が可能。

7

関東地方整備局
ステップ① ３次元設計データをつくってみる

※「データコレクタ」．．．ＴＳの計測成果を記録する機能や、計測位
置と設計上の位置を比較して、出来形の誤
差分を算出する機能を有し、画面に表示



現地で基準となる点を計測して現地合わせの設計データも作れます

例えば・・・
トータルステーションとデータコレクタを使い
集水桝を２箇所計測後、計測した２点を直線の始終点とした
基準線を作る

この基準線が３次元設計データとして利用可能

U型側溝配
置基準線

現場あわせでの設計データ作成も可能

8

関東地方整備局
簡単な３次元設計データ作成方法（現場あわせで作成）



【一定勾配の床掘り】

①床掘りの始点と終点の２箇所を仕上
げる

↓
②仕上がった始点・終点の床に刃先を
あてて高さを記録し、始点・終点をつなぐ
一様勾配の設計データを作成

↓
③MGで一様勾配に床掘り

①バケットの刃先で１点計測するだけで無限平面を作成

②バケットの刃先で２点計測又は１点と勾配率を入力するだけで勾配面を作成

仮設の坂路や作業土工等、最終出来形ではない中間出来形の施工においては、精緻な3次元設計データを作り込
まなくても、以下の機能で簡便にガイダンス施工が可能

【施工基面の水平仕上げ】

①施工基面のうち１箇所のみ計画高さ
に仕上げる

↓
②計画高さに仕上がった箇所に刃先を
あてて
無限平面の設計データを作成

↓
③MGで周囲を水平に整形

活用例

活用例

9

【現場で簡単】 ＩＣＴ建機向け３次元設計データ作成方法
関東地方整備局



現場で簡易設計(TIN)作成

③バケットの刃先及びプリズムで計測した多点を使って簡易設計（TIN）を作成できる

10

【現場で簡易設計（TIN）作成】

①駐車場等の、外周を既設の
縁石などに擦り付ける現場で
有効

②施工途中段階の中間出来
形の整形、仮設道路の切盛り
作業、その他作業土工等、高
精度の出来形が必要ない箇所
の施工で、簡便にMG施工を
行う場合に有効

活用例

既に構造物が完成している駐車場

周囲の点を計測し、TINデータを作成

【現場で簡単】 ＩＣＴ建機向け３次元設計データ作成方法
関東地方整備局



平面線形
（平面図）

縦断線形
（縦断図）

横断形状
（横断図）

 中心線形・横断形状からなる
スケルトンデータ

 これを基本設計データと呼ぶ

 施工幅に合わせて横断を補完
してTINデータ化する

 これをTINデータと呼ぶ

■用途
丁張設置・測量設置

■用途
ＩＣＴ建機の設計データとして
使用

3次元設計作成データ

基本設計データ

TINデータ

３次元設計データ作成方法（設計図書から作成）
関東地方整備局
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平面図、縦断図、横断図から必要な情報を３次元設計データ作成ソフトウェアに転記するだけ。

基本設計データの作成方法

12

関東地方整備局
基本設計データ作成方法（設計図書から作成）



B
P

E
P

M1 M2

M3M4
T.
2

T.
1

点名 X Y Z
T.1 0.000 10.000 0.000
T.2 10.000 10.000 0.000
M1 10.500 7.500
M2 10.500 8.500
M3 9.500 8.500
M4 9.500 7.500
BP 0.000 8.000
EP 9.500 8.000

平面図

CL

1000 1000500 500

BP
FH=-1.000

CL

1000 1000500 500

EP
FH=-0.525

横断図

線形が直線の場合は始点・終点座標と横断形状を入力するだけで3次元設計が作成できる

13

関東地方整備局
基本設計データ作成方法（設計図書から作成）



平面線形

縦断線形

横断構成

◆基本設計データ
平面・縦断線形、横断形状など、設計情報を数値化して入力し作成する

三次元座標取得点

◆TINデータ
３次元座標を有する三角形の面の集合で構成された面データ

出来形管理用ＴＳに使用できる

３次元マシンガイダンス等に使用できる

変換

基本設計データができればICT建機用のデータに変換できる

14

関東地方整備局
３次元設計データ作成方法



１現場目には時間がかかるが２現場目からはスピードアップする（小規模土工事の実績）

ソフトの操作に慣れていない
ことで時間がかかっている

■３次元設計データ作成に初挑戦した際

本線１路線
データ作成時間：1.0人日

• 直線区間のデータなので、作
成難易度は低め

• アプリケーションの使い方や
作成の注意点などの支援を
受けて作成

■２回目に作成した際

本線＋仮設＝２路線
データ作成時間：0.5人日

• 支援を受けずに、施工者自ら作成
• 仮設用道路の設計データを作成する

ため、本線とあわせて２路線作成

経験を積
んだ結果 ２現場目は

作成時間７５％削減※

※同規模に換算した結果

複雑な形状でない限り、シン
プルに作成できます

15

関東地方整備局
作成は難しそうだが…



ノウハウの蓄積に加え、長
期的にはコスト削減にもつ
なげることが期待できる

16

関東地方整備局
３次元設計データ作成を内製化するメリット
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ステップ①－２
３次元設計＋ＴＳを活用し作業を効率化する

17



TS出来形作業性向上例①

従来出来形管理

TS出来形管理

従来 TS出来形

計測器機 検尺テープ等 TS

計測人員 2～3名 1～2名
有効性 法面計測の場合

法肩、法尻に計測員を1名配置しテープで法長を計測
後、レベルで高さを計測

①法肩の測点を計測後、法尻の測点を計測
高さと法長を1台で計測可能

作業員が正しい変化点に計測位置を合わせているか
確認が難しい

②計測位置（変化点）を工事管理者本人が確認可能

計測後、帳票に転記 ③データをソフトウェアにとりこみ自動帳票作成可能

TS出来形作業性向上例② TS出来形作業性向上例③

「３次元設計＋ＴＳ」を活用すると、従来の出来形計測に比べ作業の労力を軽減できます。

18

関東地方整備局
３次元設計＋ＩＣＴ機器（ＴＳ）活用による作業効率化



従来手法 30分/1箇所

3次元設計データを活用 10分/1箇所

作成時間
66%削減

丁張り設置に利用
• 座標計算などの事前準備不要
• 現場内のどこにでも丁張設置可能• 丁張り計算などの事前準備はいらない

• 丁張り設置位置は現場で好きなところに

• 丁張り無しで、構造物の設置誘導もできる

• 施工状況の把握も簡単

３次元設計データを用いた丁張設置

「３次元設計データ＋ＴＳ」で丁張り設置作業時間を短縮できます。

距離と角度を測る

トータルステーション（ＴＳ） データコレクタ３次元設計データ

19

関東地方整備局



３Ｄ設計データ＋TSを利用した簡単な丁張り設置方法（法丁張）

※丁張り設置手順は施工者毎に異なるが、3次元設計＋ＴＳで対応できる

水平離れ

① ②

水平離れ

マーキング

③ ④

丁張を掛ける要素（この例では法面）と
計測点の水平離れを確認し
基準杭、方向杭を設置
※３次元設計データがあれば、現場のどこにでも丁
張を設置することができる。

任意の高さに水平貫を設置

水平貫の端部と法面との
水平離れを確認しマーキング

マーキング箇所を基準に法面貫を設置
スラントで角度を決めて貫板を設置し
最後にＴＳで貫板上をチェックする

３次元設計データを用いた丁張設置

20

関東地方整備局



３Ｄ設計データ＋TSを利用した簡単な丁張り設置方法（門形丁張）

※TS・データコレクタを使用すれば、ワンマンでの作業が可能。

① ②データコレクタに、下記の数値を入力し、データコレクタに杭
の平面位置のガイダンスが表示されるので1本目の杭を逆
打ち

1）門形丁張を設置したい断面の測点番号
2）構造物のセンターラインから杭までの横断方向逃げ量

３次元設計データを用いた丁張設置

21

前掲①と同じやり方で、1本目の杭と同じ断面内に、2本目の杭
を逆打ちする
（データコレクタによる誘導機能で、1本目の杭と2本目の杭が
同じ測点番号になるようにする）

③ ・杭の高さを計測し、据え付ける構造物の
天端が来る高さを確認（1本のみ）
・構造物天端高さに、上げ超し量を足した
高さにマーキング（1本のみ）

マーキング

④ ・抜き板をマーキングの上端に合わせ、水平器で水平にかける
・貫板上をTSで計測し、側溝内幅のラインを割り出し、釘と水糸
をかける

マーキング

【1本目の杭】
測点番号：No.10+3.0m
横断逃げ量：左1ｍ

【2本目の杭】
測点番号：No.10+3.0m
横断逃げ量：右1ｍ

関東地方整備局



３Ｄ設計データ＋TSを利用した簡単な丁張設置方法（トンボ丁張の設置例）

※TS・データコレクタを使用すれば、ワンマンでの作業が可能。

① トンボを出したい任意の箇所に杭を設置する
（管理断面のセンター等、特定の位置で高さを出し
たい場合はその位置をＴＳとデータコレクタで誘導し
杭を設置する）

３次元設計データを用いた丁張設置

22

③ マーキングを下端に合わせて貫板を設置する

② 杭の天端を計測する
設計面の標高と杭天端との差がデータコレクタに表
示されるので、これを元に、設計面の高さにマーキ
ングする

マーキング

関東地方整備局



始点 測点２ 終点測点１

始点 測点２ 終点測点１

①こんな経験ありませんか？

②『３次元設計データ＋TS』を使えば！

障害物

障害物

設置位置を計算

ICT機器に入力

現
地
作
業

障
害
物
あ
り

再計算位
置
変
更

作
業
完
了

事務所で再計算

任意の場所にプリズムを移動するだけ。簡単！！

作業不要

効率的

①

②

プリズム

非効率

丁張

丁張

現地作業 約30分/基
最低必要人数２名

現地作業 約10分/基 最低必要人数１名

「３次元設計データ＋ＴＳ」で丁張設置位置変更時の再計算が不要となります。

23

関東地方整備局
３次元設計＋ＩＣＴ機器（ＴＳ）活用による作業効率化
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ステップ②
３次元設計＋ＴＳの有効活用

24



３次元設計データの
多方面への活用

ICT施工対象箇所以外でも生産性向上

 丁張設置 作業時間
従来30分→3D活用10分

 U型側溝の位置出し誘導

表示画面

※出典：千代田測器「側溝ナビ3D」

構造物の位置出し

丁張設置

ＩＣＴ施工

第７号横断管渠

３次元設計データ

発注図＋施工図

25

関東地方整備局
３次元設計＋ＴＳを活用した構造物設置



３次元設計＋ＴＳの有効活用

26

※出典：千代田測器「側溝ナビ3D」

表示画面

■Ｕ型側溝の位置出し誘導

丁張設置や側溝の位置出し誘導に、変化点の水平離れや標高離れを現地で確認できるような、デー
タコレクタの機能を活用できる。

構造物を含めたデータを作成することにより、土工及び舗装面だけではなく、埋設物や付帯構造物に
関しても一元管理が可能

活用効果
①事前の丁張計算が不要
②設計との差をリアルタイムに表示するため、丁張設
置作業が効率化

③ソフトウェアが断面間を自動計算するため、任意の
位置に丁張を設置可能

■構造物の施工で３次元設計データを活用

活用効果
構造物の施

工で測量計算、
丁張を不要

関東地方整備局



盛土の設計面

①

➁

③

① 出来形対象工種のみ作成していれば出来形対応は可能。
➁ 仮掘りは出来形の対象ではないが、
作成しておいてバックホウに搭載できれば丁張レスでの施工が可能。

③ 従来管理の場合でも３次元設計データを作成しておくことで、
丁張設置作業が効率化（位置出し誘導や高さの指示が可能）。 効果大

効果は
限定的

工事施工範囲全体の３次元設計データを作成することで、活用効果の幅が広がります。

３次元設計＋ＴＳの有効活用

27

関東地方整備局

この範囲の３次元設計データを作成することで、作業土工
等にもＩＣＴ施工技術が活用できる。



３次元設計＋ＴＳの有効活用
関東地方整備局

小型構造物設置工事（丁張設置（床堀用）→床堀→丁張設置（据付用）→据付）の一連の作業を「ＩＣＴ施
工」「と「従来施工」を組合せることで作業性・出来映えが向上。

■ＩＣＴ施工と従来施工の組合せ施工

ＩＣＴと従来手法の
ハイブリッド手法

３次元設計データ作成

MGバックホウによる
丁張レス施工

丁張・水糸設置
(構造物設置用)

構造物設置

【メリット】
構造物設置の迅速化

出来栄え向上

３次元設計データ
作成

MGバックホウによる
丁張レス施工

ＴＳとデータコレクタで構造
物を設置位置まで

誘導し設置

ＩＣＴ手法

【メリット】
丁張設置作業

の削減

【メリット】
丁張設置作業

の削減

丁張計算

丁張設置
（床掘用）

床掘

丁張・水糸設置
(構造物設置用)

構造物設置

従来手法

【メリット】
丁張設置作業

の削減

28

ICT施工技術を活用



構造物設置

29

NO.0+11.5
NO.1+6.33

NO.1+19.0

■小型構造物設置における作業事例

丁張計算 丁張設置（床掘用） 床掘
丁張・水糸設置
（構造物設置用）

構造物設置

丁張省略

丁張省略

TSとデータコレクタで構造物
を設置位置まで誘導し設置

丁張・水糸設置
（構造物設置用）

従
来
施
工

ICT施工技術を活用

水糸をガイドにした据付

水糸をガイドにした据付
ＴＳによる素早い
丁張設置

データコレクタを
活用し、ＴＳ誘導
による据付

３次元設計データ
作成

丁張省略

丁張レス施工による
作業効率向上・人員
削減・安全性向上

MGバックホウによ
る丁張レス施工

丁張省略Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

＋
従
来
施
工

関東地方整備局
３次元設計＋ＴＳの有効活用



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ステップ③－１
IＣＴ建機の導入

30



ＩＣT建機の導入

・手持ちの小型建機に後付けできる、中小規模土工向けの簡易なマシンガイダンスシステム
を下図で説明する。
・用途に応じて、３Ｄマシンガイダンス、２Ｄマシンガイダンスを適切に選択する。

小規模工事で適用性が高いマシンガイダンスの例

31

関東地方整備局R6.3修正



都市部工事 山間部工事 屋内工事

・小規模工事のうち、都市部工事・山間部工事・屋内工事等、GNSS衛星の受信状況が悪い現場で
も、ＴＳで測位するＩＣＴ建機が利用可能。

GNSS衛星の受信状況が悪い現場の例

ＩＣT建機の導入

32

関東地方整備局

ＩＣＴ建機の技術名 メーカー 測位方式

杭ナビショベル 株式会社トプコンポジショニングアジア TS測位

快測ナビ 株式会社建設システム TS測位

E三S 株式会社佐藤工務店 TS測位

PAＴブレードマシンコントロール 日立建機株式会社、株式会社アクティオ TS測位

準平くん×２Ｄマシンガイダンスシステム 本陣水越株式会社 TS測位

GNSS衛星の受信状況が悪い現場において活用できる、ＴＳ測位のＩＣＴ建機の例

R6.3修正



ライカ ジオシステムズ株式会社 iCON site Excavator 
「小型油圧ショベル マシンガイダンス システム」

操作性

コントローラが取付可能であるため、
GNSSスマートアンテナに装着し測量作
業を行ったり、設計データ作成後、建機
に装着してその設計に従ってガイダンス
を開始できる。

・手持ちの重機に取り付け可能
・装置がシンプル（GNSSアンテナ・車載
モニタ・IMU×4）なので柔軟なレイアウト
と最小限の配線を実現
限定されたスペースでも設置でき、小型
重機に対応可能
・1台のタブレットで、ICT施工と測量・管
理作業に対応

メリット

33

関東地方整備局
小規模現場でも活用可能な技術（３Ｄ）



株式会社小松製作所（ＥＡＲＴＨＢＲＡＩＮ） 後付バックホウ3Dガイダンスシステム
「スマートコンストラクション・レトロフィット」

メリット

・メーカを問わず、手持ちの油圧ショベルに
取り付け可能
・ICT機能を、安く、簡単に導入
従来品と比べ安価、かつGNSS補正情報など
必要な機能が揃う
・施工履歴データ取得可能
ICT施工による現場での施工履歴を取得す
ることができる。

・3Dマシンガイダンス機能による省力化
・マルチGNSSにより機械の位置情報を取
得し、施工箇所の設計データとバケット刃
先の位置の差分を、運転席のタブレット端
末へ提供
・丁張が削減可能

34

操作性

関東地方整備局
小規模現場でも活用可能な技術（３Ｄ）



35

株式会社岩崎 ３Dマシンガイダンスシステム「ＶＲ５００」

メリット

システム構成

モニター画面 機材取付時

・オフセットブーム対応（アームの根本部分を
左右に動かせる機能）
・ 2台のＧＮＳＳアンテナ、通信機、チルトセン
サを一体化しキャブ上部へ設置することで、
設置に必要なスペースを最小限とした。
・「RTK-GNSS」と「VRS方式」どちらにも対応

・3Dマシンガイダンス機能による省力化
・マルチGNSSにより機械の位置情報を取得
し、設計データとバケット刃先位置の差分に
関する情報を運転席のタブレット端末へ提供

操作性

関東地方整備局
小規模現場でも活用可能な技術（３Ｄ）



メリット

・施工面に正対していない場合や足場
が整っていない場合に施工が可能。

・バケットが届かず人力を必要としてい
た狭小現場において、機械施工が可能
となり、生産性が向上。

・チルトローテータはバケットが45度チル
ト、360度回転する。
・移動せず旋回のみをする場合におけ
る、整形可能なエリアが広い。
・チルト＋回転機能で、作業スペースの
確保が難しい現場でも効率的な施工が
可能。

36

操作性

コベルコ建機株式会社 チルトローテータ「SK135SR」

関東地方整備局
小規模現場でも活用可能な技術（３Ｄ）



図はコベルコ建機ＨＰより

マシンコントロールバックホウの先端アタッチメントのうち、バケットをチ
ルト・回転でき、更にバケット背面へ簡易グラブが付属するもの

バケットが届かず人力作業が必要不可欠だった施
工も機械化することができ、施工効率が向上

作業スペースの確保が難しい環境においても
走行が少なく、効率的な施工が可能

通常の施工範囲

チルトローテータの
施工範囲

チルトローテータの
施工範囲

37

コベルコ建機株式会社 チルトローテータ「SK135SR」

関東地方整備局
小規模現場でも活用可能な技術（３Ｄ）



・ＴＳ測位システムはセットアッ
プ時のローカライズ作業が不要
・衛星取得不可エリアでの施工
が可能
・丁張レス施工
・作業時間の短縮

キャビン内に搭載しているコント
ロールボックスのガイダンス画
面（深さ・勾配・距離）に従って
施工を実施できるため、丁張り
無しでの床掘り、法面整形等が
施工が可能となる。

機器構成

小規模施工ワークフロー

操作性

メリット

38

株式会社トプコンポジショニングアジア「杭ナビショベル」

GNSS衛星の受信状況が悪いエリア・小規模現場でも活用可能な技術（３Ｄ）
関東地方整備局
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・現場にあるバックホウに振り子式の金
具（自作）を取り付け，360°プリズムを
金具に装着することで3Dマシンガイダン
スとして，使用することが可能になる。

・本来であれば多くの投資が必要となる
が少ない金額で簡易的にマシンガイダ
ンスを行うことが可能となる。

※簡易的ではあるが，±2cm程度の精
度に収まったという実績もある。

株式会社建設システム 快速ナビ（マシンガイダンスへの応用利用）

機器構成

メリット

関東地方整備局

GNSS衛星の受信状況が悪いエリア・小規模現場でも活用可能な技術（３Ｄ）



・掘削 ・整地
・法面整形 ・敷均し

・作業時間の短縮 ・人工の削減
・ＩＣＴの低コストでの導入 ・衛星取得不可エリアでの施工

①機器構成

刃先に取付けたＥ三Ｓ（勾配指示装置＋
360度プリズム）をトータルステーションで追

尾し、運転席に取付けたモニターに搭載し
た３次元設計データに従って、施工を行う。

３次元マシンガイダンスシステムを取り付

ける場合、様々なシステムを溶接等で取り
付け配線の取り回し等を実施する必要があ
るが、このシステムの場合、バケットに取付
けるだけ

取付イメージ

汎用

ＢＨ

自動追尾

ＴＳ
Ｅ三Ｓ

３ＤＭＧ

システム

②勾配のガイダンスが可能

法面整形時に、バケットに取り付けた勾配
指示器を見ながら施工を行う。

設計の法面勾配と現在のバケットの角度
が一致していることが、勾配指示器で確認
できる。

取付フロー

③安全性及び高品質な施工の実現

建機内のモニタ及び勾配目視装置を用い
て施工を行うことで、視線移動を少なくし、
丁張レス施工による施工補助及び検測作業
人工の削減によって安全に施工を実施する
ことが可能となる。

品質に関してもリアルタイムで設計値との
差異を確認することが出来るため、丁張設
置時に比べ、ばらつきの少ない施工が実現
可能となる。

品質の比較

安全性の向上

取付部品（Ｅ三Ｓ）

40

株式会社佐藤工務店 バケットの勾配のガイダンス技術 Ｅ三Ｓ（NETIS：TH-160014-A）

メリット 適用範囲

機器構成 勾配のガイダンスが可能 安全性及び高品質な施工の実現

関東地方整備局

GNSS衛星の受信状況が悪いエリア・小規模現場でも活用可能な技術（２Ｄ）



スロープセンサー

トータルステーション

ターゲットプリズム

コントロールボックス ・従来の上下運動に加え、チルト、
アングル動作が可能

・自動制御は、上下運動とチルトも
可能

・すべての動作において手動での
操作も可能。

41

・ブレード3Dマシンコントロール バックホウは、バック

ホウの排土板の上下動やチルトを自動制御するシス
テム

・ブレード３Ｄマシンコントロールは、排土板上に取り
付けた360°プリズムと、それを追尾して3次元座標

を計測するトータルステーション、トータルステーショ
ンと送受信を行う無線機、車載のコントロールボック
ス、排土板の角度センサ、ブレードのマシンコント
ロール機能をＯＮ・ＯＦＦするブレードレバーで構成

日立建機株式会社 ミニショベル ＰＡＴブレードマシンコントロール（NETIS：KK-190006-A）

機器構成 メリット

アクティオ株式会社 ブレード3Dマシンコントロール バックホウ

操作性

関東地方整備局

GNSS衛星の受信状況が悪いエリア・小規模現場でも活用可能な技術（３Ｄ）



操作性

42

本陣水越株式会社「準平くん×２Ｄマシンガイダンスシステム」

①あらかじめバケットを鉛直状態にして、準平くんの
プリズム中心位置からバケットの刃先までの距離
を準平くんを視準するＴＳのデータコレクタに入力し
ておくことにより、自動追尾TSでバケット刃先の位
置、高さを常に把握できる。

※バケット角度を変えなければ、準平くんのプリズム
中心位置からバケットの刃先までの距離を再計測
する必要はない。

②準平くんを自動追尾TSで計測することにより、車載
モニターで刃先を切り出し位置にガイダンスできる

※法丁張り無しで、切り出し位置がわかる。
③上記②の機能で、刃先を切り出し位置に誘導した

後 は、２Dマシンガイダンスで掘削・整形が可能

【使用上の注意点】
・建機本体の位置を移動させる度に、上記②の
作業を行う必要がある。

掘削高をタッチパネルで入力

メリット ・準平くんと２Ｄマシンガイダンスを組み合わせることで、３Ｄマシンガイダンスに類似した
施工が可能となり、丁張りレスにより、建機から降りることなく施工が可能

・３Ｄマシンガイダンスと比較して安価に導入可能
・専用機具を使わずに自社保有の建設機械へ搭載可能
・TSで位置を計測するため、衛星を取得できない上空を遮られた箇所でも施工が可能

刃先が設計値位置に近づいたこ
とをLEDの点灯や音により、オペ
レーターに知らせる

①準平くんを視準するＴＳのデータコレクタで、建
機の刃先を切り出し位置へ誘導

②切り出し位置に刃先を誘導した後は
2Dマシンガイダンスで施工

①と②を併用すること
で施工基面の確認と
2Dガイダンスを実現

バケットを鉛直状態にして切り出し位置に合わ
せるため、２Ｄガイダンス画面でバケット角度を
確認（角度表示が可能）

関東地方整備局

GNSS衛星の受信状況が悪いエリア・小規模現場でも活用可能な技術（２Ｄ）
R6.3追加



メリット

43

準平くん

システム構成 機材取付時

・準平くん
・プリズムを自動追尾する
ＴＳ

・測量データコレクタ※

※３次元設計データ入り
※ＴＳが常時プリズムの位置を視準しな

がら、設計と作業装置の位置の差分
を表示する機能が必要

・建機に取り付けた準平くんをＴＳで追尾することで、作業装置を設計位置へ誘導可能
・マグネットで簡単に建機への着脱ができるため、複数の建機に載せかえて使うことが可能
・ＴＳ測位を活用することで、衛星取得不可エリアにおいても活用可能

操作説明

画像は株式会社ホーシンのＨＰから引用（https://hoshin.co.jp/media/idig/a53）

現地計測したデータを使用可。

※準平くんをバケットへ取り付け後にバケットの角度を
動かした場合、プリズムのオフセット高さの再調整が必要

図面データをタブレットへ入力

【キャリブレーション】
プリズムと刃先の高さの差をオフセ

ット高さとして準平くんを視準するＴＳの
データコレクタへ入力

画像は株式会社ホーシンのＨＰから引用（https://hoshin.co.jp/media/idig/a53）

①マグネット取付型プリズム「準平くん」

関東地方整備局

本陣水越株式会社「準平くん×２Ｄマシンガイダンスシステム」

GNSS衛星の受信状況が悪いエリア・小規模現場でも活用可能な技術（２Ｄ）
R6.3追加



メリット
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システム構成 操作画面

操作説明

活用場面

画像は株式会社ホーシンのＨＰから引用
（https://hoshin.co.jp/media/idig/a53）

画像は株式会社ホーシンのＨＰから引用
（https://hoshin.co.jp/media/idig/a53）

・バックホウの刃先を設計横断の折れ点（法肩・法尻等）や設計横断に示された切り出し
位置にあててオフセットし、施工時にはバックホウの姿勢や傾きをセンサーで感知するこ
とで掘削高さをガイダンスするため、衛星受信環境に左右されずに活用可能

※オフセットする箇所は設計横断の折れ点（法肩・法尻等）や設計横断に示された切り
出し位置が該当します。

設計面と刃先の高
さの差

設計面

関東地方整備局

②２Ｄマシンガイダンスシステム
本陣水越株式会社「準平くん×２Ｄマシンガイダンスシステム」

GNSS衛星の受信状況が悪いエリア・小規模現場でも活用可能な技術（２Ｄ）
R6.3追加

https://hoshin.co.jp/media/idig/a53
https://hoshin.co.jp/media/idig/a53


Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ステップ③－２
新しいＩＣＴツールの活用

45



小規模土工における新たな出来形管理技術の紹介（モバイル端末を用いた出来形計測）

モバイル端末
（ LiDAR搭載）

GNSSレシーバー＋ARマーカー

モバイル端末（ LiDAR搭載）
＋スタビライザ

GNSSレシーバー
（標定点）

側溝計測 側溝計測データ
（メッシュ）

ボックスカルバート計測データ

モバイル端末を用いた出来形計測
（大成ロテック株式会社 ARマーカー）

モバイル端末を用いた出来形計測
（株式会社OPTiM GeoScan)

センサー（LiDAR等）搭載のモバイル端末とGNSSレシーバーを組み合わせた３次元測量技
術による３次元出来形管理手法。

GNSSレシーバー
（標定点）

関東地方整備局
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QRコードのマーカーを利用し、
評定点・検証点の中心を自動認識
※標定点の座標はTSで計測

株式会社建設システム 快測Scan

自動で公共座標へ変換

土工（1000㎥未満）・床掘工・小規模土工・法面整形工編 参考資料-4
標準的手法以外の手法を用いる場合は、測定精度確保に必要な計測手順や条件（標定点の設置基準、検証点の
配置方法等）について所定の様式に記載・提出するとともに、提案した手法に沿った計測についての事前精度確認
試験及び計測毎の精度確認試験を行う。

R6.3版ICTを用いた出来形管理要領（案）において、標定点・検証点を用いた計測手法を記載する。

関東地方整備局

小規模土工における新たな出来形管理技術の紹介（モバイル端末を用いた出来形計測）
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モバイル端末を用いた計測手順

①標定点と検証点を設置
＊始点と終点で最低２点の標定点を設置（１点では軸方向が定まらない）
＊標定点と検証点の座標をＴＳで計測
＊検証点は標定点の付近を避けて設置

標定点座標を手動で登録

GCP

アプリ上で登録

標定点の配置図
標定点
検証点

12m床掘

折り返し点

5m間隔

始点
終点

検証点は
標定点から離す

関東地方整備局
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②計測対象をモバイル端末で撮影しながら計測
＊LiDARの照射距離が5mのため遠方は自撮り棒等を活用
＊計測画面を手元で確認するためミラーリング機能等を活用
＊加速度センサーに誤差が出るため歩行時に高速移動や急旋回に注意
＊所要の点群密度が出るよう歩行速度を調整

③歩行しながらモバイル端末で計測対象の全面を計測
＊撮影中リアルタイムで点群が取得できた範囲が画面表示されるため、
計測したい範囲全面を点群がカバーするまで計測

モバイル端末を用いた計測手順
関東地方整備局
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OS or 
iTunes

有線データ通信

インターネット

内部ストレージ

アプリ内
データ

データ処理

④点群を保存
＊点群はローカル又はクラウド上に保存可能。
＊Apple端末からGooglePCに保存する場合は、PCにiTunesのインストールが必

要。
＊クラウド上に保管する場合、ブラウザが閲覧可能な環境で取り出し可能。

⑤点群処理
＊保存した点群を点群処理ソフトウェアで解析し、面的な出来形を求める。

モバイル端末を用いた計測手順
関東地方整備局
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精度確認手法Ａ 精度確認手法B

⑥精度確認
＊以下のいずれかの方法で精度を確認する。
A 計測前、計測対象内に検証点（既知点又は他の計測機器により座標取得）を１点設置。（真値とする）

計測後、モバイル端末で取得した検証点の座標と真値の較差を確認。

B 計測前、標定点（GNSSレシーバー）のうち２点を既知点上に設置。 （真値とする）
計測後、標定点（GNSSレシーバー）の座標と真値の較差を確認。

※計測前の精度確認により精度が出る計測手法を明記したときＢを選択可

標定点
検証点

モバイル端末を用いた計測手順
関東地方整備局
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小規模土工においては３次元起工測量は必須ではないが、
モバイル端末を用いることで、TLSやUAV等と比較して、
経済的に３次元起工測量が可能。

①３次元起工測量に活用

モバイル端末で取得した計測データの活用方法
関東地方整備局
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②電線共同溝工等の施工管理に活用

■計測機器
・センサー（LiDAR等）が搭載されたモバイル端末
・標定点と検証点の座標を計測する機器（ＴＳやGNSSレシーバー等）

■期待される効果
・導入コスト削減（機材が安価）
・専門の測量用機材が不要
・計測作業のワンマン化による効率化

＜断面管理＞
取得点群から断面（±100㎜以内）を抽出し、
断面管理が可能。※２

■計測手順

＜精度確認＞
モバイル端末で取得した検証点座標と、
ＴＳ等光波方式又はGNSS等で取得した
検証点座標を比較し、較差を確認。※１

①標定点と検証点の設置 ②点群取得

※１ 標定点としてGNSSレシーバーを用いる場合、標定点を計測範囲内の既知点上に設置し、
標定点と既知点の座標較差を確認（２箇所以上）することで検証点の確認に代替可。

※２ 管理項目となる幅、長さ、延長、高さ等の端部において、
0.0025㎡（0.05m×0.05m メッシュ）あたりに１点以上の計測密度であること

標定点
検証点

管理断面

管理断面の±100㎜

③断面管理

＜標定点と検証点の設置＞
始点と終点で最低２点の標定点を設置
し、標定点の座標をＴＳ等光波方式又
はGNSS等で取得。検証点は標定点の
付近を避けて設置。

モバイル端末で取得した計測データの活用方法
関東地方整備局
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レベル、検尺テープ、水平器、TS等の機器で辺や高さを計測し体積を計算。

体積を算出したい対象物を計測し、点群処理ソフトウェアで計算。
→LSやUAVと比較し、経済的に出来高計測が可能。
→計測と計算の両方で時間を短縮可能。
→従来の平均断面法による出来高計測に対し、モバイル端末を用いた計測は面管理と
なるため、より正確な出来高が計測可能。

従来手法

モバイル端末を活用

③出来高計測の省力化

モバイル端末で取得した計測データの活用方法
関東地方整備局
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・モバイル端末を用いて取得した計測データを、地図データ上や３次元設計データ上に、
落とし込むことが可能。

・住民説明や協議の際に３Ｄモデルを用いた分かりやすい説明が可能。

モバイル端末を用いて取得した計測データを
地図データ上に落とし込める

モバイル端末を用いて日々計測することで
その日当たりの施工状況を時系列で進捗管理可能

④施工の進捗管理に活用

モバイル端末で取得した計測データの活用方法
関東地方整備局
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一定期間毎に地形の点群を取得することで、災害時に変位した地形箇所を確認可能。
（水のたまりやすい箇所や落石箇所等）

元データ
災害後等の

データ

陥没
岩

解析

データの
比較

水が溜まりやすい

落石があった箇所

・流路の検討
・材質の検討
・道路陥没や
空洞に注意

・防護柵の設置
・ワイヤロープ等、
設置箇所の判定

（将来構想）被災状況の把握に活用

モバイル端末で取得した計測データの活用方法
関東地方整備局
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点群計測により
面的な形状の取得

表層

表層からどのくらいの箇所に
埋設物があるのか確認

函渠の新設時、種類・勾配・設置位
置・人孔配置等の決定に活用

（将来構想）埋設物管理等への活用

表層の点群計測後
合成により埋設深さ
判明

埋設物の位置をモバイル端末を用いた点群計測で記録することで、試掘を省略可能。

モバイル端末で取得した計測データの活用方法
関東地方整備局
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ハンディーレーザー「X120GO Laser Scanner」

■課題
起工測量をする際、 UAVやTLSでは高架下や障害物に
より点群を計測出来ない箇所が発生する場合がある。

専用アプリ「Goapp」X120GO Laser Scanner

■ハンディーレーザーで補完
UAVやTLSで点群を計測できなかった箇所を、1人で歩
行しながら簡単な操作で計測することが可能。

メリット

・UAVやTLSでは点群計測が難しい箇所を
簡単にハンディーレーザーで補完可能

・TLSに比べ低コストで導入可能

・ワンマンでの計測が可能

・最大２．５時間の長時間計測が可能

・最大計測距離120mで移動が少なく広範囲を
計測可能

・短時間の計測で現場状況を確認可能

※高架下などは影となり
点群を計測することが出
来ない箇所が発生する。

高架下や障害物
のある現場

関東地方整備局

小規模現場における新たな点群取得技術の紹介（ハンディレーザーを用いた起工測量）
R6.3追加

※注意事項：本技術は「3次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」（R6.3）の「出来形計測」には、適応していない。 58



ハンディーレーザー「X120GO Laser Scanner」

専用アプリケーションで評定点の座標をイン
ポートし、点群に座標を与えることが可能

①キャリブレーション
※起動時1分間静止

②歩行しながら計測
画面上に表示される既
取得点群から、未計測
箇所を確認

・ハンディーレーザーを持ちながら歩いて任意の箇所を計測できる。
・タブレットの画面上に表示される既取得の点群を見ながら、未計測箇所を確認し計測
することができる。

・ハンディーレーザーを工事基準点上に置き標定点として登録することで、簡単に
取得した点群へ公共座標を付与できる

・レーザー速度１秒３２万点、計測最大距離120mのため、広範囲で高密度な点群を取得
できる。

・オフラインで色付きのＣＳＶ、ＬＡＳデータを出力できる。

操作性

計測手順

※注意事項：本技術は「3次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」（R6.3）の「出来形計測」には、適応していない。

③標定点の計測
工事基準点上に機器を数
秒置くことで工事基準点を
標定点として登録でき、後
処理で公共座標に変換

施工の現状写真

計測点群データ

標定点

関東地方整備局

小規模現場における新たな点群取得技術の紹介（ハンディレーザーを用いた起工測量）
R6.3追加
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

小規模工事ＩＣＴ施工活用の手引き（案）

関東地方整備局

参考資料１

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ



目次 関東地方整備局

質問をクリックすると該当ページに飛びます

各ページの「目次へ戻る」をクリックすると戻ってきます

１．全般的な内容

１－１．ＩＣＴ活用工事に関連する資料の掲載場所はどこか。

１－２．施工範囲のうちＩＣＴ活用工事に適さない部分がある。

１－３．ＩＣＴ土工・ＩＣＴ土工（1,000m3未満）・ＩＣＴ小規模土工は施工箇所毎に使い分けるのか。

２．３次元設計データ作成

２－１．設計図書に中心線形が無い場合、３次元設計データはどのように作成すればよいか。

２－２．３次元設計データの曲率が大きい部分の横断形状は、どの程度断面を分割して作成するべきか。

２－３．道路本線の線形と、それに付随する小規模工事の線形が異なる場合、小規模工事の３次元設計データはどのように作成すればよいか。

２－４．３次元設計データで細か く表現しきれない部分は、どのように対応したらよいか。

３．ＩＣＴ建設機械による施工

３－１．ＩＣＴ活用工事積算要領に定めらされていないＩＣＴ建設機械を使用した場合は設計変更の対象となるか。

３－２．ＩＣＴ土工（1,000m3未満）とＩＣＴ小規模土工に品質管理（ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め回数管理）は適用されないか。

３－３．ＩＣＴ建設機械と通常建設機械の稼働実績を確認する資料として施工履歴データが必要か。

４．３次元出来形管理等の施工管理

４－１．面管理では生産性が向上しないため従来管理での申請があった。

４－２．モバイル端末を用いた出来形管理はどの工種に適用できるか。

４－３．国土地理院で規定が無いＴＳ等光波方式の精度確認試験について。

５．３次元データの納品

５－１．従来施工部分は「３次元データの納品」の対象になるか。

1



関東地方整備局

Ｑ．
ＩＣＴ活用工事に関連する資料の掲載場所はどこか。

Ａ．
以下ＵＲＬに掲載されています。

要領関係等（ICTの全面的な活用）（国土交通本省ＨＰ）
https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html

※関東地方整備局職員のみ以下リンクからでも確認可能
http://10.160.8.7/siryoukan/22/95/sekougijyutu/jyouhoukasekou/tantoushakaigi/tuuti.htm

関東地方整備局作成のICT施工資料集（関東地方整備局ＨＰ）
https://www.ktr.mlit.go.jp/dx_icon/iconst_00017.html

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ

目次へ戻る
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関東地方整備局

目次へ戻る

Ａ．
協議により一部をＩＣＴ施工の適用範囲外とし、従来建設機械を用いて施工可能です。

鳥子川久保橋

平面図

橋梁

護岸工

横断図（橋梁箇所）

橋梁橋梁

護岸工※ＩＣＴ適用範囲外

ＩＣＴの全面的な活用の推進に関する実施方針より

Ｑ．
施工範囲のうち、ＩＣＴ活用工事に適さない部分がある。

（例）
・橋梁があり衛星を取得できない。
・本線部がサンドマット工のため掘り起こしによる厚さ管理となる。
・狭隘であり機械の搬入が困難。

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．
例えば、土工量1,000m3で掘削量が50m3の箇所と950m3の箇所で分かれる土工

事においてＩＣＴを活用する場合、掘削量50m3箇所にはＩＣＴ小規模土工、掘削量
950m3箇所にはＩＣＴ土工（1,000m3未満）と、分けて適用することになるか。

Ａ．

該当工事をＩＣＴを活用しない工事で積算しようとした場合に、掘削の施工数量が
100m3程度と1,000m3程度で分かれるのであれば、それぞれＩＣＴ小規模土工とＩＣＴ土
工（1,000m3未満）を適用することになります。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．

小規模工事において、設計図書に中心線形が無い場合、３次元設計データはどのよ
うに作成すればよいか。

Ａ．
任意の構造物の中心線又は仮想の中心線を定義してください。
断面は実測上の断面変化点を基準に作成してください。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．

小規模工事において、曲率が大きい道路付属物等に沿った３次元設計データを作成
する際、曲率が大きい部分の横断形状は、どの程度断面を分割して作成するべきか。

Ａ．
「LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準の運用ガイドライン（案）」を参考

にしてください。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．

道路本線の線形と、それに付随する小規模工事の線形が異なる場合、小規模工事
の３次元設計データはどのように作成すればよいか。

Ａ．

道路本線の線形に対して直交する方向で設計横断が作図されており、小規模工事で
設定した独自の平面線形に対して斜交している場合、「本線の線形」＋「これに直交す
る横断」でデータを作成することを基本とします。

本線線形を用いた出来形管理が不便である場合、小規模工事独自の中心線形を想
定してデータを作成することもできます。

その場合、独自の平面線形に対し斜交する断面で、平面図から横断の変化点との交
点を読み取り、データに反映してください。
詳細は「LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準の運用ガイドライン（案）」

を参考にしてください。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．

現況との取り合い部等、３次元設計データで細かく表現しきれない部分は、どのよう
に対応したらよいか。

Ａ．

現況に合わせた３次元設計データを作成可能であれば作成し、除外した場合は除外
範囲の管理方法を監督職員と協議してください。

３次元起工測量の面データと３次元設計データを重ね合わせることで、ある程度正確
に作成可能です。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．

ＩＣＴ活用工事積算要領に定められていないＩＣＴ建設機械を使用して施工した場合、
設計変更の対象となるか。

Ａ．
ＩＣＴ活用工事積算要領で定めたＩＣＴ建設機械は標準的な考えです。

ＩＣＴ施工において設計図書で施工方法を定めていない限り施工方法は任意であり、
実施工で積算と異なるＩＣＴ建設機械を使用したとしても設計変更の対象とはなりませ
ん。

ただし、現場条件等の事情により、これに限らない場合は受発注者間での協議が必
要です。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．

ＩＣＴ活用工事（土工）実施要領においては「品質管理（ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め回
数管理）」の記載があるが、ＩＣＴ土工（1,000m3未満）とＩＣＴ小規模土工の実施要領に
は記載がないのはなぜか。

Ａ．
ＩＣＴ土工（1,000m3未満）とＩＣＴ小規模土工は土工量の少なさから盛土を想定してい

ないため、 「品質管理（ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め回数管理）」の記載がありません。
仮に、ＩＣＴ土工（1,000m3未満）とＩＣＴ小規模土工で盛土を実施する場合、品質管理

（ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め回数管理）で生産性向上が見込めるのであれば実施して
構いません。

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ

目次へ戻る
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関東地方整備局

Ｑ．

ＩＣＴ建設機械と通常建設機械の稼働実績を確認できる資料を提出することで実績で
の契約変更が可能だが、監督職員よりＩＣＴ建設機械の施工履歴デー タを提出するよ
う求められた。

Ａ．

工事日誌等を用いてＩＣＴ建設機械と通常建設機械の稼働実績が判別できれば結構
です。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．

３次元出来形管理において、面管理では生産性が向上しないため、従来管理での申
請があった。
（例）

・泥岩により法面が崩れるため法面保護を要するが、法面部の出来形が不可視部とな
り段階毎の計測が必要。
・周辺が田畑であり、湧水が発生するため、掘削後すぐに盛土を行う必要がある。
・降雪時期であり、工区全体の出来形を同時期に計測をすることが困難。

目次へ戻る

Ａ．

３次元出来形管理にあたっては、標準的に面管理を実施するものとしますが、監督職
員と協議の上、従来手法（出来形管理基準上で当該基準に基づく管理項目）での管理
も可能です。

ただし、この場合は工事竣工段階の地形について面管理に準じた出来形計測を行い
納品することで、施工プロセス「④３次元出来形管理等の施工管理」を実施したものと
みなします。

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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Ａ．
ＩＣＴ小規模土工においてモバイル端末を用いた出来形管理を実施する場合、 「３次

元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」第14編 第９章「モバイル端末を用いた３
次元計測技術（多点計測技術）の適用」が適用されます。

なお、「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」各編の「適用の範囲」のとお
り、土工編の適用工種は「１箇所あたりの施工規模が 1,000m3 以上となる土工区分」、
土工（1,000m3未満）･床掘工･小規模土工･法面整形工編の適用工種は「１箇所あたり
の施工規模が1,000m3未満となる土工区分」となります。

関東地方整備局

Ｑ．
「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」における、土工編と土工（1,000m3

未満）･床掘工･小規模土工･法面整形工編の両方にモバイル端末に関する記載があ
るが、ＩＣＴ小規模土工においてモバイル端末を用いた出来形管理を実施する場合、ど
ちらが適用されるのか。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．

国土地理院で規定が無いＴＳ等光波を使用しているが、平成３０年度より、精度確認
後に出来形管理に使用できるようになった。
この場合の精度確認試験方法はどこに記載されているか。

Ａ．

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 参考資料－６
をご確認ください。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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関東地方整備局

Ｑ．
従来施工の部分は施工プロセス「３次元データの納品」の対象となるか。

Ａ．
従来施工の部分は施工プロセス「３次元データの納品」の対象となりません。

目次へ戻る

小規模工事におけるＩＣＴ活用工事ＦＡＱ
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

参考資料２
小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証

本検証結果は、個々の技術の導入効果を検証したものであり、全ての工事で同一の効果が得ら
れるものではありません。

※実工事においては、工事毎の実施数量は異なり、関連作業も含めた編成人数にて工事が
実施されるため。



実施日 工事名 発注者 施工者

令和5年10月12日 総施加）社資（改築）工事（円良田工区その４） 埼玉県本庄県土整備事務所
真下建設
株式会社

令和5年11月24日 緊急浚渫推進（砂防）工事（蒔田川その２工区） 埼玉県秩父県土整備事務所
株式会社
山本組

令和6年1月16日
令和5年度河川改修工事公共（その６）
河川改修工事県単（その６）合併

神奈川県厚木土木事務所
本陣水越
株式会社

令和6年1月24日
R4渡良瀬川左岸藤岡町地先築堤（その１）工事
R4渡良瀬川左岸藤岡町地先築堤（その２）工事

国土交通省関東地方整備局
渡良瀬川河川事務所

潮田建設
株式会社

○ICT施工の中小建設業への普及拡大に向け、全国で初めてとなる実践的な手引き『小規模工事ICT
施工活用の手引き（案）』を令和4年3月31日に公表。令和5年度の協議会の活動として、上記「手引き
（案）」の普及、「手引き（案）」に沿ったICT施工技術の活用促進の取組を実施。
○令和5年度は、関東地方整備局管内の4工事で小規模工事ICT施工技術の導入効果検証を実施。
○地方公共団体、中小建設業に向けた小規模工事ICT技術見学会を2回開催。

導入効果検証日程

R5.10.12 総施加）社資（改築）工事（円良田工区その４）におけるICT技術見学会 R6.1.24 R4渡良瀬川左岸藤岡町地先築堤（その１）工事
R4渡良瀬川左岸藤岡町地先築堤（その２）工事におけるICT技術見学会

着色箇所は技術見学会を実施

R6.3追加 関東地方整備局
（R5年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証
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（R5年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証①

実施日 ：令和5年１０月１2日
工事名 ：総施加）社資（改築）工事（円良田工区その４）
実施内容 ：法面工における、ＴＬＳや自動追尾式ＴＳ仕様のICTバックホウの活用
発注事務所 ：埼玉県本庄県土整備事務所
施工業者 ：真下建設株式会社
実施場所 ：埼玉県児玉郡美里町大字円良田地内（一般県道広木折原線）
使用機械 ：ＩＣＴバックホウ（0.45㎥）

ICT建機（MC）による敷均・整正ICT建機（MG）による掘削

実施概要

実施状況

ICT建機（MG）による整形ＴＬＳによる計測

土量計算

現場地図 平面図現場状況

球面ターゲット
（スフィア）

R6.3追加 関東地方整備局
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実施日 ：令和5年１1月24日
工事名 ：緊急浚渫推進（砂防）工事（蒔田川その２工区）
実施内容 ：河川土工（河床掘削）における、GNSS仕様ＩＣＴバックホウの活用
発注事務所 ：埼玉県秩父県土整備事務所
施工業者 ：株式会社山本組
実施場所 ：蒔田川/秩父市田村地内
使用機械 ：ＩＣＴバックホウ（0.1㎥）

実施概要

実施状況

（R5年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証②

施工場所

ICT建機（MG）による掘削 ICTの情報共有システムによる進捗や数量管理

現場状況 現場地図 平面図

R6.3追加 関東地方整備局

3



実施日 ：令和6年１月１6日
工事名 ：令和5年度河川改修工事公共（その６） 河川改修工事県単（その６）合併
実施内容 ：河川土工（橋下の法面掘削）における、プリズムアタッチメントとICTバックホウ（2D）の活用
発注事務所 ：神奈川県厚木土木事務所
施工業者 ：本陣水越株式会社
実施場所 ：神奈川県厚木市戸田地内
使用機械 ：ＩＣＴバックホウ（0.45㎥）

実施概要

実施状況

準平くん（プリズムアタッチメント）の装着 ＩＣＴ建機（ＭＧ）による法面整形

マシンガイダンス（2D）の画面（左）

準平くんを視準するTSのデータコレクタに
よるガイダンス画面（右）

現場状況 現場地図 平面図

施工場所

R6.3追加 関東地方整備局
（R5年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証③
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実施日 ：令和6年１月24日
工事名 ：R4渡良瀬川左岸藤岡町地先築堤（その１）工事 R4渡良瀬川左岸藤岡町地先築堤（その２）工事
実施内容 ：作業土工（床堀工）における、GNSS仕様ICTバックホウの活用
発注事務所 ：国土交通省 関東地方整備局 渡良瀬川河川事務所
施工業者 ：潮田建設株式会社
実施場所 ：栃木県栃木市藤岡町（渡良瀬川左岸）
使用機械 ：ＩＣＴバックホウ（0.3㎥）

実施概要

施工場所

ＩＣＴ建機（MG）による法面掘削・整形GNSSアンテナで位置情報取得

現場状況 現場地図

実施状況

平面図

R6.3追加 関東地方整備局
（R5年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証④
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開催日 工事名 発注者 施工者

令和4年10月13日 R3町谷第3床固改築外工事 日光砂防事務所 磯部建設株式会社

令和4年10月19日 総Ⅰ除）1225交付金（改築）工事（志木工区その11） 朝霞県土整備事務所 株式会社島村工業

令和4年11月28日・29日 R4・5江戸川右岸小平地先堤防整備工事 江戸川河川事務所 金杉建設株式会社

令和4年12月15日 － － 株式会社細村建設

令和5年1月17日 総Ⅰ除）1227交付金（改築）工事（志木工区その8）
埼玉県県土整備部
朝霞県土整備事務所

株式会社島村工業

令和5年1月27日 R4国道4号東埼玉道路松伏春日部地区改良その10工事 北首都国道事務所 金杉建設株式会社

○ICT施工の中小建設業への普及拡大に向け、全国で初めてとなる実践的な手引き『小規模工事ICT施工活用の手引き（案）』を
令和4年3月31日に公表。令和4年度の協議会の活動として、上記「手引き（案）」の普及、「手引き（案）」に沿ったICT施工技術の
活用促進の取組を実施。

○令和４年度は、関東地方整備局管内の３工事（直轄２工事）で小規模工事ICT施工技術を活用。
○地方公共団体、中小建設業に向けた小規模工事ICT技術見学会を６回開催。

埼玉県土木施工管理技士会東松山支部主催

技術見学会 開催状況 着色部分は、埼玉県地域建設業ICT推進検討協議会が主催

R4.10.13 日光砂防事務所によるICT技術見学会
R4.12.15 埼玉県土木施工管理技士会主催
によるICT技術見学会

関東地方整備局
（R4年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証
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実 施 日 ：令和４年１０月１３日
件 名 ：DX（ICT施工BIM/CIM）推進講習会（現場実演） ～小規模工事のICTデモンストレーション～
発注事務所 :日光砂防事務所
施工業者 ：磯部建設株式会社
開催場所 ：大谷川 関の沢ストックヤード

ICT建機（MC）による敷均・整正ICT建機（MG）による掘削 杭ナビを活用した構造物設置

実施概要

実施状況

関東地方整備局
（R4年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証①
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関東地方整備局
（R4年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証②

実施日 ：令和４年１０月１９日
工事名 ：総Ⅰ除）１２２５交付金（改築）工事（志木工区その１１）
発注事務所 ：埼玉県県土整備部朝霞県土整備事務所
施工業者 ：株式会社島村工業
工事場所 ：一般国道２５４号／埼玉県志木市中宗岡地内
工事概要 ：延長 L=120.0m 幅員 W=42.0m

道路土工 一式 排水構造物工 一式 舗装工 A=3,103m2 縁石工 一式

富士見方面

和光方面

実施概要

杭ナビを活用した門型丁張設置
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実演状況

実施概要

関東地方整備局
（R4年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証③

実施日 ：令和４年１１月２８日・２９日（２日間開催）
件名 ：埼玉県地域建設業ＩＣＴ推進検討協議会 小規模工事におけるＩＣＴ施工技術現場見学会
工事名 ：Ｒ４・５江戸川右岸小平地先堤防整備工事（埼玉県春日部市小平地先）
発注者 ：江戸川河川事務所
施工業者 ：金杉建設株式会社
実施内容 ：堤防整備工事の堤脚水路の床堀作業について、小型ＩＣＴ建機を用いた床堀施工を実施及び工事現

場で活用できる革新的技術の紹介を実施
参加者 ：約７０名（関東管内地方公共団体職員・埼玉県建設業協会加盟施工業者）
報道機関 ：４社（日刊建設通信新聞社、日刊建設工業新聞社、建通新聞社、日本工業経済新聞社）

工事箇所

龍Ｑ館

江戸川

工事施工範囲

実施箇所 座 学開会挨拶

小型ＩＣＴ建機（後付ＭＧシステム）による床堀施工 チルトローテータ（ＭＣシステム）の操作体験

ＧＮＳＳアンテナ

MCバックホウにバケットのチルト・回転・簡易
グラブが一体となった先端アタッチメントを装着

バケットが３６０°回転

ＴＳ+データコレクタを活用した門型丁張設置実演

データコレクタ
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実施概要

関東地方整備局
（R4年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証④

件 名： 技術研修会『小規模工事ICT施工』
実施日 ： 令和４年１２月１５日
開催場所： 東松山市神戸（都幾川右岸）
主 催 ： 埼玉県土木施工管理技士会東松山支部
協 賛 ： 株式会社細村建設、株式会社埼玉測機社
実施内容：小型ＩＣＴ建機を用いた床堀施工及び工事現場で活用できる技術紹介

実演状況

実施箇所

研修会会
場

研修会会場 開会挨拶 座 学

杭ナビを活用した門型丁張設置 小型ＩＣＴ建機（後付ＭＧシステム）による床堀施工 10



関東地方整備局
（R4年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証⑤

件 名： 埼玉県地域建設業ICT推進検討協議会 小規模工事におけるICT施工の現場見学会
実 施 日： 令和５年１月１７日
開催場所 ： 国道254号和光富士見バイパス／埼玉県志木市中宗岡地内
発 注 者： 埼玉県県土整備部朝霞県土整備事務所
施 工 者： 株式会社島村工業
実施内容 ： 小型ICT建設機械を活用した小規模土工の施工

実施概要

研修会会
場

開会挨拶 座 学

杭ナビを活用した門型丁張設置

小型ICT建機による施工範囲
・都市型側溝 約356ｍ
・都市型可変側溝 約114ｍ富士見方面

和光方面

今回の実施箇所

実演状
況

360°プリズム

小型ＩＣＴ建機（後付ＭＧシステム）による床堀施工

TS

ICTを活用したL型丁張設置事例

実施箇所
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関東地方整備局
（R4年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証⑥

件 名：埼玉県地域建設業ＩＣＴ推進検討協議会 小規模工事におけるＩＣＴ施工技術現場見学会
実施日 ：令和５年１月２７日
工事名 ：Ｒ４国道４号東埼玉道路松伏春日部地区改良その１０工事
発注者 ：北首都国道事務所
施工業者：金杉建設株式会社
実施内容：排水構造物工における床堀作業、プレキャストＵ型側溝設置についてＩＣＴ施工技術を活用した施工を実施
参加者 ：約５０名（関東管内地方公共団体職員・埼玉県建設業協会加盟施工業者）
報道機関：４社（日刊建設工業新聞社、日本工業経済新聞社、日刊建設通信新聞社、コンクリート新聞社）

実施概要

実演状況（従来施工とＩＣＴ施工技術を活用の組合せ施工）

至
宇
都
宮

至 宇都宮

至 東京

千葉県道・埼玉県道80号線野田岩槻線

九尺排水機場
工事施工箇所

実施箇所 工事施工箇所 座 学

小型ＩＣＴ建機（後付ＭＧシステム）による床堀施工

ＧＮＳＳアンテナ

ICTを活用した門型丁張設置

データコレクタ

プリズム

従来施工によるＵ型側溝設置

従来施工（Ｕ型側溝設置）とＩＣＴ施工（MGBH床堀施工、門型丁張設置）の「いいとこ取り」で作業効率が向上

ICT施工 ICT施工 従来施工
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関東地方整備局
（R3年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証

実施時期：令和３年１１月１５日～１９日
実施場所：関東技術事務所構内（千葉県松戸市五香西）
対象工種：舗装修繕工、小規模土工（管路設置）、小規模土工（敷均・整正）、構造物設置工、複数工種・小量施工

小規模な建設に対応するＩＣＴ施工技術の導入効果検証を目的とする。

実施概要

測位･計測方法
(TS等又はGNSS）

施工機械
（小型MC･MG機）

関東技術事務所 現場実証フィールド

小規模土工
（管路設置・構造物設置工）

小規模土工
（敷均・整正）

複数工種
・小量施工

施工前の現況測量にＴＳノンプリやＴＬＳ等、
車道上の計測員が不要な技術を適用

■舗装修繕工（実証イメージ）
小型施工機械へのＩＣＴ導入、小規模な現場での３次元設計データ利用

※導入効果検証にあたっては、（一社）日本建設機械施工協会の協力を仰ぎ実施

■小規模土工（実証イメージ）
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関東地方整備局
（R3年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証

実施時期：令和３年１１月１５日～１９日

実施場所：関東技術事務所構内（盛土実証フィールド）

対象工種：小規模土工（敷均・整正）、小規模土工（管路掘削）、構造物設置工、舗装修繕工

参加者数：延べ２５０名（協力業者含む）

報道関係：４社（日経コンストラクション、建通新聞、日刊建設通信新聞、日刊建設工業新聞）

協力企業：株式会社アクティオ、株式会社岩崎、株式会社カナモト、株式会社建設システム、コベルコ建機株式会社、株式会社トプコン、日
立建機株式会社、福井コンピュータ株式会社、リーグルジャパン株式会社【五十音順】

実施状況（小規模土工（敷均・整正））
排土板ＭＣ機能付き小型バックホウを用いた敷均し・整正作業を

実施し、建築における外構工事（駐車場等）や構造物設置における
ＩＣＴ活用手法と効果を検証。

■検証実施日：11月15日（月）
株式会社アクティオ（排土板MCバックホウ）による敷均し・整正

■検証実施日：11月16日（火）
日立建機株式会社（ＰＡＴブレード）による敷均し・整正

実施状況（舗装修繕工）

施工前の現況測量にノンプリ方式TSやTLS等、車道上の計測員
が不要な技術を検証。

■検証実施日：11月16日（火）
株式会社トプコン（ノンプリ方式TS）による起工測量

■検証実施日：11月16日（火）
リーグルジャパン株式会社（TLS）による起工測量

埼玉県地域建設業
ICT推進検討協議会
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関東地方整備局
（R3年度）小規模工事におけるICT施工技術の導入効果検証

実施状況（小規模土工（管路掘削））
○小型ICT建機を用いて、上下水道等の管路地中埋設工事等にお
けるICT活用手法と丁張削減効果を検証。

実施状況（構造物設置工）

■検証実施日：11月17日（水）
株式会社トプコン（杭ナビショベル）による管路掘削 丁張りレス（湾曲掘削）

■検証実施日：11月18日（木）
株式会社岩崎（VR-500）衛星測位による管路掘削

■検証実施日：11月18日（木）
株式会社カナモト（E三S）による管路掘削

■検証実施日：11月19日（金）
コベルコ建機株式会社（チルトローテータ―）による管路掘削

○出来形管理用TSを用いて、構造物設置工において実施されて

いる床堀の出来形確認、丁張設置、管理及び構造物の設置（誘
導）作業におけるICT活用手法と効果を検証

丁張りレス（L字掘削）

■検証実施日：11月18日（木）
株式会社建設システム（快測ナビ）による構造物設置工

実施状況（小規模工事における３次元設計データ利活用）

小規模工事にも活用できるICT施工対応ソフト及び事例の紹介

■実施日：11月19日（金）
福井コンピュータ株式会社による３次元設計データ利活用の紹介

自動追尾TSを使用して床堀施工管理し、U字溝の設置誘導を実施

マルチGNSSアンテナ
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測量を二人で実施
しているが一人でで

きないか

スマートフォンで
施工管理したい

導入効果検証取組の背景

□小規模工事におけるICT導入の目的・効果として以下を期待

発注者 民間工事、地方自治体発注工事など実施件数の多い工事においても、生産性を向上し
確実なインフラ整備・維持管理体制の確保（構築）に資する

受注者 現在の人的資源を有効に活用（同一作業の省人化、作業の効率化）して、働き方改革
に資する

□小規模工事への導入検証にむけた議論の経緯

○ ICT導入は「導入コストの増分を補える大規模工事でないとメリットがない」との認識がある

○ ICTは、工事・現場の課題をふまえ、「効率的」に作業をすすめる道具として用いることにより、
小規模工事においても導入効果を得られることが期待されることから検証に取り組む

○導入対象についてを以下の議論を行い選定
１．工事・現場の作業を深掘り・確認し、活用頻度の高い作業を「効率化対象」とする
２．工事・現場の作業確認にあたっては、それぞれの立場において実施する工事傾向（年単位等）

や代表的な工事における作業を参考とする

年間工事のうち下水道管
の敷設工事が多い、これ

を導入対象にしよう

現場の丁張りが
住民の通行に影
響する、無くした

い

舗装の修繕は多い、こ
れを導入対象にしよう

現道の規制を無
くしたい

16
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○ 小規模工事の特徴
・単一作業の実施時間（期間）が短く作業そのものの効率化による生産性向上は限定的
・複数作業（工種）を実施する場合、同一箇所で作業（工種）毎に丁張りを設置
・狭隘な現場による施工が求められる

○ 主要な作業・施工が明確な工事では、目的とする作業・施工の効率化や省人化を実現する
ツールを選択する

・土工が主体となる工事では、小型のICT施工機械が普及しつつあり適用性を確認する

○ 多様な作業・施工が行われる工事では、作業（工種）を跨いで活用できるICTが望ましく、
3次元設計データの作業の横断的な活用に着目する

※ 小規模工事における３次元設計データの有効活用
３次元設計データの利用対象をふまえ作成範囲、作成内容、作成手法を選定する
→丁張り設置、丁張りレス施工（ICT建機活用・構造物設置等）、施工管理

○ ICT活用における注意点
・多様な測位・計測手法が実用化されており、適用性を確認する
・編成人員の最適化や付帯作業の削減可否に着目する

小規模工事におけるＩＣＴ導入のポイント

17
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ICT施工技術の導入効果検証対象

○ 関東地方整備局は、小規模工事におけるICT導入効果を把握するため、埼玉県、さいたま市、埼玉
県建設業協会と共同で以下の効果検証を実施

18

①狭隘な現場での掘削・法面整形におけるICT建設機械導入効果
（小規模ICT建設機械による法面掘削を想定した事例）

②狭隘な河道内での河床掘削におけるICT建設機械導入効果
（小規模ICT建設機械による河床掘削を想定した事例）

③橋下での小規模掘削におけるICT建設機械導入効果
（ＧＮＳＳ受信状況制限下での小規模ICT建設機械による掘削・法面整形を想定した事例）

④作業土工におけるICT建設機械導入効果（小規模ICT建設機械による床堀を想定した事例）

⑤小規模掘削におけるICT建設機械導入効果（管路敷設作業を想定した事例）

⑥小規模敷均し掘削におけるICT建設機械導入効果（外構整地作業を想定した事例）

⑦小型構造物設置におけるICT導入効果（コンクリート二次製品設置を想定した事例）

⑧丁張り設置に着目したICTツールの活用効果（設置誘導を想定した事例）

⑨多点計測技術を用いた現況計測の効果（舗装修繕工事を想定）

⑩断面計測技術を用いた現況計測の効果（舗装修繕工事を想定）

R6.3修正 関東地方整備局



比較条件（R5）

○ 本件証の効果は、検証時の施工時間を元に「単位作業当たりに換算」して比較（人・時間）

〇 ICT建機を用いた導入検証において、事前の精度確保作業に十分な配慮が求められる。効率
的な運用方法を想定し「センサー・治具は装着済み」として比較

○ 従来作業の作業工数は全てヒアリング結果に基づいている。

● 本検証結果は、個々の技術の導入効果を検証したものであり、実工事での効果とは異なる
※実工事においては、工事毎の実施数量は異なり、関連作業も含めた編成人数にて工事が
実施されるため。

効果検証項目 単位作業
ＩＣＴセットアップ作業の内訳

（以下の作業内容を記録し作業工数算出に用いた）
備
考

①狭隘な現場での掘削・法面整形における
ICT建設機械導入効果（小規模ICT建設機
械による法面掘削を想定した事例）

法面掘削整形作業
延長15ｍあたり
（法長１０ｍ程度）

・キャビンへTSプリズム取付（ネジ）
・車載ＰＣの取付
・器械設置とMGの設定（ＴＳ）
・精度確認（工事基準点で1回）

②狭隘な河道内での河床掘削におけるICT建
設機械導入効果（小規模ICT建設機械によ
る河床掘削を想定した事例）

河床掘削作業
延長15mあたり
（幅１０ｍ未満）

・キャビンへGNSS取付
・車載ＰＣの取付
・精度確認（工事基準点で1回）

③橋下での小規模掘削におけるICT建設機械
導入効果（ＧＮＳＳ受信状況制限下での小
規模ICT建設機械による掘削・法面整形を
想定した事例）

法面掘削整形作業
延長15ｍあたり
（法長３ｍ程度）

・バケットへTSプリズム取付（磁石）
・キャビンへタブレット取付（２台）
・器械設置とMGの設定（ＴＳ）
・プリズムと刃先の高さの差の設定（1日1回）
・精度確認（工事基準点で1回）

④作業土工におけるICT建設機械導入効果
（小規模ICT建設機械による床堀を想定し
た事例）

床掘掘削作業
延長15mあたり
（幅１ｍ未満）

・精度確認（工事基準点で1回）

R6.3追加 関東地方整備局
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比較条件（R3～R4）

○ 本件証の効果は、検証時の施工時間を元に「単位作業当たりに換算」して比較（人・時間）

〇 ICT建機を用いた導入検証において、事前の精度確保作業に十分な配慮が求められる。効率
的な運用方法を想定し「センサー・治具は装着済み」として比較

● 本検証結果は、個々の技術の導入効果を検証したものであり、実工事での効果とは異なる
※実工事においては、工事毎の実施数量は異なり、関連作業も含めた編成人数にて工事が
実施されるため。

効果検証項目 単位作業
ＩＣＴセットアップ作業の内訳

（以下の作業内容を記録し作業工数算出に用いた）
備考

⑤小規模掘削におけるICT建設機
械導入効果（管路敷設作業を想
定した事例）

床掘掘削作業
掘削土量20㎥当たり

・キャビンへのＧＮＳＳアンテナ等取付（マグネット式）
・車載ＰＣの取付
・精度確認（工事基準点で1回）
※センサ・治具の取付・溶接等の作業は含まない

導入効果検証
技術の平均

⑥小規模敷均し掘削におけるICT
建設機械導入効果（外構整地作
業を想定した事例）

整地作業
整地150㎡当たり

・排土板等へのターゲットの取付（差し込み式）
・車載ＰＣの取り付け
・精度確認（ＴＳで1回）

導入効果検証
技術の平均

⑦小型構造物設置におけるICT導
入効果（コンクリート二次製品
設置を想定した事例）

U型側溝設置
設置延長15ｍ当たり

・器械設置（ＴＳ）

⑧丁張り設置に着目したICTツー
ルの活用効果（設置誘導を想定
した事例）

丁張り設置
3箇所当り

・器械設置（ＴＳ）

⑨多点計測技術を用いた現況計
測の効果（舗装修繕工事を想
定）

対面2車線道路の起工測量
（横断計測）

延長100ｍ当り

・ターゲットの設置
・器械設置

⑩断面計測技術を用いた現況計
測の効果（舗装修繕工事を想
定）

対面2車線道路の起工測量
（面計測）

延長100ｍ当り

・器械設置（ＴＳ）

関東地方整備局
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ＩＣＴ手法

従来手法

効果検証項目① 狭隘な現場での掘削・法面整形におけるICT建設機械導入効果
（小規模ICT建設機械による法面掘削を想定した事例）

検証結果

■所見

■従来手法との比較（法面掘削整形作業 延長15ｍあたり）

10～20mおき
の断面で丁張
設置（＋変化点）

法長3mにつき
1本ほど抜き板

0.00 50.00 100.00 150.00 200.00 250.00 300.00 350.00

ＩＣＴ

従来

起工測量 丁張計算
三次元設計データ作成 器械設置（TS)
丁張設置（法丁張り） 掘削整形作業
出来形計測 管理帳票作成

42％削減

（人・時間）

ＩＣＴ建機（ＭＧ）による掘削

検証目的：狭隘な箇所での急峻な法面の掘削という施工条件下で、ＩＣＴの活用手法とその効果を調査する。

TLSによる起工測量と出来形管理

✔導入効果

• 本現場は軟岩箇所のため、豪雨災害等で地形変状が起きやすかったが、TLSによる
三次元起工測量を実施したことで、設計変更を簡単に行うことができた。

• 自動追尾式ＴＳ仕様のＩＣＴ建機（ＭＧ）での施工により、丁張り設置、出来形計
測が削減された。

• TLSによる3次元起工測量により、作業効率の向上のみならず、高所作業をなくし、
転落・墜落や落石等による災害のリスクを低減。

• 現場作業員は従来施工２人→ICT施工では１人
（曲線施工など作業線形が複雑な現場で延べ作業（人・時間）が42％削減）

✔機器の設置

• TS測位は最初期の装置取り付けにはキャリブレーション等の精度確保の作業が必要。
• 治具、センサーがあらかじめ設置されている場合においても、施工日毎にプリズム

の設置とTS器械設置が必要。

✔導入の注意点

• ＴＳ測位では、ICT建機毎に1台のTSが必要となる。またTSと建機との間の
視通確保が必要

※従来作業の人工・時間は、ヒアリング結果に基づく

R6.3追加 関東地方整備局
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0.00 50.00 100.00 150.00 200.00 250.00

ＩＣＴ

従来

丁張計算 三次元設計データ作成 器械設置（TS）
丁張設置（トンボ） 掘削作業 出来形計測
管理帳票作成

21％削減

検証結果

■従来手法との比較（河床掘削 延長15ｍあたり）

■所見

ＩＣＴ手法

従来手法

地面に設置した杭に施工高さを示
す横板と釘を打ったトンボ丁張り
を管理断面の左右端部に設置

検証目的：狭隘な河道内での堆積土量が可変的である河道掘削工事において、ＩＣＴの活用手法とその効果を調査する。

ICT建機（ＭＧ）による掘削

ICTの情報共有システムによる進捗や出来形

（青は、設計よりも深く掘削できている箇所）

✔導入効果

• GNSS測位により、丁張り設置、出来形計測が削減された。
• 日々の工事の進捗を情報共有するソフトウェアは、ウェブ上で確認する

ことが可能であり、発注者へもライセンス発行が可能であるため、導入
しやすい

• ＭＧ施工により丁張レス施工が可能となり、従来は河道内での施工の為
生じていた流された丁張りの復元作業が不要となった。

• ソフトウェアで土量算出することで事務作業が軽減した。
※延べ作業（人・時間）が21％削減

✔機器の設置-

• 装置取り付けにはキャリブレーション等の精度確保の作業が必要
• ＧＮＳＳ測位の場合はローカライズが現場毎に1回必要

✔導入の注意点

• GNSS測位では、複数のＩＣＴ建機を使用する場合にGNSS基準局を共
有できる利点があるが、衛星の補足が可能な天空率が必要。

（人・時間）

※従来作業の人工・時間は、ヒアリング結果に基づく

R6.3追加 関東地方整備局

効果検証項目② 狭隘な河道内での河床掘削におけるICT建設機械導入効果
（小規模ICT建設機械による河床掘削を想定した事例）
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0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 12.00 14.00 16.00

ＩＣＴ

従来

起工測量 丁張計算 三次元設計データ作成
器械設置（TS) 丁張設置（法丁張り） 掘削整形作業
出来形計測 管理帳票作成

49％削減

ＩＣＴ手法

従来手法 検証結果

■従来手法との比較（ 法面掘削整形作業 延長15ｍあたり）

■所見

23

検証目的： 高架下でＧＮＳＳの受信状況に制約があるなかで、ＩＣＴの活用手法とその効果を調査する。

10～20mおき
の断面で丁張
設置（＋変化点）

法長3mにつき
1本ほど抜き板

設計の基面となる箇所で一
度オフセットし、掘削深さを
ガイダンスする。建機へ
IMU等センサを設置し使用
可能。

自動追尾式TSとプリズム

アタッチメントを使用し、建
機の位置を３次元で把握。
刃先と設計の位置関係を
把握可能。

①切り出し位置を合わせる
（快測ナビのモニター画面）

②掘削深さを確認し施工
（iDigのモニター画面）

✔導入効果

• GNSSの受信状態が悪い条件下でも、ＴＳ測位であればＭＧバッ
クホウの施工が可能であり、丁張り設置作業が削減可能

• 施工が設計通りか確認するため、運転席から降りて丁張りとの差
を確認する時間などが不要となり、時間短縮効果に繋がった 。

• 手持ちのＴＳを活用した低コストのＩＣＴであっても、従来施工
よりも作業時間を短縮できるため、費用対効果が大きい。
※現場作業員は従来施工２人→ICT施工では１人
※延べ作業（人・時間）が49％削減

✔機器の設置

• 最初期の装置取り付けにはキャリブレーション等の精度確保の作
業が必要。

• 治具、センサーがあらかじめ設置されている場合においても、施
工日毎にTS器械設置が必要

✔導入の注意点
• ＴＳ測位では、ICT建機毎に1台のTSが必要となる。またTSと

建機との間の視通確保が必要

自動追尾式TSを用いたICT建機（MG）

追
尾

（人・時間）

※従来作業の人工・時間は、ヒアリング結果に基づく

関東地方整備局

R6.3追加効果検証項目③ 橋下での小規模掘削におけるICT建設機械導入効果
（ＧＮＳＳ受信状況制限下での小規模ICT建設機械による掘削・法面整形を想定した事例）



0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00

ＩＣＴ

従来

起工測量 丁張計算
三次元設計データ作成 器械設置（TS)
丁張設置（法丁張り） 床の施工（掘削・締固め（整形））
出来形計測 管理帳票作成

41％削減

ＩＣＴ手法

従来手法 検証結果

■従来手法との比較（ 床掘掘削作業 延長15ｍあたり）

■所見

検証目的： 床掘（素堀り）施工箇所のおけるＩＣＴの活用手法と効果を調査する。

始点・終点と線形の折れ点毎
に丁張りを設置
曲線の場合はさらに追加設置

✔導入効果

• GNSS測位により丁張り設置、出来形計測が削減された
※現場作業員は従来施工２～３人→ICT施工では１人
※延べ作業（人・時間）が約41％削減

✔機器の設置

• 装置取り付けにはキャリブレーション等の精度確保の作業が必要
• ＧＮＳＳ測位の場合はローカライズが現場毎に1回必要

✔導入の注意点

• GNSS測位では、複数のＩＣＴ建機を使用する場合にGNSS基準局
を共有できる利点があるが、衛星の補足が可能な天空率が必要。

✔設計データが現地で作成できる

• バケット位置を基準に、床掘底盤等の一様勾配の設計データを作成
できる。

丁張りレス施工による作業効
率向上・省力化・安全性向上

GNSS測位

オペレータはモニターで施工箇所・刃先位置を確認
手元作業員の削減

24

（人・時間）

※従来作業の人工・時間は、ヒアリング結果に基づく

R6.3追加 関東地方整備局

効果検証項目④ 作業土工におけるICT建設機械導入効果
（小規模ICT建設機械による床堀を想定した事例）



0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ICT

従来

丁張計算（門型丁張6点） 三次元設計データ作成
機器の準備 丁張設置
床掘り 出来形計測
管理帳票作成

38%削減

✔導入効果

• TS測位・ＧＮＳＳ測位ともに丁張り設置、出来形計測が削減された。
※現場作業員は従来施工２人→ICT施工では１人
※小規模工事で多い直線部でも延べ作業（人・時間）が38％削減
※曲線施工など作業線形が複雑になるほど得られる削減効果は大きくなる

✔機器の設置

• TS測位・ＧＮＳＳ測位ともに、最初期の装置取り付けにはキャリブレー
ション等の精度確保の作業が必要。

• 治具、センサーがあらかじめ設置されている場合においても下記作業が必要
• TS測位の場合はプリズムの設置とTS器械設置（施工日毎）が必要
• ＧＮＳＳ測位の場合はローカライズが現場毎に1回必要

✔導入の注意点

• ＴＳ測位では、ICT建機毎に1台のTSが必要となる。またTSと建機との間
の視通確保が必要

• GNSS測位では、複数のＩＣＴ建機を使用する場合にGNSS基準局を共有
できる利点がある。衛星の補足が可能な天空率が必要。

✔設計データが現地で作成できる

• バケット位置を基準に、床掘底盤等の一様勾配の設計データを作成できる。

丁張りレス施工によ
る作業効率向上・省
略可・安全性向上

ＩＣＴ手法

従来手法

始点・終点と線形の折れ点毎
に丁張りを設置
曲線の場合はさらに追加設置

効果検証項目⑤ 小規模掘削におけるICT建設機械導入効果
（管路敷設作業を想定した事例）

検証結果

■所見

■従来手法との比較（掘削20ｍ3当たり 導入効果検証技術の平均）

検証目的：上下水道等の管路地中埋設工事は、地方公共団体工事において多く実施されており、小型ＩＣＴ建機やＩＣＴ測量機材
の活用手法とその効果を検証 ※今回の試行はTS測位とGNSS測位のシステムを用いた

（人・時間）

TS測位

GNSS測位

関東地方整備局
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0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

ICT

従来

丁張計算 三次元設計データ作成
器械設置（TS) 丁張設置（門形丁張り）
側溝設置 出来形計測
管理帳票作成

37%削減

26

検証結果

■従来手法との比較（整地150ｍ2当たり・導入効果検証技術の平均）

■所見

ＴＳで出来形確認機器設置 MC施工

トンボ丁張りの省略
丁張の準備計算不要

ＴＳ検査による水糸設置
作業の省略が可能

重機への機器設置作業は
平均1時間程度（工場で取付け治具の事前溶接・ｷｬﾘﾌﾞ
ﾚｰｼｮﾝをしておけば現地作業を10分程度に短縮可能）

ＩＣＴ手法

従来手法

検証結果⑥小規模敷均し掘削におけるICT建設機械導入効果（外構整地作業を想定した事例）

✔導入効果

• 丁張り設置、出来形計測が削減された
※現場作業員は従来施工２～３人→ICT施工では１人
※延べ作業（人・時間）が約68％削減

✔機器の設置

• 装置取り付けにはキャリブレーション等の精度確保の作業が必要
• 排土板のマシンコントロールシステムはプリズム設置等の準備作業が必要

✔導入の注意点

• ＴＳ測位は、ICT建機毎に1台のTSが必要となる。またTSと建機との間の
視通確保が必要

✔設計データが現地で作成できる

• 排土板を仕上がり面の目標物に当て、これを設計標高とする一様勾配の設
計データを作成できる

地面に設置した杭に施工高さを示
す横板と釘を打ったトンボ丁張り
を管理断面の左右端部に設置

検証目的：排土板ＭＣ機能付き小型バックホウを用いた敷均し・整正作業を実施し、建築における外構工事（駐車場等）や構造物
設置におけるＩＣＴ活用手法と効果を検証 ※今回の試行はTS測位のシステムを用いた

（人・時間）

R6.3修正 関東地方整備局
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丁張り+水糸+コンベックスによる構造物の設置

✔導入効果

• 丁張り設置、出来形計測が削減された。
※現場作業員は従来施工２～３人（据え付け作業では3人）

→ICT施工では２人
※延べ作業（人・時間）が約32％～39％削減
※ICT施工技術を活用して門型丁張を設置し水糸に沿って側溝を

設置する手法が最も効率的
• 折れ点が頻繁にある現場では門形丁張りの設置手間が大きいため、

ICTで設置位置に誘導することで丁張りが省略でき効率化される。
• 床付け、砕石や敷モルタル等の各段階において設計との高さの違い

もICTで随時確認が可能
• ICTにより門型丁張りも効率的に設置できる

✔導入の注意点

• 活用範囲の3次元設計データを、事前に作成する必要がある。
• 構造物の設置位置の確認には、専用の治具を用いてプリズムを取り

付け常時計測する手法や、構造物設置後にプリズムを当て位置を確
認する方法等がある。

水平離れ、観測点法長などをリアルタイムに
確認しながら構造物の誘導/据え付けが可能

ＩＣＴ手法

従来手法

丁張り+水糸の設置が不要

３次元設計データを元に、
構造物設置の誘導を実施

検証結果

■従来手法との比較（ U型側溝設置延長15ｍ当り）

■所見

検証目的：出来形管理用TSを用いて、構造物設置工において実施されている床堀の出来形確認、丁張り設置、管理及び構造物の
設置（誘導）作業におけるICT活用手法と効果を検証

（人・時間）

丁張りをICTで施工し従来手法で側溝を設置する手法

3次元設計データを元に、構造物用の門型丁張を作成し、
水糸を設置。効率的に据え付けを行える。 27

関東地方整備局

効果検証項目⑦ 小型構造物設置におけるにおけるICT導入効果
（コンクリート二次製品設置を想定した事例）



効果検証項目⑦ 小型構造物設置におけるにおけるICT導入効果
（コンクリート二次製品設置を想定した事例）

28

検証目的：小型構造物設置工事（丁張設置（床掘用）→床掘→丁張設置（構造物据付用）→構造物据付）の一連の作業について
「従来施工」「ICT施工」「ICT施工と従来施工の組合せ」で実施した場合の作業工数を比較

NO.0+11.5
NO.1+6.33

NO.1+19.0

✔導入効果

• ＩＣＴ施工と従来施工を組み合わせることによりICTを用いた絵
付け作業よりも工数の縮減効果が高い

※全てをICTで施工：30％削減
従来施工で構造物（側溝等）を設置：34％削減

✔ＩＣＴ施工と従来施工との組み合わ施工が効率化する理由

• ＴＳとデータコレクタを用いることで据付用丁張りが効率的に設
置できる

• TSとデータコレクタにより側溝を誘導する方法は、水糸をガイド
にして据付を行う方法より時間を要してしまう

✔導入の注意点

・構造物の線形に曲線部があったり複雑である場合、据付用丁張の
設置本数が増えるためＩＣＴ施工が効率的となる場合がある。

・構造物の線形の複雑さに応じて適切なやり方を選択すること

丁張レス施工による
作業効率向上・人員
削減・安全性向上

ＩＣＴ施工従来施工 検証結果

■所見

■従来手法との比較（掘削20ｍ3当たり 導入効果検証技術の平均）

（人・時間）

床掘用丁張設置

床掘

据付用丁張設置

ICT施工+従来施工

水糸を
ガイドにした据付

TS誘導に
よる据付
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1-0R

1_0L

1_1R

1_1L

1_2R

1_2L

1_3R

1_3L

1_4R

1_4L

1_5R

1_5L

1_6R

1_6L

1_7R

1_7L

1_8R

1_8R1_9R

1_9L

1_10R

1_10L

1_11R

1_11L

1_12R

1_12L

N
o
.
0

N
o
.
1

N
o
.
2

N
o
.
3

N
o
.
4

N
o
.
5

N
o
.
6

N
o
.
7

No
.8

No
.9

No.
10

N
o
.
-
1

No.
11

No.
12

1-0R

1-0R

N
o
.
0

N
o
.
1

N
o
.
2

N
o
.
3

N
o
.
4

N
o
.
5

N
o
.
6

No
.7

No
.8

No
.9

No.
10

N
o
.
-
1

No.
11

No.
12

3次元設計データ
作成

丁張省略

丁張省略

水糸を
ガイドにした据付

ＴＳで丁張を設置

丁張計算

従来施工

関東地方整備局



0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4

ＩＣＴ

従来

丁張計算 三次元設計データ作成 器械設置（TS) 丁張設置（法丁張り）

13％削減

✔導入効果

• 作業者の技量に関わらず、任意の位置で「設計面に対する計測点
の比高・横断離れ」が表示されることにより丁張り設置に関わる
作業が削減された
※現場作業員は従来施工３人→ICT施工では１～２人
※延べ作業（人・時間）が約13％削減

• 現場のどこにおいても、各種作業の丁張り設置に活用できる（法
丁張り、門型丁張り、トンボ丁張り等）

• 現地に支障物があり、丁張り位置の変更が必要になった場合にお
いても、ＩＣＴ活用では再計算が不要

✔導入の注意点

• 活用範囲の3次元設計データを、事前に作成する必要がある

水平離れ

水平離れ

マーキング

手順①
丁張りを掛ける要素（この例では法面）と
計測点の水平離れを確認し、基準杭、方向杭を設置

手順③
水平貫の端部と法面との水平離れを確
認しマーキング

手順④
マーキング箇所を基準に法面貫を設置
スラントで角度を決めて貫板を設置し
最後にＴＳで貫板上をチェックする

ＴＳ＋ﾃﾞｰﾀｺﾚｸﾀを用いた丁張り設置手順

手順②
任意の高さに水平貫を設置

ＩＣＴ手法 検証結果

■従来手法との比較（法丁張り設置３箇所当り）

■所見

検証目的：3次元設計データを入力したTSを用いて、丁張りの設置作業におけるICT活用手法と効果を検証

（人・時間）

29

関東地方整備局
検証結果⑧丁張り設置に着目したICTツールの活用効果（設置誘導を想定した事例）



手順③
・杭の高さを計測し、据え付ける構造物の
天端が来る高さを確認（1本のみ）
・構造物天端高さに、上げ超し量を足した
高さにマーキング（1本のみ）

マーキン
グ

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.35 0.40

ICT

従来

丁張計算（門型丁張6点） 三次元設計データ作成 機器の準備 丁張設置

15%削減

✔導入効果

• 作業者の技量に関わらず、任意の位置で「設計面に対する計測点
の比高・横断離れ」が表示されることにより丁張り設置に関わる
作業が削減された
※現場作業員は従来施工３人→ICT施工では１～２人
※延べ作業（人・時間）が約15％削減

• 現場のどこにおいても、各種作業の丁張り設置に活用できる（法
丁張り、門型丁張り、トンボ丁張り等）

• 現地に支障物があり、丁張り位置の変更が必要になった場合にお
いても、ＩＣＴ活用では再計算が不要

✔導入の注意点

• 活用範囲の3次元設計データを、事前に作成する必要がある

手順①

データコレクタに、下記の数値を入力し、データコレクタに杭の平面位置のガ
イダンスが表示されるので1本目の杭を逆打ち

1）門形丁張りを設置したい断面の測点番号
2）構造物のセンターラインから杭までの横断方向逃げ量

手順④
・マーキングを上端または下端に合わせ、水平器で貫板を水平にかける
・貫板上をTSで計測し、側溝内面のラインを割り出し釘と水糸をかける

ＴＳ＋ﾃﾞｰﾀｺﾚｸﾀを用いた丁張り設置手順

手順②
前掲①と同じやり方で、1本目の杭と同じ断面内に、2本目の杭を逆打ちする
（データコレクタによる誘導機能で、1本目の杭と2本目の杭が同じ測点番号
になるようにする）

ＩＣＴ手法 検証結果

■従来手法との比較（門型丁張り設置６箇所当り）

■所見

検証目的：3次元設計データを入力したTSを用いて、丁張りの設置作業におけるICT活用手法と効果を検証
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【1本目の杭】
測点番号：No.10+3.0m
横断逃げ量：左1ｍ

【2本目の杭】

測点番号：
No.10+3.0m
横断逃げ量：右1ｍ

（人・時間）

検証結果⑧丁張り設置に着目したICTツールの活用効果（設置誘導を想定した事例）
関東地方整備局



関東地方整備局
検証結果⑨多点計測技術を用いた現況計測の効果（舗装修繕工事を想定）

0 2 4 6 8

従来

ICT

準備計算 基準点・平面線形データ作成

器械設置（TLS） 従来：断面ﾏｰｷﾝｸﾞ/ICT：ﾀｰｹﾞｯﾄ設置

起工横断測量（現道） 点群処理（座標変換・横断抽出）

約6割削減

 

✔導入効果（面的計測の利点）

• 起工測量に関わる作業が削減された
※現場作業員は従来施工３人→ICT施工では２人
※延べ作業（人・時間）が約６割削減

• 路面の形状を面的かつ詳細に計測可能
• すりつけ箇所等が多くある現場では現地の形状を詳細に把

握できる多点計測は有効である
• 交差点等の車両が頻繁に停車する箇所においても、計測点

数が多いため、路面の計測が可能
※車両をとらえた点群は後処理で除去できる

✔導入の注意点

• 歩道上にあらかじめ基準となる座標を持ったターゲットを
設置しておく必要がある。

• 計測対象範囲によっては、複数回のスキャンが必要となる。

ＩＣＴ手法

・1スキャン1分程度で点群計測可能

・点群処理ソフト上で地物の地上高や道
路の幅、延長の採寸が正確に行える。

・施工計画の検討時に必要なデータの
取り漏れが無い。

・鉛直・水平の角度を個別
に設定が可能
・路面計測において鉛直方
向の計測ピッチを密に設定
することで効率よく高密度
データが取得できる。

舗装道路（現道）の起工横断測量にレーザースキャナ（TLS）を用いて、車道上の計測員を不要とした

従来手法 検証結果

■所見

■従来手法との比較（対面2車線道路の起工横断測量 延長100ｍ当り）

（人・時間）
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0 2 4 6 8

従来

ICT

準備計算 基準点・平面線形入力

器械設置（TS） 管理断面マーキング

起工横断測量（現道）

約4割削減

ノンプリズム方式

：計測点

 

 
 

 

舗装道路（現道）の起工横断測量にTSノンプリを用いて、車道上の計測員を不要とした

✔導入効果（断面計測の利点）

• 起工測量に関わる作業が削減された
※現場作業員は従来施工３人→ICT施工では２人
※延べ作業（人・時間）が約4割削減

• 変化の少ない道路においては断面計測により扱うデータ量が
少ない。

✔導入の注意点

• 器械設置に用いる施工箇所の座標が必要
• 交差付近の計測では、停車した車体で測距が遮られるため計

測が中断する場合がある。

・歩道等からの計測により安全性が向上
・交通規制の削減が期待できる。

 

ＩＣＴ手法

従来手法 検証結果

■従来手法との比較（対面2車線道路の起工横断測量 延長100ｍ当り）

■所見

（人・時間）

検証結果⑩断面計測技術を用いた現況計測の効果（舗装修繕工事を想定）
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ＧＮＳＳは、施工範囲に既設の構造物が近接しており天空率が低い場合や、谷間の施工箇
所で、仰角30°の範囲が山等で遮られている現場においては、受信可能なＧＮＳＳの衛
星数が不足する場合がある（衛星数の目安：常時5個以上）

GNSS活用時の注意点

ＩＣＴ建機の測位方法にはＴＳとＧＮＳＳがある。両者の特性と現場条件を踏まえて適切な機器
を選択することが重要。

33

※天空率：GNSSアンテナから空を見上げたとき、建物や地形により遮られている範囲を除いて、どれだけ空が見えるかを
割合で示したもの。

R6.3修正

自動追尾式トータルステーション活用時の注意点
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